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ABSTRACT

　　　　　It　was　declared　by　the　Ministers　and　the　Plenipotentiaries　159　states

and　the　European　Economic　Co㎜unity　at　the　International　Conference　on

Nutrition（Rome，　Dece瓜ber　1992）that　‘‘the　access　to　nutritionally　adequate

and　safe　food　is　a　right　of　each　individua1　　．　Now　this　declaration　is

generally　accepted　all　over　the　world．　　However，　the　nutritional　status

of　children　under　five　years　old　in　many　countries　in　the　world　stillremains

very　desperate．

　　　　　It　　is　　of　　urgent　　necessity　　for　　all　　nutritionists　　develop　　an

investigation　　method　　to　　clarify　　the　　food　　availability　　and　　food

accessibility　in　each　regions　for　the　purpose　of　evaluating　the　nutritious

status　in　these　countries　and　regions．

Purpose

　　　　　The　purpose　of　this　study　is　to　clarify　the　co－relationship　between

food　availability　in　the　co㎜unity　and　food－procurement　for　preparing　at

home　as　well　as　children’　s　nutritional　status　in　the　urban　slum　areas　in

India．　　Also，　the　purpose　is　to　evaluate　how　apPropriate　these　foods　are

from　the　viewpoint　of　children’　s　　meals．　　Based　on　this　analysis，　the

study　seeks　to　get　a　piece　of　effective　information　concerning　the

survey－sheet　method　even　in　low　i　l　l　iterate　areas．

Method

　　　　　The　surveys　were　conducted　three　ti瓜es　in　slum　area　C　in　the　city　of

Mumbai，　India．　　First，　apreliminary　survey　was　conducted　to　create　the

questionnaires　prepared　for　the　four　survey　sheets　leading　to　the　main

surveys．　　Then，　from　January　to　February，　2000　（dry　season）　and　from　July

t◎　August　（rainy　season），　the　main　surveys　were　carried　out　through

interviews．　The　objects　of　this　interview　were　65　children　under　five－

years－01d　and　their　families　living　in　slum　area　C．

　　　　　The　following　are　the　pillars　of　this　survey：

1）　Food　env　ir◎nment

2）Food　availability　in　the　co㎜unity　and　accessibility　in　households

3＞　Physical　conditions　and　food　intake　of　these　children

　　　　　For　analyzing　the　relations　among　each　data，　I　adopted　the　method　of

t－test，　x2　calibration　，　one－way　ANOVA　and　multiple　comparison　（Turkey

method＞．

1



Results

1－1．　Nutrition　evaluation　coming　from　children’　s　　meal　analysis：

　　1）Nutrient　leve1：RDA　energy　sufficiency　rate　in　the　dry　season　accounts

　　for　53．3％　a難d　that　in　the　rai擁y　seas◎n　67．9％．

　　2）Food　stuff　leve1：　Food　intake　frequency　of　rice，　onions，　田ilk　and

　　　　vegetable　oil　are　high　while　the　quantities　was　relatively　low．

　　3）Dish　leve1：C－type皿eals　including　carbohydrate，　rice　and　biscuits　in

　　　　both　dry　and　rainy　seasons　showed　popular．　　P－type　meals　including

　　　　protein，　carry　dhal　and懸ilk　were　frequently　f◎u籍d．　　In　V－type　撮eal

　　　　including　Vitamins　and　minerals，　vegetable　curry　and　soup　were

　　　　infrequent．

　　4）Meal　leve1；　Their　rate　of　CPV　combination　meals　children　taking　CPV

　　　　combination　meals　twice　a　day　were　few．　　From　the　viewpoint　of

　　　　nutrients，　food　stuffs　and　meals，　those　children　were　in　better

　　　　condition　compared　to　children　of　other　type．

1－2．　Nutriti◎難　evaluati◎n　based　oR　children’　s　　physical　c◎nditio轟：

　　　　We11－built　　children　　are　relatively　　very　　low，　while　physically

　　　　poor－built　children　are　very　high．

2．　Food　availability　in　this　community：

　　　　I　could　point　out　that　people　in　the　area　obtained　a　variety　of　fo◎ds

　　　　in　the　f◎11◎wing　Places　such　as　geverrment　sh◎ps，　in－door。鍵arkets，

　　　　grocery　st◎res，　open－air　田arkets，　kitchen　gardens　and　creshe．　　In

　　　　these　6　categories　of　places，　food　availability　is　not　relatively　low．

3．　Kinds　of　food　in　household　intakes：

　　　　Average　number　of　food　accounted　for　was　6．1±1．4．　　The　intake　of　both

　　　　food　in　stores　and　in　houses　intakes　accounted　14．8±1．6．　　Of　these

　　　　foods，　12．5±1．6foods　were　cooked，　and　11．5±2．2foods　were　given　to

　　　　children．

4．　The　relati◎nship　between　the　鐵eal　patterns　of　children　and　f◎od

　　　　accessibility　in　the　household：

　　　　Children　taking　CPV－2　type　meals　showed　they　ate　a1田ost　all　meals　cooked

　　　　by　their　mothers．

Conclu810ns

　　　　　Fo◎d　availability　in　s1繊盈area　C　was　not　relatively　1◎w　in　b◎th　dry

and　rainy　seasons．　　But　big　difference　could　be　seen　between　each　household

as　far　as　the　kinds　of　a　cooked　food　stuffs　given　to　children　were　concerned，

　　　　　Finally，　I　would　like　to　point　out　that　I　used　four　kinds　of

questionnaire　sheets　carried　with　pictures　and　maps，　because　I　had　to

consider　the　local　conditions　behind　the　low　literacy　rate　there。　　By　using

these　visual　aids，　I　could　effectively　obtain　the　answers◎f　pe◎Ple　surveyed，

斑◎st　of　wh◎鑓could　総◎t　read　◎r　write。

II



　　　　　　　　　　　　　　はじめに

　「安全で栄養的にのぞましい食物へのアクセスは人間の権利である

1）」と国際的なコンセンサスを得ているにもかかわらず世界各地の栄養

状態の改善はうまく進んでいない．

　アマルティア・センは自著のなかで，20世紀に世界各地で発生した「大

飢謹」の原因が一国レベルの食糧供給能力不足，食糧供給量の減少（FAD：

Food　Availability　Decline）にあったという通説を否定し，人々が十分

な食糧を手に入れ消費する能力や資格（権原：Entitlement）が損なわれ

た結果であることを明らかにしている2）．これは，「大飢饅」が，入手の

時点で手に入れることのできる食物の可能性のみではなく，入手した食

物を保管，調理し食事として供する等の食物摂取の能力や必要量を左右

する要因も，原因となっていることを意味している．すなわち，「大飢謹」

がおこる原因には，利用可能な保健衛生サービスや過去の食物摂取の結

果といえる健康状態など広い意味の保健も，食物入手可能性と並んであ

るいはそれ以上に重要な要因として関わっていることを意味している．

　一方，1995年，WHO／FAOはFood　Based　Dietary　Guideline（以下FBDG）

を打ち出した．このなかで，各国がさまざまな，それぞれの地域で入手

可能な食物を利用する視点からも，また，消費者が入手可能な日常の食

物にアクセスして入手する場合，実際には「栄養」というより「食物」

という切り口でみるであろうという立場から“Food　Based”　でなけれ

ばならないとされた3）．FBDGが打ち出されるより以前にインドでは栄養

素レベルではなく食物レベルでの栄養摂取を推奨している4）’5）

　また，WHOから打ち出された世界栄養宣言6）で明示された人間の権利

としての「栄養的に望ましい食物へのアクセスは人権である」あるいは

冊0が2000年6月21日に公表したWorld　Health　Report　2000に示され
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た，保健システム評価の枠組みのなかで限られた食糧をいかに合理的に

配分するかといった観点が発展途上国における栄養問題を捉える視点と

して重大視されている7）．これは，国の施策レベルでの問題であると同

時に視点を各世帯に移すと，各世帯レベルで入手可能な食物を入手し，

世帯内に取り込んだ食物が，保管，調理を経て食事に至るプロセスでど

のような要因が関わるかといった問題であると言える．従って，入手可

能な食物を世帯内に入手し，保管，調理，食事といった一連の食物の流

れで多くの要因が関わった結果として食事として供食することを考えあ

わせると食物の入手可能性，入手，保管，供食の各レベルに多くの要因

が関わりながら食事として供された結果としての食事パタン（どのよう

な食材料を用い，どのような料理を，どのように組合わせた食事である

か）から栄養診断をすることが可能ではないかと考えるに至った．世帯

内に食物を入手し，保管，調理を経て，食事に至る各段階には様々な要

因が関わっていることが先行研究で報告されている．

　本研究は1歳から4歳までの幼児を対象としている．幼児の世帯での

食事内容に着目した先行研究では，幼児の食事に至る食物摂取量や品目

数に関わる要因として幼児の性別，年齢の違い8），家族の収入や養育者

の教育レベルの違い，季節による食物摂取量の違い9）’11），などがあげら

れている．また，幼児の行動の発達が料理の種類と摂取量に関連する12）

との報告がある．

　一方，地域の食物入手可能性と世帯内に入手した食物との関連に着目

した食生態調査では次の研究がなされている．Montharopはタイ王国農

業世帯における乳幼児の食物供給（Food　provision）とその要因の構造

について乳幼児の栄養状態との関連で明らかにした13）．また，中野はト

ンガ王国において地域の食物流通システムを居住者の食事内容との関わ

一2．



りで評価する試み14）を，酒井が同じくトンガ王国ウイハ村での事例にも

とついて，食物の生産から食卓までの流れを参与観察の調査法をもちい

た研究により明らかにしている15）．斎藤は，本研究の調査対象国の隣国

で食文化圏として重なり合う側面を持つネパール王国の村落において実

施した調査研究で，地域の食生態調査を踏まえて幼児の食卓に至った食

事について食材料，栄養素レベルの調査により地域におけるキーフーズ

を明らかにしている16）．

　これらの調査研究において地域の食物の入手可能性，世帯に食物を入

手する状況，入手の手段，調理方法，食事の料理の種類や組合わせ，あ

るいは食事における共食の状況など食事レベルに関わるそれぞれを個別

にあるいは部分的関連で明らかにしているものの，地域の食物入手可能

性を踏まえて世帯に入手した食物が食事に至るまでの一連の食物の流れ

で食物の入手，保存，調理，供食の各レベルをとらえたうえで食事の評

価をこころみたものは見当たらない．

　また，人間は生活文化の遺産ともいえる食物を作ったり食べたりする

ことによって食文化を伝承し発展させてゆく17）ことを考えあわせると，

食物入手から食事の各段階は食環境，具体的にはフードシステムとの関

わりでとらえるべきであると考える．木村の，食物摂取パタンの多様性

の背景には地域性があるとし，地域で形成される食物摂取パタンは次世

代に伝承されてそれぞれの地域独自の食文化を築き上げている18）との

報告や，世帯内では伝承されている料理（伝承料理）の70％が母親から

次の世代に受け継がれているとの岩田らの報告19）は，世帯内に食物を入

手，保管，調理を経て食事の提供を担当する者は，世帯内でなされる食

文化を伝承する役割をも担っていることを示している．すなわち食物摂

取パタンは地域性を持ちつつ世帯内で伝承され，食物の入手から食事の
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一連の食物の流れのなかで食文化を伝承する側面もあることを示してい

る．

　開発途上国を対象としたNGOの保健分野，栄養の支援は，1980年代か

ら2000年にかけて，栄養改善を目的とした支援が活発にすすめられる傾

向にある．特にフードシステムを含めた食環境づくりとの関わりと栄養

改善を検討することが多くなってきた．これを受けて各国政府や，それ

ぞれの支援機関，団体の連携システムを確立し，地域に根ざしたプロジ

ェクトを進めていくことが肝要であるとされてきている20）．

　世界人口の成長が落ち着きを示す一方，開発途上国地域の都市部の人

口増加率は依然として3～4％という高さにあり，開発途上国地域の大都

市では人口の半分ほどがスラムに居住している21）と言われている．都市

型スラム街はあらゆる生活環境が劣悪であり，食環境が整備されておら

ず衛生面のみならず様々な面で危険な状況を孕んでいる地区が多い．そ

の劣悪な環境下，栄養改善は急務である．都市型スラム街の劣悪な生活

環境が社会的弱者である幼児の健康に及ぼす悪影響は計り知れない．ま

た，食環境づくりとのかかわりで進められてきた栄養改善を目的とした

支援や対策は，必ずしもスラム地区ではうまくすすんでいないのが現実

である22）．このような状況を考えあわせると，都市型スラム街の食環境

のなかで食物の入手可能性と世帯に入手された食物に着目してその流れ

を捉え，その視点から社会的弱者である幼児の食事や栄養水準の関連を

直接的にチェックすることができる調査方法の開発が急務であるといわ

れている．そこでこの課題に取り組み，その問題解決のために本研究を

計画した．

　本調査を実施した地区があるインドの乳児死亡率は1998年現在，出生

千対72と，同じ南・中央アジアの他諸国ネパールの同値83，バングラ

一4一



デシュの79，アフガニスタンの152等に比して低いものの，東アジア日

本の4，ヨーロッパ諸国の平均12と比較すると高い値を示している23）．

本調査対象地であるムンバイ市はアジア最大のスラム街を擁し，都市部

のスラム街居住者は爆発的に増えつづけている24）．インド都市部の乳児

死亡率は出生千対42と，インド全土の平均値と比較して低いものの，先

進諸国と比較すると高い数値を示している．とりわけ都市部スラム街の

衛生状態はあらゆる面で劣悪であり25）一一27），それらが，乳幼児の健康状

態に及ぼす影響ははかりしれず，都市型スラムに居住している幼児を対

象とした健康状態調査では，伝染性疾患の多発，発育の遅れなど多岐に

わたって保健上，深刻な状況が報告されている28）．このような状況のな

か，インドの都市型スラムに居住している乳児，幼児および母親に対す

る保健衛生，食糧支援を含めて様々な救援が政府レベル，NGO団体等に

より続けられ，栄養改善プロジェクト29）が推進されている．と同時に，

社会的弱者である乳児，幼児の栄養改善・向上を含めてNGO，政府レベ

ルでの救済および社会的支援をどうすすめるかが問われている30）．

　このようなインド都市型スラム街に居住する乳幼児を対象として実

施される様々な支援プログラムが展開されるのと軌を一にして，筆者は，

西インドマハラシュトラ州，州都ムンバイ市内の都市型スラム，Cコミ

ュニティとスポンサーシッププログラムのボランティアとして長期間に

わたり関わってきた．スポンサーシッププログラムとは，キリスト教宗

教団体NGOの1つM女子修道会（フランスに本部を置くカトリック系女

子修道会）が実施しているプログラムの1つ31）で，Cスラム街に居住す

る幼児，養育者への教育の充実，栄養改善を主目的とした活動資金を支

援するプログラムである．このプログラムにドナーとして参加すること

を契機として，本調査対象地であるCスラム地区と関わるようになった．
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　インドの都市型スラム街居住者を対象とした健康，栄養調査の多くは

スラム街居住者の栄養摂取状態が悪く，健康状態の劣悪さを報告してい

る32）－34）．調査方法は健康状態調査，食物摂取状況調査ともに，配票留

め置き調査，自記方式，といった調査方法が多く用いられている．しか

し，識字率が低いこれらスラム地区で実施する調査において，配票留め

置き法や自記方式を用いての調査で有効な結果や正確な情報を入手する

のは困難が伴うと予想される．

　この点から，生活環境が劣悪で，識字率が低いなど，調査実施に困難

が伴うと予想される都市型スラム街居住者を対象とした栄養調査の方法，

栄養状態チェック方法の開発が懸案事項とされている．また，世界栄養

宣言には「安全でのぞましい食物ヘアクセスは人権である」と明言され

ている．このことを考えあわせると，スラム街の劣悪な環境下で，環境

上多くの問題を抱えているからこそ，食環境，特にフードシステムを踏

まえた上で，その地域に居住する人々に適した栄養調査方法の開発が望

まれていると考える．

　そこで調査対象者が容易に調査内容を理解することができ，調査の記

録などに負担がかからず回答することができる，識字できない対象者で

あっても識字者と同様に回答できる形式の調査票の作成を検討してきた．

このような調査票を開発して，調査に用いることにより調査対象者各人

が自らの食生活を査定することができ，栄養改善に効果的に用いること

ができると考える．また，調査地域の社会情勢が何らかの事情で急変し

たり，災害などによる食環境の急変，あるいは有事の場合による緊急事

態下で地域住民の栄養状態の調査が必要とされる状況が発生した場合に

栄養専門家以外たとえば世帯内では養育者や同居家族，地域ではボラン

ティアワーカーや栄養専門家以外の専門職に就いている人々などによる
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栄養診断が可能になると思われる．

　以上のことから，識字率の低いインドの都市型スラムに居住する幼児，

養育者および同居家族を対象とした栄養調査を実施するうえで，調査対

象者によるセルフチェックが可能な調査方法および調査票の必要性を実

感するに至った．

　本研究は地域の食物入手可能性と世帯の食物入手，保管，調理，食事

の各レベルで幼児の食事評価を行うことが可能なセルフチェック票を用

いた食事診断をする際に，調査対象者，調査対象地域のボランティアワ

ーカーや栄養専門家以外の人々でも実施が可能で，様々な状況下で用い

ることができること．および，調査結果を調査地域の栄養改善につなげ

ることに役立つものであることを視野に置き，インド共和国ムンバイ市

の都市型スラムにおいて地域の食環境，フードシステムを踏まえて食物

の入手可能性と利用可能性の両視点から食物の流れを把握し，食物の入

手，保管，調理，食事を簡便な方法で調査でき，食事評価し，食生活を

改善する方策立案に役立つ手段，栄養専門家以外でも可能なセルフチェ

ックができる手段を開発する目的で本調査研究にとりかかった．
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　　　　　　　　　　　　　　目　　的

　本研究の目的は，インド共和国の都市型スラム街であるCスラム街の食物入

手可能性と，世帯内にアクセスされた食物の入手，保管，調理，食事の各段階

での食物の内容および幼児の健康状態を明らかにし，これらとの関連で幼児の

食事を評価すること，およびこれらの情報収集，解析に識字率の低い地域の

人々が使用できる調査票の可能性を検討することである．

。8．



方　　法

1．調査の概要

　調査は，2つの側面から実施された．一つは地域で入手可能な食物に

ついて入手可能な場所と食物の種類に関する調査（以下食環境調査），二

つは世帯内にアクセスされた食物が保管，調理を経て，幼児の食事に至

るプロセスと幼児の健康状態に関する調査である．

　現地調査は以下のように3回実施された．

予備調査は2000年1月26日～2月15日の期間に，地域の食環境調査を

踏査法と関係者への聞き取り法により実施した．予備調査ではCスラム

街に居住する幼児12名および世帯の食事・食事づくり状況について戸別

訪問と面接法により調査した．

　予備調査の目的は本調査の枠組みづくりの資料を得るためとした．す

なわち本研究で開発した「地域で入手可能な食物地図（以下a票：付表

3）」，「世帯での食物入手，保管，調理，食事の流れ図（以下b票：付表

4）」，「幼児の食事カルテ（以下c票：付表5）」，「幼児の体重評価図（以

下d票：付表6）」の枠組みの項目決定に関連していく．

　本調査は，乾季調査と雨季調査を実施した．

　乾季調査は，2000年3月20日～4月20日，32名の幼児とその世帯を

対象とした．雨季調査は同年7月14日～8月4日，33名の幼児とその世

帯を対象とした．両季の調査対象幼児および世帯のうち16人（16世帯）

は乾季，雨季とも調査対象であった．調査内容は予備調査で検討し，作

成した調査の枠組み（表1）に基づいた．

　調査内容は，食環境調査では地域の食物入手先別の入手可能な食物と

品目数，家庭菜園で入手可能な食物の種類と品目数とした．一方世帯内
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にアクセスされた食物が保管，調理を経て，幼児の食事に至るプロセス

と幼児の健康状態に関する調査では，大項目を食知識，食態度・食行動，

QOLを高める要因，健康の指標，対象者の特性，身体状況とした．この

調査項目に基づき養育者の食知識，食態度・食行動，養育者および幼児

の特性，身体状況を調査し，世帯への食物入手，保管，調理，幼児の食

事，食事内容を調査した．食物入手から幼児の食事にいたる調査は世帯

と同様に保育所（クレッシュ）でも実施した．これらの調査を現地調査

票をもちいて面接聞き取り法と観察法により実施した．

　現地で収集したデータは帰国後，二次票に転記し，作成した4つの調

査票に転記した．すなわち食環境の情報はa票に，個人情報をb，c，d

票に転記し，季別，栄養状態別，食事パタン別の解析に用いた．

1）対象地域

（1）インド共和国

　インド共和国は国土面」積328万7263k㎡，日本の約9倍の国土に24

州，1政府直轄地を有する人口10億人以上を擁するアジアの大国である

（図1）．国連人口基金（UNFPA）によると英国から自治領としての独立

を果たした1947年頃のインドの人口は3億4千万人，2000年7月，10

臆人を超え，およそ3倍になった．現在，毎年1．6％の伸びを示してい

る・人口問題は食糧や資源不足，教育，貧困などの諸問題と直結してい

る・1999年現在，インドでは世界銀行が定める1人，1日あたり1ドル

の収入を得られない貧困層は人口の約50％，5億2千500万人である．

また・国全体の識字率は65．38％（男性75．85％，女性54．16％）35）で

ある．

40。



　（2）マハラシュトラ州ムンバイ市

　マハラシュトラ（Maharashtra）州はインド西部に位置し，州の西部は

一部アラビア海に面している．日本より広い30万7762k㎡に2000年現

在，約9700万人の人口がある36）．人口密度は1k㎡あたり314人であり，

これはインド全体の324人とほぼ同じである．2000年現在で，識字率は

インド全土と比較して，やや高率で77．27％（男性86．27％，女性67。51％）

となっている．州で使用されている主な言語は英語のほか，ヒンディ語，

マラーテイ語，グジャラーテイ語である．

　対象地区のムンバイ市はマハラシュトラ州の首都で面積603K㎡，人口

16，368，084人の大商業都市である37）．

　ムンバイ市全体の0歳から4歳児の人口比率は男女児合計で2000年現

在1，964，170人（ムンバイ市人口の12．4％）である．男女児の比率は若

干男児が高く，男児は1，018，562人，女児は945，608人である．

　ムンバイ市は，3つのエリアに分かれている．各エリアは，最も早く

から開け市中で最も地価が高い第1エリア，商業地や宅地として栄えて

いる第2エリア，そして工業地区として繁栄しインド各地の工業都市同

様，深刻な大気汚染の問題を抱える第3エリアである38）．いずれのエリ

アも巨大なスラムを擁している．

　スラム街居住者はムンバイ市人口の55％を占めるものの，スラム居住

者が占める居住面積はムンバイ市の全面積の6％に過きない．ムンバイ

市のスラム街には1995年現在，毎日約300人が流れ込み，住みついてい

る・また，ムンバイ市の第ニエリアにはアジア地域最大のDiwaliスラム

街がある37）．
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（3）ムンバイ市Cスラム街

　本調査はムンバイ市郊外，第2エリアの北部，K地区に位置するChuimu

スラム街（以下Cスラム街）で行った．Cスラム街は面積3k㎡，1999

年現在Cスラム街には，約87，000人が生活している39）．調査対象とし

た0歳から4歳までの幼児は男女児合計で約12，000人（Cスラム居住者

全体の13．8％）である．男女児の比率はほぼ同じである（2001年7月現

在）4°）．Cスラム街はスラム街の北部からMadapada，　Danpada，Danda，

Pyari　Nagar，　Chui皿village，　Hanuman　Nagar，　Gural　Nagarの，7つの

プロヅクから成っている．Cスラム街居住者全体の約80％がヒンドゥ教

徒であるが，Pyari　Nagarにはヒンドゥ教徒が多く，Chuim　villageに

はキリスト教徒が多いというように，これら7つのブロックは宗教によ

り住み分けられている．ほかにはシーク教徒，ジャイナ教徒，等の信者

が混在している．

（4）Cコミユニティセンター

　　Cスラム街のほぼ中央に位置する場所に，フランスに本部を置きア

ジアにおいてはインドで重点的に布教活動を展開しているカトリック女

子修道会「M会」が1969年にチュイムコミュニティセンター（Chuim

Comunity　Center：以下C．C．C．とする）を設立した．　C．C．C．の活動の目

的41）として，①Cスラム街居住者の人権の尊重，②子どもたちへの教育

支援，③女性たちへの支援，④住民の健康増進，の4点が挙げられてい

る・活動の目的に基づいてC．C．C．は開所当時より，Cスラム街に居住者

に対して教育，医療保健活動などを行っている．　1999年現在，C．C．C．

には5人のM会シスターを含め22人のスタッフがおり，教育事業と保健

医療活動事業を柱とした支援事業を展開している．5人のシスターC．C．C．
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に隣接している修道院に居住しながら活動している．教育事業として，

クレッシュ（Creshe，保育所），バルワディ（Balwadi，幼稚園），スタデ

ィクラス（Study　class，児童・生徒を対象とした補修授業クラス），洋

裁教室（Sewing　class，婦人を対象とした洋裁教室），を運営している．

保健医療活動事業として，食糧配給カード（Ration　cards）の発給，住

宅地取得カード（Property　cards）の発給，国による食糧支援等の中継

および援助，ボンベイ大学医学部看護学生ボランティアによる健康教室

の開催，乳幼児に対する予防接種の実施，公共井戸（洗濯場，生活用水

の取水場）の設置事業，公共トイレの設置等住環境整備事業を実施して

いる．その他の事業としてCスラム街居住者の世帯内での問題（結婚，

離婚，家庭内暴力など）に関する相談窓口の開設，非行や暴力等の青少

年問題，ほか様々な住民同士の問題解決への対応は，C．C．C．に常駐する

ソーシャルワーカーによるカウンセリングサービスが実施されている．

また，C．C．C．の重要な活動として，結婚持参金（ダウリ）問題に関する

相談窓口設置が挙げられる．

　これらのC．C．C．事業の経費はC．C．C．を運営するM女子修道会が出資

している．このほかの重要な資金源として位置づけられるものにスポン

サーシッププログラムがある．この支援プログラムは1976年に日本のM

女子修道会の日本の支部修道院（M会東京共同体）が開始したものであ

る51）．日本全国に在住するドナーから寄せられる寄付金を基金としてい

る・スポンサーシッププログラムの資金により，特に婦人と乳幼児に対

する支援が重点的に行われている．

　これらのC．C．C．の支援活動により，Cスラム全域の衛生状態は改善さ

れ，給排水システム，公共トイレ，公共貯水槽，共同洗濯場，などの施

設が次第に整えられてきた．40年間におよぶ支援活動事業により，C．C．C．
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は地区全体のコミュニティセンターとして確立し，活動や事業の拠点と

なっている39）－50）．

（5）クレッシュ（保育所）

　本調査対象の幼児が通所するクレヅシュ（保育所）はC．C．C．内に位置

する0歳から4歳の乳幼児を対象とした保育施設である．2000年1月現

在，乳児（0歳）15人，幼児（1～4歳）45人が通所している（現地予備

調査実数）．クレッシュの定員は約50名である．クレッシュでは乳幼児

の保育，乳幼児を介して養育者への教育が行われている．

　クレッシュの入所の際には養育者にムンバイ市が発行する乳幼児の出

生証明書（Municipal　corporation　of　grater　Mumbai）の提出が求めら

れる．通所の条件は①養育者が働いており乳幼児を日中保育することが

できない，②住居がクレッシュに近い，の2点である．通所希望者が殺

到し，希望者全員を通所させることができない場合はC．C．C．のソーシャ

ルワーカーが乳幼児の家庭の経済状況を中心に聞き取り，幼児の世帯の

経済状況が悪く，困難度が高い乳幼児を優先的に通所させる．定められ

ている保育料の月額はクレヅシュで提供される食事や貸与される保育着，

おしめ，洗濯代など全てを含めて，乳児，幼児を問わず，現地通貨で1

人あたり40ルピー（2000年4月現在の邦貨換算で約120円）とされて

いるが．経済的に支払う能力のない養育者は無償とされる．2000年4月

現在，全体の約20％の養育者が保育費用を支払っていた．

　また，通所する幼児の世帯の宗教，カースト，職業などは一切問わな

いとされている．

　クレッシュでは保母4人と所長1人，計5人のスタヅフが月曜から土

曜の6日間，午前8時～午後4時の時間帯で乳幼児の保育にあたってい

44，



る．主な保育活動として「乳幼児に適した食事の提供」を実施しており，

間食を含めた1日4回の食事が提供されている．すなわち①登所時，朝

8時にお粥（乳児，幼児を対象に供される）②午前10時に砂糖添加の温

牛乳（幼児対象），③午前11時30分にめしとカレーの昼食（幼児対象），

④午後2時にビスケットかパンの午後の間食（幼児対象）が提供されて

いる．乳児については養育者が毎日持参する調乳済みの乳児用ミルクが

それぞれの乳児に適した時刻に保母によって提供されている．

　クレッシュはC．C．C．の1階部分にあり，約60㎡の保育室を中心とし

て，園長室（兼事務室），応接間，台所，食物倉庫，洗濯室，洗面所，ト

イレの設備が整っている．保育室はワンフロアで，そこで食事，遊び，

昼寝など全ての生活が営まれている．食事は直接床に座って食べる．昼

食後の午眠は，乳児は揺りかご式のベビーベッドで，幼児は床にマット

レスを敷きその上に横になって寝る．食事と昼寝以外の時間帯はほぼ保

育室で‘‘遊び”で過ごす．遊具はブランコ（定員3人），滑り台2人用シ

ーソーが各1台ある．幼児は乾季も雨季もほぼ屋内で過ごす．乾季は日

中，外気の最高気温37℃と高く，雨季は連日強風を伴った豪雨が続くこ

とから戸外での保育は不可能なためである．

　クレヅシュ（Creshe）は仏語を語源とし，従来から日本語訳で「託児

所」が使われているが，現在日本では保育内容から法律で「託児所」が

「保育所」に変わった．クレッシュは「保育所」の内容を持った施設で

ある．対象地区で住民はこの施設を通称で「クレヅシュ」と呼んでいる．

（6）気候や産業活動からみた乾季と雨季の特徴

　Cスラム地区のあるムンバイ市は雨季の降雨量は年間降雨量の98％に

あたる2000mである．大量の降雨による気候の影響は乾季（10月～5
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月）と雨季（6月～9月）のCスラム地区の生活全般に多大な影響を及ぼ

している．この気候の違いが産業活動に及ぼす影響からみた乾季と雨季

の特徴を付表12にまとめた．

　乾季，日中の最高気温は37℃となる．乾季は灼熱のため，路面が乾燥

し激しい砂埃が立つ．猛暑により路地に沿って配されている下水用の側

溝は干上り，そこに住み着いている鼠族や，ノラネコ，ノライヌも日陰

に避難するなど，地区内で見当たらなくなる．Cスラム地区の一般的な

住居は現地予備調査で戸別訪問した12世帯の調査結果でほぼ次のよう

な状況である．窓，台所，トイレが無く，10～15㎡程度の一間で食寝分

離されていない．乾季の場合，調理や食事は戸外で行うことが多いため

狭い室内の空気が調理加熱により汚れることが少なくなる．また，ワラ

吹き，トタン板，ビニールシートあるいは泥壁で建てられた家屋は乾季

の間に修理を済ませ，雨季に備える世帯が多い．それは雨季の強風が伴

う降雨で住居が破壊，倒壊することが多いためである．また，Cスラム

地区に面しているアラビア海の漁場は特産のボンベイダックの豊漁期を

迎える．漁師は海岸で干し魚を作り雨季の市場出荷に備える．乾季は軒

下にボンベイダックを干し魚に加工している世帯が目立つ．食物入手可

能な場所のうち，露店の店舗数が雨季と比較して多いことを除くと他の

入手先に両季で入手先数の差は見られない．

　一方雨季は最高気温が32℃に留まるものの，降雨量が多く，降雨に伴

う強風により様々な事態が発生する．道路，鉄道は冠水し，列車，自動

車，リキシャ，牛車をとわず交通が遮断されることが多い．したがって，

雨季は多くのタクシー運転手，リキシヤワラー（リキシャ運転手）は職

を失い，Cスラム地区にある2ヶ所の自動車整備工場も閉鎖状態となる．

また，道路の冠水は住居の床上浸水，トイレ汚物槽の冠水と重なり，地
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区内の衛生状態は最悪となる．多量の降雨による共同取水槽の汚濁，共

同洗濯槽の汚濁も発生する．乾季に干上がった狭い排水用の側溝は汚水

であふれ，乾季に激減していた鼠族，ノラネコ，ノライヌが大幅に増加

する．乾季は戸外で調理作業を行うことができるが雨季は不可能となる

ため，調理加熱用の熱源，特に加圧式のガソリンストーブ燃焼による室

内の空気汚染が問題となる．交通の遮断とともに停電，公衆電話回線の

停止も多発する．交通網，通信網が絶たれるため，住民がC．C．C．の掲示

板や公共の新聞スタンドで情報収集する姿は乾季に比して多く見られる

ようになる．

　以上のように雨季では降雨が，情報，衣・食・住の生活に多大な影響

を及ぼしている．しかし，経済状態が低いため実際の生活には差がみら

れない．例えば雨季に電話網が遮断されることがあるが電話の普及率が

低いため両季に差がない．また，交通網の遮断により新聞の配達が絶た

れる日が増えるものの，戸別の新聞配達数がかなり少ないため両季に差

がみられない．従って，これらCスラム街における両季の同異性を踏ま

えて両季で得られたデータを解析に用いた．

2）調査対象者と世帯について

　本調査は乾季，雨季の両季とも，Cスラム街に居住し，　C．C．C．内にあ

る保育所（以下クレッシュ）に通所している幼児（1歳から4歳の幼児）

とその世帯を対象とした．

　調査対象とした幼児は乾季32人，雨季33人で，このうち16人は両季

の調査対象者だった．

47一



（1）対象者の生活特性

　幼児の年齢，幼児からみた父親の職業，母親の職業，Cスラム街居住

年数のいずれも乾季，雨季間に有意な差が見られず，両季共通して次の

傾向がみられた．またこれらの傾向はCスラム地区の傾向と符合してい

た．

　調査対象児の年齢は1歳児が乾季7名（21．9％），雨季12名（36．4％），

2歳児が乾季15名（46．9％），雨季12名（36．4％），3歳児が乾季9名

（28．1％），雨季8名（24．2％），4歳児が両季とも1名であった．

　調査対象児の養育者の平均年齢は父親が乾季28．8（±8．0）歳，雨季

30．0（±6．4）歳，母親が乾季25．6（±5．7）歳，雨季26．0歳（±5．3）

であった．

　家族形態は夫婦と子どものみの核家族世帯が多く，核家族の世帯数は

乾季28世帯（90．6％），雨季30世帯（90．9％）であった．幼児と同居し

ている家族の平均人数は，幼児を含めた人数で乾季4．0人，雨季3．9人

であった．

　養育者の職業は，父親はリキシャワラー（リキシャの運転手）とサー

バントを合せて乾季20人（62．5％），雨季24人（72．7％），母親はサー

バント（家事）が，乾季24人（75．0％），雨季26人（78．8％）と多かっ

た．養育者が就いている職業は，Cスラム街に居住している住民の傾向

と同傾向を示している．

　養育者のCスラム街の居住年数は10年以上が最も多く，乾季17名

（53．1％），雨季16名（48．5％）であった．

　調査対象者の宗教は両季ともヒンドゥ教が最も多く，90％だった．
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（2）食知識・食態度・食行動

①食知識について

　養育者に対して幼児にとって望ましい食事について，栄養素レベル，

食材料レベル，料理レベルで質問した．また，食知識の情報源として

C．C．C．が開催する栄養教室への参加の有無および情報入手の手段，媒体

として世帯のラジオ，テレビの有無を調査した．

　C．C．C．で行われている養育者（主に母親）を対象とした栄養教室へは

全員が「出席する」と回答した．また，全ての養育者が幼児をクレッシ

ュに送迎する朝と夕にC．C．C．の掲示板を必ず見る，と答えていた．また，

テレビの普及率62．5％，ラジオの普及率28．1％，であった．

②食態度

　幼児に食物や食事を配分する場合，最も重要なことは何かという質問

に対しては，「幼児の身体状況を重視する」と回答した養育者が最も多く，

乾季53．1％，雨季72．7％だった．

③食行動

　調理作業に用いる家電製品の有無については冷蔵庫が自宅にあると回

答したものは乾季，雨季ともに1名おり，飲料水の冷却保存に使用して

いると答えていた．また，乾季調査で調理用の電化製品として自宅にミ

キサーはあるかとの問いには15名（46．9％）が「ある」と回答した．

　食物の買い物頻度に関する質問に対し「毎日」と回答したものが乾季

で53．1％，雨季で24．2％，「月1回」と答えたものが乾季で18．8％，雨

季で54．5％であった．食物入手先で最も多い場所は市場で乾季96．9％，

雨季90．9％であった．

　調理用の熱源はガソリンを燃料とする加圧式のストーブの使用が最

も多く，乾季56．3％，雨季63．6％であった．
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　調理及び飲料水の確保は乾季，雨季ともに共同取水場（井戸）から水

がめ（容積10～15㍑）を用いて取水するといった手段がもっとも多くと

られ，乾季で87．5％，雨季で97．0％であった．この段階での生活用水の

確保に，養育者（主に母親）の家事労働として毎日平均2時間をついや

していた。

　食卓の有無は乾季調査で2名（6．3％）が「ある」と回答した．その他

は食卓が無く，直接床に座って食事を摂っている．

（3）身体状況

①幼児の身長，体重の実測および疾病の有無と健康状態

　幼児の身長，体重を実測し，幼児の疾病の有無と健康状態について多

肢回答法により調査した．健康状態は，幼児の医療機関への受診状況，

多肢複数回答による健康状態のいずれも両季間に有意な差はみられず，

共通して次の傾向がみられた．「幼児への医療（通院加療）は容易に受け

られる」と回答したものが87．5％であった．幼児の受診の理由は両季と

も「発熱」と回答するものが多く，乾季23人（71．9％），雨季15人（45．5％）

であった．

②幼児と同居する家族全員の健康状態

　養育者の健康状態のいずれも両季間に有意な差はみられず，共通して

次の傾向がみられた．多肢複数回答による調査対象者の健康状態は両季

とも「発熱」と回答するものが多かった．同居家族のうち，養育者では，

父親が，乾季22人（68．8％），雨季4人（12．1％），母親は，乾季19人

（59．4％），雨季4人（12。1％）が「発熱」の症状があると答えていた．

③両季対象児16人の健康観察調査

　乾季，雨季の両季の調査対象児16人について，健康観察を実施した．
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調査項目を，ア．元気そうか，イ．顔色は良いか，ウ．目の輝きはある

か，エ．髪のつやはあるか，の4項目とし，観察時の特筆事項を記録し

た．各項目を，良い3点，ふつう2点，悪い1点の三段階で評価を試み

た．

2．調査の枠組み

　調査の枠組み（表1）は，食知識，食態度・食行動，QOLを高める要

因，健康の指標，調査対象者の特性，身体状況，食環境調査から構成し

た．本調査における調査の枠組みの内容は次のとおりである．

　食知識は子どもの食生活に関する，栄養素，食材料，料理レベルの知

識および食情報についてである．

　食態度・食行動は，食物入手，保管，嗜好，生活用水の確保および，

つくる（調理），配分する，食べるを中項目とし，世帯への食物の入手，

保管，調理から幼児の食事にいたるまでの一連の態度，行動および保育

所での食物の入手，保管，幼児の食事に至る一連の態度，行動とした．

　QOLを高める要因は，養育者の学歴，養育者の識字状況，世帯の収入，

経済支援の有無を中項目とした．

　健康の指標はWHO／FAOのWorld　Declaration　on　Nutrition2）に見ら

れる側面から，栄養，衛生，医療をとりあげた．

　調査対象者の特性調査は，性別，年齢，宗教，家族状況，居住年数，

居住地区，居住年数，社会的活動，夫の家事への協力とした．

　身体状況は，幼児に対して身長と体重の実測，疾病の有無，多肢複数

回答法による健康状態を，同居家族全員に対しては多肢複数回答法によ

り健康状態を調査した．

　食環境は，踏査法および文献調査により，Cスラム地区全域の食物入

一21一



手可能性，家庭菜園の状況および調査地区に隣接するアラビア海の漁場

を調査した．

3．調査の流れ（図1）

　本研究の調査は図1に示すようにCスラム地区現地における予備調査，

本調査，データ収集は現地調査票を用いて行い，帰国後，日本で二次票

へ転記した．それら転記したデータを本研究で開発したa票，b票，　c

票，d票の4類の調査票に転記し，解析を行った．

4．調査方法

1）Cスラム街における食物入手可能性，世帯での利用可能性の調査

（1）入手可能な場所別，入手可能な食物の種類および品目数の調査

　現地における予備調査（2000年1月～2月）で明らかにした食物入手

可能な場所は次の5箇所である．すなわち公正価格店，市場，小売店，

露店，家庭菜園である．Cスラム街全域にあるこれら食物入手可能な場

所別に踏査した．そこで販売され，入手可能な全ての食物について，イ

ンドの「5つの食品群52）」（付表8）に基づき，食品群別に品目数を整理

した．食物名がわからない場合は名前を販売者に尋ねた．食物の名前は

ヒンディ語名あるいは現地の通用言語であるマラティ語名で流通してい

ることから，ヒンディ語の食物リスト53）を用いて調べた．さらに不明な

食物は写真撮影し，文献を参考にして明らかにした．食物の品目数を把

握するための取り決めをインドにおける5つの食品群別に以下のように

定めた．
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①穀類

　米，麦，その他雑穀は種類別に総称して1種とした．ただし，小麦粉

に関しては，全粒粉と薄力粉は調理における使用目的が異なることから

別種類とした

②豆類

　インドで多食されている「ダル」はひき割り豆である．すなわち豆の

種類だけダルの種類があり，インドの食品成分表52）に21種類掲載され

ている．これらをすべてダルとし，1種類とした．

③乳・乳製品，肉，魚，卵類

　ヨーグルトは加糖，無糖，果肉入り等をすべて1種類とした．

チーズは原乳（牛乳または山羊乳）を問わず1種類とした．

乳酸飲料は1種類とした．

肉類は動物の部位（モモ肉，スネ肉など）を問わず精肉前の畜産動物の

種類で1種類とした．ただし内臓はその臓器ごとに1種類とした．

魚は魚の大きさで3グループ（体長10センチ未満，体長20センチ未満，

体長30センチ以上）に分類した．

④果物野菜類

　露店で販売されている緑黄色野菜のなかで葉菜類は名称不明のもの

も含めて乾季7種類，雨季6種類であった．これらを葉菜類（green　leafy

vegetable）として1種類とした．また果物類は複数の種類が出回ってい

た．複数出回っていた果物としてリンゴ3種類，メロン2種類，マンゴ

ー3」種類，オレンジ3種類，バナナ2種類，ブドウ2種類が出回ってい

たが，品種に関係なく1種類とした．

⑤油脂および砂糖類
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　油脂は植物油，ギー（牛乳から精製される油），バターが入手可能で，

それぞれ1種類とした．砂糖類は上白糖とジャグリーが入手可能で，そ

れぞれ1種類とした．

⑥その他

　菓子類は，種類が非常に多かった．菓子類は，焼き菓子，揚げ菓子，

ミルク菓子，飴菓子の4種類に分類し，それぞれを1種類とした

　飲物類は，炭酸入り清涼飲料水（コカコーラ，リムカ等），果汁飲料

水（マンゴージュース，パパイアジュース等），飲料水（ミネラルウォー

ター）に分類しそれぞれを1種類とした．また，両季を問わず露店で販

売されていたチャイ（ミルクティ）とコーヒー，ココナヅ果汁とサトウ

キビジュースはそれぞれ1種類とした．

　乾燥香辛料は，多様性に富み種類が多く地域内で18種類入手可能だ

った．それらを総称して乾燥香辛料とし，1種類とした．ただし生ハー

ブ類（チリリーフ，カレーリーフ等）はそれぞれ1種類とし，野菜群に

分類した．

　Cスラム地区の西側にはアラビア海の漁場があり，乾季と雨季では気

候の違いから漁獲される魚の種類および漁獲量が異なる．隣接する湾岸

地区の漁場の調査を実施し，漁獲される魚の種類と水揚げ量の調査を観

察，踏査および文献調査を実施した．

　家庭菜園から入手可能な食物については，家庭菜園の調査を踏査法に

より実施した．特に都市型スラム街は，住宅が密集しており，本調査に

先駆けてCスラム街で実施した12世帯の訪問面接法による予備調査では

家庭菜園のある世帯は皆無であった．本調査ではCスラム街全域にある

家庭菜園を対象とし，踏査法により面積，収穫できる食物とその収穫量

の調査を実施した．
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（2）世帯で入手，保管されている食物の入手先と品目および重量，

　　品目数の調査

　予備調査で，食物を世帯に入手後，保管されている食物の種類と重量

および入手した際の入手先，入手量，価格および保管場所の調査を実施

した．予備調査での12世帯に対する戸別訪問調査の結果で調査対象の

12世帯全てに保管されていた食物は6品目（米，小麦粉，ダル，植物油，

塩，砂糖）だった．

　そこで，これら6品目の食物をあらかじめ記載した現地調査票を作成

して本調査における世帯での食物入手，保管について状況調査を実施し

た．

　本研究では，隣家，親族間などでなされる無償の食物の譲渡について

は調査，解析の対象とせず，現地の予備調査で明らかにした食物入手可

能な場所5箇所から入手する食物を入手，保管，調理，幼児の食事にお

ける食物として解析対象とした．現地でのプレ調査において実施した12

世帯ののべ3日間の，戸別訪問による行動調査において，全期間，全世

帯中，のべ230品目の食物入手行動があった．そのうち1件のみが「め

し」を隣家から譲り受けていた．譲渡による食物入手が極めて少なく全

体に及ぼす影響が小さかったことから本調査は入手食物とは購買行動に

よるものと規定し，譲渡行動による食物入手を加味しないこととした．

従って，調査日に入手した食物を入手食物とし，調査日にすでに世帯に

保管されていた食物を保管期間や保管時間の長短に関わらず保管食物と

した．また，12世帯の戸別訪問による予備調査において世帯内に保管さ

れていた食物の品目および重量，保管場所，入手先，価格の調査を実施

し，12世帯全てで保管が確認されたのは米，小麦粉，ダル，植物油，塩，
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砂糖，の6品目だった．入手食物についても同様に入手先，品目，重量，

価格について調査した．予備調査で，保管食物は主に乾物，入手食物は

主に生鮮食品であるという傾向を確認して本調査に臨んだ．本調査では

予備調査の内容と同様に，保管食物，入手食物のいずれについても食物

名，食品群，入手先，入手量，価格を，調査日に調理した食物について

は調理の使用量，残って保管された量について調査した．また，食品群

別に合計食物数を調査した．

2）世帯における幼児と同居家族の調査

（1）調査方法

　世帯における幼児および同居家族全員の食事内容は調査の枠組み

（表1）に基づいて，現地調査票（付票1乾季調査票，付票2雨季調査

票）を用いて行った．クレッシュに幼児を通所させている養育者を対象

とし通訳者を介した面接聞き取り法により実施した．調査時間帯はクレ

ッシュの保育時間帯が乾季，雨季の両季とも同一であったことから，幼

児の送迎のために養育者が訪れる午前8時から10時と午後1時から4

時30分の両時間帯に1人あたり20分から25分間用いて行った．初回の

面接聞き取り調査で調査漏れが生じた場合は翌日以降，同じ時間帯にフ

ォローアップ調査を実施した．

　幼児の身長と体重の実測はC．C．C．内で実施した．幼児の身長はクレッ

シュ内事務室の平坦な壁面に1cm間隔の目盛りを付し実測した．また，

体重は日本から持参した体重計（タニタ）を用い，両方とも幼児立位の

姿勢で実測した．体重計の上で立位の姿勢をとることができない幼児2

名（乾季）については，幼児を養育者に抱いてもらい幼児と養育者の合

計体重を実測し，合計重量から養育者の体重を差し引いた．
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（2）調査内容

　調査内容は，幼児および同居家族全員の属性，幼児との同居家族全員

の性別，年齢，幼児からみた続柄，居住エリア，居住年数，養育者の就

労状況（就労年数，就労場所），幼児の身体計測（身長および体重），観

察法による健康状態および多肢回答法によって実施した幼児と同居して

いる家族全員の健康状態調査である．

　世帯における幼児と同居家族全員の食事内容は，世帯内に入手した食

物の保管，調理，食事の各レベルでの食物の内容について，①食物入手

先，入手量，価格，週あたりの入手頻度，入手担当者を，②食物の保存

については保管場所，保管している食物の種類および品目，重量，入手

時の価格を，③調理については調理担当者，調理した食物の種類および

品目数と重量，1日の料理の調理頻度および料理の種類を，④幼児およ

び同居家族全員の食事については，幼児がクレッシュから帰宅してから

翌朝登所するまでの間に食べた食事で供された料理，料理の組み合わせ，

料理の種類，頻度および料理の重量を調査した．同居家族全員について

も幼児と同じ内容の調査を行った．

3）クレッシュにおける幼児の食事調査

（1）調査方法

　クレッシュで幼児に供される間食を含めた4回の食事については，世

帯と同様にクレッシュの食物の入手，保管，調理，食事に至るまでの食

物の流れをスタッフへの聞き取り，幼児の食事時間における行動観察お

よび食事量の実測により調査した．調査時間帯は乾季，雨季両季の両季

ともクレッシュの保育時間帯が同一であったことから，午前8時から午

後4時の間クレッシュに常駐し，食事時間帯を中心に行った．
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（2）調査内容

　クレッシユで幼児に提供されている食事およびクレッシュへの食物

の入手，保管，調理，食事に至るまでの食物の流れは，①幼児に供され

ていた間食も含めた1日4回，全ての食事内容（献立，食品構成，重量，

幼児への配分量），②クレッシュに入手された食物の入手先および重量と

入手時の価格，保管していた食物の重量，調理に使用した食物の重量，

幼児に提供した食物の品目の種類と重量，③クレッシュの台所（厨房）

で使用されていた調理用熱源，調理器具，調理用備品の種類，調理され

た食物の全重量と残食量についてスタッフへの聞き取り，重量の実測，

時間の計測および観察調査を行った．また幼児に供された全ての食事に

ついてその食事区分（間食と昼食の区分），喫食日当日の天気と気温，幼

児の喫食状況（喫食時の表情，発語のようす，残食量）について調査し

た．

5．二次票への転記

　現地調査で得られたデータは帰国後，日本においてそれぞれ二次票に

転記した．

6．各調査票への転記

　現地調査で得られたデータは二次票に転記した後，作成した次の4種

類の調査票に転記した．4種類の調査票とはすなわち，地域で入手可能

な食物地図（a票，付票3），世帯での食物入手，保管，調理，食事の流

れ図（b票，付表4），幼児の食事カルテ（c票，付表5）および，幼児

の体重評価図（d票，付表6）である．
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1）地域で入手可能な食物地図（a票，付表3）

　予備調査で得られた調査結果をもとに，足立の人間の食生活・地域の

食活動・環境とのかかわり図54）をもとにCスラム街の食環境を描き，図

中に食物入手可能場所を記入し，入手可能場所別に，踏査法による調査

で得られた食物を転記した．これをもとに，Cスラム街における入手可

能な食物の種類と入手先一覧表（表19）を作成し，インドの5つの食品

群別に入手可能場所別に，入手可能な食物を分類した．

2）世帯での食物入手，保管，調理，食事の流れ図（b票，付表4）

　世帯に入手された食物が保管，調理され，幼児の食事に届くまでの食

物の流れを明らかにするために本票を作成した．本票は，山本，足立ら

がトンガ人の健康と食生態に関する学術調査において，家庭内の食物の

動きを把握するために作成した図（付表10）55）を参考にして作成した．

　b票は，最上段に調査対象児の属性，体格などの欄を設け，以降下段

に向かい，1段目，調査対象地域で食環境調査により明らかした入手可

能な食物を入手先別に分類して全品目記入し，2段目に世帯に入手した

食物を，3段目に世帯に調査当日保管されていた食物，4段目に調理担

当者によって世帯で調理された食物名と料理名を記入した．最下段に，

幼児の食事を描くように設計した．本票は全ての段で，食物の品目およ

び品目数を記入する欄および入手や調理，供食の担当者の記入欄を設け

た．このb票に転記することにより，地域で入手可能な食物を世帯に入

手してから幼児の食事に至る食物の内容を一連の流れで把握することを

目的とした．
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3）幼児の食事カルテ（c票，付表5）

　幼児の食事内容を総括する目的で食事カルテ（c票，付表5）を作成

した．本票は，幼児の食事に供された内容を栄養素，食材料，料理およ

び料理の組合せの各レベルで総合的に診断するために作成した．c票の

上段に幼児の属性を記入した．以降，下段に向かって，栄養素，食材料，

料理，料理の組合わせの各レベルでそれぞれの項目について詳細に記録

した．

　幼児の食事評価は各レベルそれぞれ次の指標などを用いて行った．栄

養素レベルはインドの栄養所要量に対するエネルギー・栄養素充足率お

よび10の栄養素について足立による栄養素のバランススコア6G）を用い

た．食材料レベルの摂食頻度に関しては食材料の摂食人数と延べ摂食頻

度について斎藤が作成した図58）を用いて関連をみた．また摂取量につい

ても検討した．料理レベルではC料理すなわち主として糖質源となる穀

類を主材料とした料理，P料理すなわち主としてたんぱく質源となる豆，

肉，魚，卵，乳類などを主材料とした料理，V料理すなわち主としてビ

タミン，ミネラル源となる野菜などを主材料とした料理の3タイプの料

理に分類しそれらの料理，料理の組合わせについて食材料と同様に摂食

人数と延べ摂食頻度の関連をみた．また，1食単位の幼児の食事を料理

の組合わせレベルからみて評価を試みた．

4）幼児の体重評価図（d票，付表6）

　幼児の体格指標として世界的にコンセンサスを得ているWHOのグロー

スチャート56）（男児，女児別）に，実測した幼児の体重と身長をプロッ

トし，体格を指標とした栄養評価を試みた．
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7．通訳者について

　予備調査，乾季本調査，雨季本調査，計3回の現地調査の通訳者とし

てCスラム街に在住している17歳から19歳の女子学生3名（看護学生

1人，美容師養成の専門学校学生1人，高校生1人）を依頼した．

　調査における使用言語は調査対象者と通訳者の間は現地通用言語の

マラーティ語とヒンディ語を，通訳者と筆者の間は英語を用いた．なお，

調査対象者のうち，両季を通じて1名の養育者が英語を話すことができ

たため，この養育者のみ通訳者を介さず調査を実施した．

　調査対象者への調査内容が全ての調査対象者において同一となるよう

に，3人の通訳者に対して，面接聞き取り法および踏査法の事前訓練を

行った．

8．解析方法

　調査で得られたデータについて，平均値の差はt検定を，群間差は

Z2検定および一元配置分散分析，多重比較（Turkey　法）を用いた．

　データの集計および解析には「Excel統計Ver．5．0」（株式会社エス

ミ）を用いた．
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　　　　　　　　　　　　　　結　　果

1．幼児の食物摂取状況

　調査対象とした幼児は，1歳から4歳の幼児で，乾季32人（男児13

人，女児19人），雨季33人（男児12人，女児21人）である（表3）．

　幼児はクレッシュに通所しており，クレヅシュでは月曜から土曜まで

の週日，間食を含めて1日4回の食事が提供されている．

　クレヅシュにおいて幼児に供される間食を含めた4回の食事のうち3

回の間食は乾季，雨季ともに調理に提供された食物，調理された食材料

の種類，重量ともに同一であった．昼食として供されるめしとカレーの

献立はカレーのみ変化するサイクルメニューで，両季とも卵カレー，ダ

ルカレー，魚カレー，野菜カレー，の4種類のカレーのサイクルメニュ

ーであった．雨季は魚カレーの回数が1回，乾季は2回であった．これ

らの食事から得られるエネルギー・栄養素量を付表9に示した．

　幼児の世帯での食事と調査日と同一の日にクレッシュで幼児が食べ

た食事からのエネルギー・栄養素摂取量を合計して幼児の一日の栄養

素・エネルギー摂取量を算出し，インド人の栄養所要量57）（付表7）に

基づいて栄養所要量に対する充足率を算出した．

　インドにおいては，幼児の栄養所要量（付表7）の年齢区分は1歳～3

歳，4歳～6歳とされており，本研究調査対象の幼児は，この区分にもと

ついて充足率を算出した．

　幼児の食事について栄養素，食材料，料理，料理の組み合わせの各レ

ベル順に述べる．
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1）栄養素レベル

　幼児はクレッシュに通所する幼児で，幼児は間食を含み1日4回の食

事を食べている．それら4回の食事のエネルギー・栄養素量の平均がイ

ンド人の栄養所要量に占める割合を乾季で見たところ，糖質は29％と低

めであるものの，エネルギー33％，たんぱく質56％，脂質40％，と主要

栄養素で3分の1を上回っていた．また，両季合わせて92％にあたる幼

児は，クレッシュから帰宅してから翌朝，登所するまでの間に，遅い昼

食を摂り，夕の間食，遅い時間帯（午後9時から11時）に夕食を食べて

就寝し，翌朝起床してから登所するまで軽食を食べるという食事パタン

であった．世帯での幼児の食事において，全体の92％の幼児が世帯で間

食を除いて1日3回の食事を食べていた．

　そこで，クレッシュの食事を除いた幼児の，世帯の1日の食事のエネ

ルギー・栄養素摂取量とクレッシュの食事を含めた1日のエネルギー・

栄養素摂取量について栄養所要量に対する充足率（付表7），を算出した

（表4，表5）．

　クレッシュでの食事を除いた世帯でのエネルギー摂取量は乾季で664

kcal（栄養所要量に対する充足率55．3％），雨季で857　kcal（栄養所要

量に対する充足率67．9％）となっている．

　乾季で，たんぱく質，カルシウム，が充足率100％を上回るものの，

糖質42．3％，鉄52．4％，カロチン6．0％と低い．

　雨季はエネルギー・栄養素の充足率が乾季より上回るものの，たんぱ

く質のみが栄養所要量に対する充足率を満たし，エネルギー・67．9％，糖

質59．2％，カルシウム73．2％，鉄46．5％，カロチン11．5％と充足率の

低い栄養素がみられた（表5）．

　乾季ではたんぱく質（193．1％），脂質（118．1％），カルシウム（189．7％），
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ビタミンB1（135．5％），ビタミンB2（129．2％）が，栄養所要量に対す

る充足率100％を超えていた．また雨季では，乾季の5つの栄養素に加

えて，エネルギー充足率が102．4％であった．反面，両季とも，低い充

足率を示したのは鉄，カロチン，ビタミンCといった重要な栄養素であ

った．

　インド人の栄養所要量の年齢区分は1歳～3歳，4歳～6歳となってお

り，エネルギーを含む10大栄養素が定められている．本調査の対象幼児

はこの栄養所要量に基づいて算出した．

　つぎに，幼児の世帯での食事とクレッシュで提供される4回の食事を

含んだ1日の食事と，クレッシュの食事を除いた世帯のみの食事から摂

取されるエネルギー・栄養素充足率について，双方，両季の栄養素バラ

ンススコアを算出した（表6）．

　乾季，雨季の両季とも共通して，次のことが明らかになった．すなわ

ち，栄養所要量充足率50％未満の不足域，栄養所要量充足率70％未満の

不足域では，クレッシュの食事を含む1日の食事に対するスコアがクレ

ッシュを除いた食事に対するスコアと比して，有意に低い値を示し，適

正域スコアではクレッシュを除いた，世帯での食事によるエネルギー・

栄養素バランススコア適正域スコアが有意に低い値を示した．

2）食材料レベル（図3－a，図3－b，表7）

　幼児の世帯での食事における食材料の摂食人数と延べ摂食頻度を図

3－a（乾季），図3－b（雨季）に示した．この図は，斎藤が，「ネパール王

国ナガルコット村で小児を事例としたキーフーズとしての穀物と青菜類

の役割に関する研究」で作成した摂取人数と延べ出現数の図58）をもとに

作成した．縦軸に摂食人数，横軸に延べ摂食頻度を示している．縦軸に
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並行に施された補助線は少なくとも1人1日1回，食べている可能性が

あることを示し，横軸に施された補助線は上から，全体の50％，30％の

幼児が食べている可能性があることを表している．料理レベル，料理の

組み合わせレベルで同様式の図を用いて摂食人数と延べ摂食頻度の関連

を示す。

　幼児の世帯での食事を食材料レベルで見ると，調査対象となった幼児

の90％が1日1回食べていた可能性のある食材料は米，タマネギ，牛乳，

植物油であった．しかし，いずれの食材料も摂取量が少なく，米は1人

1日あたり，乾季24．5±10．39，雨季26．8±19．39，ダル豆は乾季17．1

±9．2g，雨季19．8±16．4g，野菜合計で乾季31．8±30．3g，雨季43．9

±38．Ogにとどまり，かつ個人差が著しい結果であった．

　表7に示すように，食品群別摂取量を両季で比較するとチャパティに

調理されていた小麦粉と緑黄色野菜が雨季で有意に多く摂食されていた

ものの，両季ともほぼ同様の食材料が摂取されていた．

3）料理レベル（図4－a，図一4b，表8）

　幼児が世帯で食べていた料理を，摂食人数と延べ摂食頻度で示したも

のが図4－a（乾季）　，図4－b（雨季）である．

　両季とも少なくとも1人1日1回以上，50％以上の対象児が摂食して

いる可能性がある料理はめし，ダルカレー，牛乳であった．季別に若干

の差異はあるものの，摂食頻度の高い料理として他にチャイ（ミルクテ

ィ），パンがあげられ，両季とも同様の傾向がみられた．幼児が世帯の食

事で食べていた料理を，主に糖質源として食べていた料理〈C＞，主にた

んぱく質源として食べていた料理〈P＞，主にビタミン・ミネラル源とし

て食べていた料理〈V＞別に頻度の高い順に表9に示した．
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　魚カレー，野菜カレーは乾季よりも雨季で有意に摂食頻度が高かった

が両季とも出現する料理，摂食頻度に同様の傾向が見られ，めしを中心

としてカレーの主材料が異なるものの，めしを中心としてほぼ，同様の

料理を食べていることがわかる．

　また，食材料別，調理法別に出現頻度と摂食人数を季別にみると（表

9－a，表9－b），料理の出現頻度は食材料の出現頻度を反映しかつ，両季

でほぼ同傾向の食材料，料理を幼児が世帯で食べていることがわかった．

4）料理の組み合わせレベル

（1）料理の組み合わせタイプ別摂食人数と延べ摂食頻度

　世帯で食べられていた料理をC料理すなわち主として糖質源となる穀

物を主材料とした料理，P料理すなわち主としてたんぱく質源となる豆，

肉，魚，卵などを主材料とした料理，V料理すなわち主としてビタミン，

ミネラル源となる野菜などを主材料とした料理の3タイプの料理に分類

し，世帯での食事（世帯での間食とクレッシュで供されている間食を含

んだ4回の食事を除いた1人1日あたり食事回数2回）でそれら料理の

組合せが出現している頻度を同様の図で季別に示した（図5－a，図5－

b）．C＋Pの組合せ食事はめしとダルカレー，めしと魚カレーの組み合わ

せのように，C料理とP料理を一度の食事で食べていることを表してい

る．料理の組合わせレベルで幼児の摂食状況を表10に示した．料理レベ

ルでは両季とも同様の傾向が見られたが，料理の組合わせレベルでみる

と，C＋P＋Vの組合わせの食事は乾季よりも雨季で摂取頻度が有意に多く，

C＋Pの組合わせ食事は雨季よりも乾季で有意に多い結果となった．
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（2）料理の組合わせタイプ別人数（表11）

　そこで，幼児が世帯で食べた主な食事（自宅での間食およびクレッシ

ユで供される間食を含んだ1日4回の食事を除いた1人1日あたり2回）

について，C＋P＋Vの組合わせ，すなわちC料理，　P料理，　V料理全てが1

回の食事で食べられていた回数により，2食タイプ（CPV全ての料理を組

合せた食事を1日の食事のうち2回食べたタイプ），1食タイプ（CPV全

ての料理を組み合わせた食事を1日の食事のうち1回食べたタイプ），0

食タイプ（CPV全ての料理を組合わせた食事が1日の食事で0回だった

タイプ）の3タイプとし，幼児の料理組合わせタイプ別人数を示した．

　タイプ別に料理の組合わせレベルからみると，乾季では2食タイプの

幼児が0人であったが，雨季では男児2，女児7，計9人が，良好な料理

の組合わせと考えられるCPV2食タイプの食事を食べていた．

　次に料理の組合わせタイプ別に，栄養素，食材料，料理の各レベルで

比較する．乾季はCPV2食タイプが0人であるので，雨季における幼児の

世帯での2回の食事について比較する．

（3）料理の組合わせタイプ別エネルギー・栄養素等摂取量

　エネルギー・栄養素摂取量を，料理の組合わせタイプ，すなわちCPV

料理が3つ全て揃う食事が1日に何回摂られるかによって2食タイプ，1

食タイプ，0食タイプの3タイプに分けたものによって算出したところ，

乾季ではビタミンCについて，1食タイプが0食タイプより有意に高い

値を示し，雨季についてはエネルギー，ビタミンB1，ビタミンCがそれ

ぞれ0食タイプより2食タイプが，0食タイプより1食タイプが有意に

高い値を示した（表12）．
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（4）料理の組合わせタイプ別栄養素バランススコア

　エネルギー・栄養素バランススコアを料理の組合わせタイプ別に算出

した（表13）．乾季において，不足域スコア50％未満，不足域スコア70％

未満それぞれで2食タイプが0食タイプより有意に値が低く，適正域ス

コアで2食タイプが0食タイプより有意に高いことが明らかになった．

（5）料理の組合わせタイプ別食品群別摂取量

　次に料理の組合わせタイプ別に食材料摂取量を比較した（表14）．乾

季では野菜1日合計と緑黄色野菜が0食タイプよりも1食タイプが有意

に多かった．一方雨季では，砂糖が1食タイプよりも2食タイプが有意

に多く，米，野菜1日合計が0食タイプよりも「1食タイプが有意に多

く，チャパティ用の小麦粉，油，塩，砂糖，が0食タイプより2食タイ

プが有意に多かった．

　また，食材料別に1人1日あたりの平均摂取回数をみると，以上の料

理レベルを反映した食材料の摂取状況がわかり，料理の組み合わせタイ

プ別でみると，食材料レベルでも個々の幼児で状況が異なることが明ら

かになる．

（6）料理の組合わせタイプ別料理摂食頻度

　料理の組合わせタイプ別に料理の摂食頻度（表15）をみると，2食タ

イプの幼児が0食タイプの幼児よりも有意に多く食べていた料理は，め

し，チャパティ，パン，ダルカレー，野菜カレー，くだものであった．
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5）料理の組合わせレベルからみた幼児の食事

　摂食人数と延べ摂食頻度から，料理レベル，料理の組合わせレベル，

食材料レベルで幼児の食物摂取状況を見ると，幼児がみな同様の傾向で

食物を摂取しているように捉えられたが，栄養素レベルではかなり個人

差がみられた．

　料理の組合わせタイプ別に栄養素，食材料，料理，料理の組合わせレ

ベルそれぞれのレベルで総括をしたものが表16である．乾季，雨季の両

季でCPV　2食タイプはCPV　O食タイプよりも栄養素，食材料，料理の

各レベルのいずれについても有意に良好であることが示された．この結

果から本項で用いてきた料理の組合わせすなわち，糖質を提供するCタ

イプ，たんぱく質を提供するPタイプ，ビタミン・ミネラルを提供する

Vタイプ料理の組合わせが1日の食事のうち2回食べることが栄養素，

食材料，料理の各レベルの摂取状況を良好にし，かつ各レベルの摂取内

容を直接的に反映する食事パタンの指標としての可能性が示された．

6）幼児の食事と体格を指標とした栄養状態との関連

　幼児の体重と身長を体格指標とした側面から，幼児の栄養状態をみる．

図6－a，b，図7－a，　bはWHOが栄養状態の評価法として開発し，国際的

に用いられているGrowth　Chart53）に幼児の年齢と体重と身長（測定値）

をのせたものである．体重，身長ともにWHOの評価基準に基づいて，A

（Greater　than　97th　Percentile）　，　B（Between　97th　percentile　and　50th

percentile）　，　C　（Between　50th　percentile　and　3「d　percentile）　，

D（Between　3「d　percentile　and　．　3　standard　deviation），　E（Between　．　3

standard　deviation　and　．　4　standard　deviation，　F　（　Less　than　　－4

standard　deviation）の7ゾーンから構成される．
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　このGrowth　Chartに男児，女児別に両季の全調査対象児の体重と身長

をプロットした．図6－a，bおよび図7－a，　bは体重および身長をプロッ

トしたものである．図中線で結んだ幼児は，両季の調査対象児で男児6

人，女児10人，計16人である．

　比較的発育良好なA，B，　Cのゾーン，発育不良といえるDゾーン，さ

らに下のゾーンE，Fゾーンの発育重度不良の3群とし，体重レベル別人

数および身長レベル別人数を示した（表17－a）．

　乾季，男女児計でA，B，　Cゾーンの幼児は4名（12．5％）にとどまっ

ている．一方D群，E，F群はそれぞれ14名（43．8％）と発育不良のゾー

ンに位置する幼児を合わせると87．5％の幼児の栄養状態が不良である．

　雨季については，男女児計でA，B，Cゾーンが10名（30．3％）と乾季よ

り高率であるが発育不良のC，D，E，Fゾーンの幼児をあわせると23名

（69．7％）の栄養状態が悪いことになる．

　また，身長は，乾季，男女児計でA，B，Cゾーンの幼児は11名（34．4％）

にとどまっている．一方D群11名（34．4％），E，　F群10名（31．2％）

と発育不良のゾーンに位置する幼児を合わせると75．6％の幼児が発育

不良である．

　雨季については男女児計でA，B，Cゾーンが16名（48．5％）と乾季より

高率であるが発育不良のC，D，　E，　Fゾーンの幼児を合わせると17名

（51．5％）の幼児の栄養状態が悪いことになる．体重，身長の両側面か

ら栄養状態の判定は同傾向を示した（表17－b）．

　幼児の健康観察はGeorgeによる幼児の健康観察指標59）のなかから目

の輝き，髪の毛，顔色をとりあげ，これに全体的に元気そうかの項目を

加え，4項目についてAよい，Bふつう，Cわるい，の3段階評価を試

みた．また，幼児1人1人について保育所での保育時間内の食事，遊び
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を含む全ての時間帯について行動観察を行った．観察項目のそれぞれの

評価基準は，目の輝きの項目は，涙目の症状があるか，白目と黒目のコ

ントラストがはっきりしているか，白めに斑点がないか，生き生きとし

た目をしているかを観察した．髪の毛の項目は髪の細さ，つや，量，色

を観察した．顔色の項目は肌の質（ガサガサ，スベスベ），色，唇の色の

色を観察した．全体的に元気そうかの項目は，養育者の聞き取りの時間

（1人あたり20～30分間）の幼児の様子およびクレッシュでの保育時間

における幼児の活動状況の観察と保育者および養育者に対する面接聞き

取り調査の健康調査結果を加味した．観察調査にあげられた幼児に関す

る特筆事項は両季合わせて，発熱（2人），涙目（2人），頭髪にシラミが

いる（2人），起立時のふらつきがある（1人），夜鳴きのため睡眠不足

がち（2人）等であった（付表11）．

　また，体重レベル別に，栄養素，食材料，料理レベルとの関係をクレ

ッシユで供されている間食を含めて1日4回の食事を含む1日の食事お

よび世帯のみの食事について体重レベル間の差を見たところ，栄養素バ

ランススコア60）の適正域スコアと，食材料摂取量のうち，植物油の摂取

量に群間差がみられたものの，体重を指標とした栄養状態からみてそれ

ぞれの体重ゾーン別の群間差はみられなかった（表18）．

2．調査対象地域に栄養学的に望ましい食物が入手可能であるか

1）食物の流通に関するCスラム街の食環境

　本調査対象地区であるCスラム街の食環境を図8－aに示した．Cスラ

ム街にある入手可能な場所は，公正価格店，市場，小売店，露店，家庭

菜園の5箇所およびクレッシュのあるChuim　Coimnunity　Center（C．C．C．）

であった．本研究において，食物入手は隣家，親族間等でなされる無償
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の食物譲渡などによる食物入手を除いて購買行動をともなう物流のみと

した．

　食物入手先の1つである公正価格店とは，Cスラム街に在住する低所

得者世帯のうち一定の収入に満たない世帯に対して，定められた基準で

支援の必要性があると判定された世帯に対し，インド政府によって穀類，

豆類を廉価で供給されている店舗を指す．この店舗は，Cスラム内に1

箇所ある．

　Cスラム街に1個所ある市場は地域内のほぼ中央に位置している．主

に野菜果物類を扱う屋外市場（いわゆる青空市場）と主に魚類を扱う屋

内市場に分かれている．小売店は8つのタイプに分類できる．（カッコ内

はCスラム街に点在している店舗の合計数である）すなわち，①鶏卵の

みを扱う店（1店），②鶏肉のみを扱う店（2店），③鶏肉以外の肉を扱う

店（1店），④乳および乳製品のみを扱う店（5店），⑤牛乳のみを扱う店

（5店），生活雑貨類と共に菓子類，飲料類を扱う店（18店），⑥生活雑

貨類と共に調味料類，飲料類，菓子類，穀類，豆類を扱う店（5店），⑦

ミルク菓子と揚げ菓子のみを扱う店（2店）の計8タイプである．

　露店は，乾季（38店），雨季（15店）と，乾季が店舗数，店舗の種類

ともに多かった．販売している食物の種類別に店舗数の多い順にあげる

と乾季は，野菜果物（10店），バナナのみ（7店），チャイ（7店），コー

ヒー（4店），アイスキャンディー（3店），ココナツジュース（4店），

サトウキビジュース（2店），鶏肉（1店）であった．一方雨季は，野菜

果物（7店），バナナのみ（2店），リンゴ（1店），チャイ（3店），コー

ヒー（2店）と，乾季に比べて減少していた．

　家庭菜園は，Cスラム街全域で確認されたのは4箇所であった．確認

した家庭菜園は4箇所とも軒下の隙間を利用した細長い土地だった．そ
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れらの平均面積は約1．2㎡だった．乾季は2箇所でカシューフルーヅ（カ

シューナットノキ）74）を，雨季は2箇所でグアバが収穫可能だった．

　この他，幼児にとって重要な位置を占める食物入手先は幼児が通所し

ているクレッシュである．クレッシユでは通所している幼児に対して間

食を含め1日4回の食事が供されている．また，Cスラム街住民に対し

てクレッシュの施設の一部を使用して政府の資金による食糧支援が，両

季とも週日，月曜から土曜に行われている．

　一方，Cスラム街の西側はアラビア海に面しており，全長約10Kmの入

り江の漁場が広がっている．乾季は対象地域特産の魚，ボンベイダック

の豊漁季である．乾季は雨季の市場出荷に備えて，海岸沿いでボンベイ

ダックの干物を加工する．また，雨季は強風を伴う多量の降雨のため漁

獲量および漁獲可能な魚の種類数，共に減少する．

2）　Cスラム街で入手可能な食物の種類および品目数

　Cスラム街の食環境図に乾季，雨季別に入手先ごとの入手可能な食物

を記入した（図8－b，図8－c）．また，入手可能な食物の品目数を確認

するために，インドにおける5つの食品群（付表8）にもとついてCス

ラム街で入手可能な食物を，食品群別に分類した．（表19）．

　公正価格店で，主に穀類を扱っており両季とも入手可能な品目数は8

品目で，販売数に季差はなかった．

　市場の屋外市場ではおもに果物・野菜類が，屋内市場では魚類が販売

されており，それらの種類に季差がみられたものの，品目数は変わらず

両季とも32品目であった．

　小売店では両季とも36品目販売され，季差はなかった．露店は乾季が

23品目，雨季19品目と雨季で種類が少なかった．家庭菜園からは両季
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とも1品目入手可能であった。

3）C．C．C．からの食物入手可能性

　C．C．C．内のクレッシュでは，通所している幼児を対象として間食を含

め，1日4回の食事が提供されている．食事の内容は，幼児が登所する

時間帯である午前8時に朝粥，午前10時に砂糖を添加した温牛乳，午前

11時30分にめしとカレーの昼食，午後2時にビスケットかパンの間食

の1日4回である．献立は両季とも，昼食カレーの主材料とその調理頻

度が異なるものの，両季ともほぼ同様で日曜を除く週日6日間，4パタ

ンの献立のサイクルメニューであった（付表9）．

　一方，C．C．C．はインド政府が実施している食糧支援の中継センターの

役割を果たしており，クレッシュの施設の一部を利用して，日曜を除く

毎日，午後1時から，調理済みの豆類（ダルを塩煮したもの）もしくは

穀類（米，雑穀類を調理したもの）約50kgがCスラム街住民に対して無

料で配給されている．配給される食糧は調理済みの状態でC．C．C．に配達

される．Cスラム街居住者の支援食糧需給者登録台帳と照合したうえで，

C．C．C．で直接手渡される．

　以上，Cスラム街で入手可能な食物すなわち，クレッシュにおける幼

児の食事と，Cスラム街住民に対する政府の資金支援による支援食糧を

除いた購買行動による入手可能な食物の品目数は，乾季101品目，雨季

96品目におよぶ．入手可能な場所ごとにインドにおける5つの食品群

（付表8）別に位置付けたところ，個別の種類，品目は異なるものの全

ての食品群でほぼそろっており，本調査地Cスラム街全地域で食物入手

可能性は乾季，雨季ともに不良ではなかった．
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3．世帯での利用可能性との関連でみた幼児の食事評価

　幼児の食事評価において，料理の組合わせをチェックすることにより

個人差をとらえることが可能であったものの，個人差が生じるのがどの

段階であるか，すなわち食物入手の段階か，保管，調理する段階か，あ

るいは食事として供食する段階なのか，一連の食行動のどの段階に起因

する差によってもたらされるかの確認が必要である．そこで，各段階の

食物の内容が追跡可能である両季調査対象児16名を対象に，食行動の各

段階の関連を個別に検証するために作成した調査票のうち，世帯での食

物入手，保管，調理，食事の流れ図（b票，付表4）および幼児の食事

カルテ（c票，付表5）を用いて解析をすすめた．

1）世帯での食物入手，保管，調理，食事の流れ図（b票）

　　からみた幼児の食事状況

　世帯での食物入手，保管，調理を経て，幼児の食事にいたる食物の関

連をみるために世帯での食物入手，保管，調理，食事の流れ図（b票，

付表4）を作成した．本図は，最上段に，調査の季別，幼児の氏名，性

別，年齢，体格ゾーン，同居家族総数，調査者用のチェック欄を設けた．

以降，下段に向かい，地域内で入手可能な食物の全てを入手可能な場所

別に記入し，入手した食物を食品群別に保管の欄に記入し，調理では調

査日1日に調理した全ての料理について，それらの調理方法（茄でる，

焼く，そのままなど）を足立らの調理法の分類61）に基づいて分類し，使

用した食物がわかる様にした．最下段の食卓レベルでは，間食を口内に，

朝食，昼食，夕食を○内に，摂食した全ての料理を視覚でとらえられる
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ように絵で表現して記入した．また食事レベルでの料理の組み合わせタ

イプを記入する欄を設けた．食事レベルでの記入方法は，幼児の食事カ

ルテ（c票，付表5）と同様にした．

　また，入手，保管，調理，食事の各段階での担当者（養育者）の記入

欄を設けた．食物を世帯に入手してから幼児の食事に届くまでの食物の

流れを，事例Eの調査結果に基づいて述べる．図9に事例Eの調査結果

を実際に記入した食物の入手，保管，調理，食事の流れ図（b票）を示

した．

　事例E（女児雨季2歳0ヶ月，乾季2歳3ヶ月）は乾季のエネルギー・

栄養素摂取状況等から，エネルギー・栄養素の摂取状態は低く，典型的

な食事パタンであった．

　図9の上部食物入手では母親がジャガイモ，バナナ，トマト，ボンベ

イダヅク（魚），牛乳の5品目を入手している．入手した食物は食品群別

にその品目数を記入する．この日，乳肉魚卵類で2品目，野菜3品目の

計5品目を入手したことになる．

　入手した食物は世帯内の保管場所に収められる．保管場所である台所

にはすでに（実線の○で示したとおり）米，小麦粉，ダル，タマネギ，

植物油，砂糖，塩，スパイスの8品目の食物が保管されており，上段の

入手経路を経て入手した食物とすでに保管されていた食物をあわせると，

調理段階で利用可能な食物の品目数は13品目となる．

　次の段の調理では，調理担当者である母親は調理の段，左側から，め

し（Rice），チャパティ（Cha），ダルのカレー（Dha1），ホットミルク（Mi）

の4種類を調理していることが判る．

　最下段の幼児の食事レベルでは，Eは，図左から，朝の間食は欠食，

午前6時30分に朝食としてダルカレーとめしを，昼間食と昼食はクレヅ

。46一



シュで食べていることがわかる．同様にクレッシュから帰宅後，午後4

時に夕方の間食としてミルクをコップ1杯のみ，午後9時に夕食として

ダルカレーとめしを食べ，就寝前の午後10時に牛乳をコップ1杯のん

でいる．

　各段階での食行動を個別にみると，Eの場合母親は，チャパティ（全

粒小麦粉を主材料とした薄いパンケーキ様のもので，対象地域では主食

としてたべる多い）を2枚調理して（焼いて）いるものの，Eの食事に

は届いていないことがわかる．

　本票を用いて，両季調査対象の全ての幼児について，食物の入手，保

管，調理，および食事に至る全段階で食物の利用状況と食物の流れをチ

ェックした．

2）幼児の食事カルテ（b票，事例E乾季）

　幼児の食事について，食事（料理の組合わせ），料理，食材料，栄養

素の各レベルで評価し，かつ，この4つの関連を分析しやすいように，

幼児の食事カルテを設計し，個人別に季別にそれぞれ調査内容を記入し

た．両票の見方，用い方について同一の事例Eの調査結果に基づいて述

べる．

　表20は，事例E（2歳女児，乾季）の内容である．最上段は幼児の属

性，以降下段に向かって，栄養素レベル，食材料レベル，料理レベル，

料理の組合わせレベル（食事レベル）を示している．

　最下段，料理の組合わせ（食事レベル）は，世帯での食物入手，保管，

調理，食事の流れ図（b票）と同様に，食事を○型に，間食を口型で示

し，それぞれのなかに料理の絵を描き，食卓の様子，特に料理の組合わ

せを具体的に把握することができるようにした．最下段に，各食事で摂
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取した料理名，喫食時刻，共食者等を記入した．票の右側にはそれぞれ

のレベルごとに，算出された評価のスコア等を調査者が記入するための

欄を設けた．

　本票には幼児が世帯で食べた間食を含む全ての食事を転記した．様々

な食事の状況（食事の回数や食事をとる場所など）に対応できるように

食事欄は多めに設けた．

　事例Eの記入例（表20）に基づいて表の下段，食事レベルからみると，

Eの女児は，クレッシュから帰宅後，昼食として14：00にめしとダルカ

レーを食べ，16：00に間食として牛乳を飲み，21：00に夕食としてめし

とダルカレーを食べ，就寝前22：00に一杯の牛乳を飲んで就寝している．

　これを料理レベルでみると，家庭で1日に食べた料理のタイプと頻度

はCタイプが2回，Pタイプが2回，Vタイプが0回，その他の料理が3

回で料理種類数が合計7回，延べ料理数が11回であった．料理の組合わ

せレベルでみるとこの日は，一度もC，P，　V料理が3つそろうCPVタイ

プはなく0回ということになる．

　これを食材料レベルでみると，穀類は米が2回，豆類は2回，乳類は

3回，その他の野菜は2回，油脂類は2回ずつ，その他の食品群は4回

の頻度で摂取しており，食物の種類は合計7種類で，食べた食物の延べ

数は15である．

　これらにクレッシュの食事を含めて，1日の栄養素構成をみると，摂

取エネルギーは658Kca1（RDAに対する充足率53．1％）と著しく低い．

たんぱく質は，24．5g（充足率111．1％）で，充分摂取しているといえ

るが，糖質の摂取量は84．19（充足率36．3％）である．鉄，カロチン，

ビタミンB1，ビタミンCといずれも栄養所要量に対する充足率が50％未

満である．これらの結果，栄養素のバランススコアをみると，不足域ス
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コア50％未満の栄養素数は5種に及び，著しく栄養素摂取状態が悪いこ

とを示している．

3）入手，保管，調理，幼児の食事における食物の利用

　世帯での食物入手，保管，調理，幼児の食事における流れ図（b票）

および幼児の食事カルテ（c票）にデータを転記することによって明ら

かになった食物の入手から幼児の食事での食物の内容を，比較，検討，

追跡が可能な両季の調査対象とした幼児16人について，インドの5つの

食品群別に食物品目数をまとめた（表21）．

　乾季の場合，全食物の入手品目数は保管食物を合わせて14．3（±2．5）

であり，母親がそのうち調理に使用した品目数は11．3（±2．1）となる．

その中から幼児の食事に届いた食物は10．6（±2．4）品目であり，各段

階で‘‘目減り”があることが判る．

　そこで，入手・保管，調理，幼児の食事段階別に使用された食物の品

目数を比較した．ここでは，各段階での食物の品目数の差を“目減り”

とした．

　図10は，両季の全食物について，入手から幼児の食事に至る各段階で

使用された食物品目である．特に野菜の場合，幼児の食事の段階で摂取

された食物の品目数が少ないことが問題であったため，図11は野菜のみ

に着目して作成した図である．

　　図10，全食物および野菜の品目数，乾季は，入手時の平均入手品目

は7．8品目，野菜は2．6品目，保管の品目は入手した品目を加算して14．

3品目，野菜は3．2品目，調理した全食物の品目数は11．3品目，野菜は

1．4品目，幼児の食事に供された食物の品目数は10．6品目，そのうち

野菜は1．4品目であった．
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　同様に，雨季は平均入手品目が6．1品目，野菜は2．85品目，保管の

品目は14．8，野菜3．9品目，全調理品目は12．5品目，野菜は2．35品目，

幼児の食事に供された食物は11．5品目，そのうち野菜は2．1品目であっ

た．

　両季とも食物の入手と調理の間，および，食物の入手と幼児の食事と

の間に有意差がみられた．これは，必ずしも入手・保管，調理した食物

を幼児が食べたとは限らないことを示している．

　入手・保管，調理，そして幼児の食事の3段階で，入手して調理され

た料理が，必ずしも幼児が食べていないことが判る．野菜のみならず，

その他の食品群全体からみても，入手・保管と調理，入手・保管と幼児

の食事の間に“目減り”があることから，調理から，幼児の食事の段階

での違いが，‘‘目減り”となっていることが明らかにされた．

4．幼児の食事の組合わせタイプと入手・保管，調理，幼児の食事におけ

　　る目減りの比較（表22）

　栄養素レベル，食材料レベル，料理レベルで組合わせのバランスが良

好であったCPV2食タイプと0食タイプ，1食タイプで，入手・保管，調

理，幼児の食事の各段階での食物数の差（目減り）の比較を行った．

　全食物についてCPV　2食タイプと0食タイプを雨季の場合で比較する

と，2食タイプの場合は，入手・保管15．0品目，調理13．8品目，食事

13．2品目の食物が使われており，入手・保管と調理の間の目減りがL2，

調理と食卓の間の目減りが0．6，入手・保管と食事の間の目減りが1．8
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となっている．一方，0食タイプの場合は，入手・保管14．7品目，調理

11．9品目10．3品目の食物を使用しており，同様に目減りが2．9品目，

1．6品目，4．4品目であった．2食タイプは入手・保管された食物のほと

んどが幼児の食事に供され，入手・保管と幼児の食事間の目減りは1．8

品目にとどまっており，0食タイプは4．4品目と，2食タイプは0食タイ

プより有意に目減り数が少なかった（p＜0．1）．幼児の食事で摂取量，頻

度ともに少ないことが問題とされた野菜について，全食物と同様に各段

階での目減りを比較すると，入手・保管と食事の間の目減りが2食タイ

プが0．8品目，0食タイプが2．1品目であり，2食タイプは0食タイプよ

り有意に目減り数が少なかった（p＜0．1）．

　これらのことから，2食タイプは0食タイプに比べて入手した食物の

調理段階での利用ならびに供食の結果としての幼児の食事に充分活用さ

れていることが明らかになった．

5．目減りの大小からみたCPV料理がそろう幼児の食事回数の比較

　栄養素がバランスよくそろう理想的な食事の組合わせといえるCPV料

理がそろう食事回数を目減り数の大小から比較する．表23は，入手・保

管と調理および入手・保管と食事との間の目減り数の一覧である．目減

り小群を目減り数0～1とし，目減り大群を目減り数2～5として全食物

および野菜それぞれCPV料理がそろう食事回数の比較をしたものである．

　全食物の入手・保管と調理間で目減り数小群（以下小群）は1．5（±

0．8）回，目減り数大群（以下大群）は0．5（±0．5）回となり，CPV料理

がそろう食事回数は，目減り数小群が大群より有意に大きな値を示した．
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同様に全食物の入手・保管と食事の間では，小群が1．8（±0．5）回，大

群が0．6（±0．8）回となり小群が有意に大きな値を示した．

　野菜でも同様の結果が得られた．入手・保管と調理の間で小群が1．5

（±0．8）回，大群が0．5（±0．7）回，入手・保管と食事の間で小群が

1．5（±0．8）回，大群が0．5（±0．7）回といずれも，目減り数小群は目

減り数大群よりもCPV料理がそろう食事の回数が有意に多い結果が得ら

れた．
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　　　　　　　　　　　　　　考　　察

1．地域の食物入手可能性について

1）　Cスラム街の食環境の特徴

　Cスラム街の乾季と雨季の特徴を気候や産業活動からみると付表12の

ようになる．特に雨季は年間降水量の98％の降雨量があり，強風を伴っ

た降雨による影響が住民の生活全体に及んでいる．また，地区の西側に

アラビア海の漁場が広がっていること，また大規模な工場が地域内にな

いことから都市型スラムとしてはインドの工業地帯に隣接したスラム街

みられる大気汚染62）が少ないことは食環境の特徴としてあげられる．ま

た，Cスラム街のほぼ中央にMカトリック女子修道会が40年前に設立し

たコミュニティセンターがあり，住民の食生活改善のみならず，生活全

体の改善のための様々な支援が継続的に行われていることは，この地区

の住民の食生活を中心とした生活改善全般にわたり重要な役割を果たし

ているといえる．

　地域の食物入手可能性の特徴は，①地域内に点在している食物入手可

能な場所は市場，公正価格店，小売店，露店，家庭菜園の5箇所で，こ

れらから乾季，雨季ともに，約100種類の食物の入手が可能であること，

②入手可能な食物をインドの食品群別に整理すると，食物の種類はすべ

ての食品群で可能であり，食物入手可能性は低くないことの2点といえ

る．現地の予備調査において，購買行動による食物入手のみならず隣家

や親戚からの食物の譲渡を含めた食物入手を調査したところ，12世帯中

1世帯に「めし」の譲渡が1回みられた．譲渡による食物入手頻度，入

手量がきわめて少なかったことから本調査では購買行動によって入手し

た食物のみを入手食物あるいは保管食物とした．

　調査地域で入手可能な食物は，乾季101品目，雨季96品目に及んだ．
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それら地域で入手可能な食物の種類と品目数を把握するために予備調査

および本調査で，インドの5つの食品群別に，食物の種類と品目数の数

え方を食環境調査の事前に規定したため，現地の食環境調査での混乱は

なかった．

2）食物入手可能な場所の特徴

　市場はCスラム地区のほぼ中央に位置しており，屋内市場を取り囲む

ように屋外市場が広がっている．屋内市場では両季とも魚類が販売され，

10～15件の小売業者が開業している．屋外市場は野菜・果物類を販売す

る青空市場であり，両季とも10～15件の小売業者が開業している．市場

に至るスラム街の中央道路沿いにも青空市場が連なっており，屋内，屋

外とも午前8時から11時の時間帯に営業している．市場はCスラム地区

に居住する婦人たちの情報交換の場ともなっている．本研究では，それ

ら市場の小売業者の開業に至るプロセスや食物仕入れシステムに踏み込

んだ調査を実施しなかった．この点は今後の課題としたい．

　小売店は7つのブロックに分かれているCスラム地区の全域に点在し

ており，どの世帯からもほぼアクセスしやすい位置にある．一店舗で1

種類の食物を扱っている小売店は「鶏卵店」，「精肉店」であった．精肉

店は宗教上の禁忌からイスラム教徒が偶蹄目の肉類を食べないことなど

と関連し，イスラム教徒が食べることのできない「鶏肉以外の肉類」と

食べることのできる「鶏肉」が販売されている精肉店が個別に存在して

いた．Cスラム地区の7つのブロックはそれぞれ住民の宗教による住み

分けがなされている．ブロックごとに，住民が入手して世帯で調理，食

事として食べることができる種類の肉類を販売する精肉店が位置ついて

いた．その他の6つのタイプの小売店も住居からアクセスしやすい場所
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に位置ついており生活雑貨と穀類，豆類，香辛料などを販売する小売店

が15店舗と最も多かった．また，小売店の営業時間帯は朝7時から午後

11時と他の食物入手先と比較して最も長かった．ミルク菓子と揚げ菓子

を扱っている菓子舗がCスラム地区内に2店舗あった．ミルク菓子と揚

げ菓子は価格調査結果から判断すると高価で，ミルク菓子は特にヒンド

ゥ教の宗教上の祭事に神に供される．調査期間中は両季ともヒンドゥ教

の祭事がなく，食物入手状況調査結果では調査対象者のなかで入手した

者はみられなかった．それに対して生活雑貨とともに販売されているビ

スケット，クッキーなどの焼き菓子はクレッシュでの幼児の間食に毎日

供されており，世帯での幼児の摂食頻度が高いことから，食物入手調査

における入手頻度も高く，世帯での利用頻度も高かった．

　露店は乾季と雨季で店舗数が異なり雨季は乾季よりも店舗数が少な

かった．これは雨季の降雨によりCスラム地区の道路が冠水し水没する

場所が生ずるためと考えられる．露店のうち両季，共通して入手可能な

食物は，種類に季差がみられた野菜・果物類とチャイ（砂糖入りのミル

クティ），コーヒー（砂糖，ミルク入り）であった．チャイとコーヒーの

露店は自転車に飲物の保温性のあるステンレス製筒型小型タンクとカヅ

プを搭載して売り歩く方式だった．露店は季節により流通している食物

が異なることを反映し，乾季のみの露店は氷菓（アイスバー，カキ氷）

の屋台，鶏肉屋の屋台，路肩にムシロを敷いて開店するココナツジュー

ス売り，サトウキビジュースの屋台であった．

　公正価格店とは低所得者層を対象に市価の2割安い価格で主食の米，

小麦粉のほか豆類，雑穀類を入手できる店舗である．この店舗での入手

を希望する住民はC．C．C．の福祉事務所に申し出，ソーシャルワーカーに

よって世帯の収入を中心とした世帯調査を受ける．その結果，公正価格
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店から世帯が1ヶ月に購入できる米などの穀類，豆類の重量を取り決め

られ，購入することができるシステムである．食物以外で公正価格店が

扱っているのは調理用加圧ストーブに用いるガソリンである．

　公正価格店で購入を希望するものはC．C．C．を介して政府からIDカー

ドの給付を受ける必要がある．C．C．C．のソーシャルワーカーが世帯の経

済状態の査定を行うことにより公正価格店で扱っている食物の需給バラ

ンスをとっていることになる．公正価格店は月末の一定期日のみの開店

であるため，開店日は開店時刻の3時間前から住民が長蛇の列をなして

待っている．公正価格店で食物を購入するシステムは住民の経済面の審

査に専門家であるソーシャルワーカーが関与しており，地域に入手可能

な食物を平等に配分することを目指している点は高く評価できる．その

反面，廉価で入手可能な主要穀物の供給量に限りがあることから，需要

と供給のバランスを保つことが困難である局面も見られた．

　地域に家庭菜園は少なく，これはCスラム地区が都市型スラムである

ことが理由として考えられる．予備調査における各家庭への訪問調査で

は家庭菜園を自宅にある世帯は皆無であった．本調査ではCスラム地区

全域で確認されたのは4箇所のみであった．調査地域のあるマハラシュ

トラ州ムンバイ市は気象条件からみて，豆類，野菜・果物類の栽培は雨

季の期間（7月から8月）を除いて，通年で可能63）である．しかし，世

帯内に台所，トイレ，浴室などの施設・設備や窓がなく，扉のない出入

り口のある一部屋限りの簡易な住居が，狭い路地と汚水が流れる細い側

溝を挟んで密集している64）都市型スラム地区では家庭菜園の用地その

ものの確保が非常に困難といえる．都市型スラム地区で家庭菜園からの

食物入手可能性を期待することは不可能に近いと思われた．

　一方，購買行動による食物入手以外で食物入手が可能な場所はC．C．C．
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があり，調査対象の幼児にとってはクレッシュがある．

　C．C．C．はインド政府による低所得者を対象とした食糧支援の中継点

あるいは拠点としての役割をも果たしている．日曜日以外の連日，調理

済みの豆類もしくは穀類50Kgが無償でCスラム街の住民に配給されてい

る．午前11時に支援食糧がC．C．C．に配送され，午後1時からC．C．C．で

住民に直接，配給するものである．受給を希望する住民は，C．C．C．に常

駐しているソーシャルワーカーに申し出，家族構成，経済状況の審査を

受けその結果によりソーシャルワーカーが「食糧配給台帳」を作成する．

住民には「食糧カード」が渡される．「食糧配給台帳」と「食糧カード」

を照合して，調理済みの支援食糧が住民に配給されている．連日150人

から200人の住民に対して，2509～5009ずつの調理済みの豆類もしく

は穀類が配給されている．Cスラム地区の全住民が8万人であることと

考えあわせると僅かである．しかし，この食糧配給システムは「公正価

格店」での食物の購入システムと同様に支援食糧を配給する対象者を決

定するプロセスで地域の生活改善のために活動をしている専門家（ソー

シャルワーカー）が介在し，地域住民に対する食糧支援を平等に行って

いるという点は高く評価できる．また，そうした過程を経て地域住民が

C．C．C．や，　Cスラム街のコミュニティそのものと関わっているという意

識が高められるのではないかととらえられた．

　一方C．C．C．内にある施設，クレヅシユで幼児に供されている1日4回

の食事のうち，昼食のカレーに用いる主材料が雨季は魚の回数が乾季よ

り1回少ないことを除いては1週間のサイクルメニユーで立案されてい

る献立の内容は食材料の種類，量ともに変わらなかった．魚を主材料と

するカレーが雨季に減少する理由として考えられるのは収穫量，入荷量

ともに減少していることが反映していると考えられる．
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　以上のことからCスラム地区における食物入手可能性を栄養学的に

望ましい食物が入手可能であるか検討するために入手可能な食物をイン

ドにおける5つの食品群に分類したところ全ての食品群でほぼそろって

おり，食物入手可能性は不良ではないといえる．また，C．C．C．における

食糧支援による食物入手可能性は地域住民の人口規模からみて十分とは

いえないが，住民にたいする支援を平等に行おうとする体制がとられて

おり望ましいととらえられた．

　地域の食物入手可能性は低くはないものの，摂取した食事の結果とし

て幼児のエネルギー・栄養素充足率をみるとクレヅシュで提供されてい

る食事と世帯での食事の摂取量とを加えても，ビタミン，ミネラル類で

充足率を満たしておらず，これらの重要な栄養素の摂取量が低い原因の

究明と改善は今後の課題といえる．

2．世帯での食物利用可能性

　世帯での食品利用可能性について本研究では，食物の入手，保管，調

理といった食行動を経て幼児の食事に至るまでの食物の種類，品目数，

重量，を調査することにより食行動の各レベルで食物がどのように使わ

れているかを把握するために，世帯への食物入手から幼児の食事までの

一連の食物の流れを捉えることができる調査票を作成して転記した．こ

れをもとに解析をすすめた．幼児の食事を料理の組合わせレベル，料理

レベル，栄養素レベルでとらえ，かつ食物の流れを明らかにした．

　食物の流れすなわち食物入手・保管段階での品目数，調理段階での品

目数，幼児の食事の品目数をとらえると，それぞれの段階での品目数の

差（目減り）が生じており，個人差が著しいことが明らかになった．目

減りには物の目方が減少するという意味の他に物の実質的な価値が減少
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するという意味があり65）本研究では後者の意味，すなわち実質的な価値

の減少を食物品目数の差ととらえて入手・保管，調理，食事，各段階間

の食物品目数の差を目減りとした．この目減りが入手・保管，調理，幼

児の食事のどの段階で生じるものなのか，世帯での幼児の食事に着目し

て食材料レベル，料理レベルおよび料理の組合わせレベルで考察する．

1）食材料レベルからみた世帯での食物利用可能性

　世帯に入手した食物はその保管時間の長短に関わらず全て食材料と

して一時的に保管される．本研究では，調査日当日入手した食物を入手

食物とし，調査日当日すでに世帯内に保管してあった食物を保管食物と

した．現地における予備調査で12世帯に対して戸別訪問調査を実施した

際，調査対象の全ての世帯で保管されていた食物は米，小麦粉，ダル，

野菜油，塩，砂糖の6品目であった．本調査では乾季，雨季の両季合わ

せてのべ64世帯のうち62世帯でこれら6品目全てが保管されていた．

また，冷蔵庫のある世帯は両季あわせてのべ64世帯のうち，1世帯のみ

で，飲料水の冷蔵に利用されていた．このことから，食物の保管状況は

冷蔵庫がある世帯と冷蔵庫がない世帯とは，同様ととらえられた．また，

ミキサーのある世帯は全世帯の47％だった．ミキサーは所有していた全

ての世帯で香辛料，ハーブ類を粉砕するために用いられていた．入手食

物は調査日当日に購買行動により入手した食物としたが，生鮮食品がほ

とんどであった．生鮮食品を保管している世帯での魚や肉の保管方法は

塩蔵する（4件），乾燥香辛料をまぶす（6件）などの手段をとっていた．

乾季，雨季ともに最低気温が28°C，最高気温が35°Cといった環境下での

生鮮食品の保管に工夫がみられた．また，漁獲量が減少する雨季はC地

区に隣接する漁場から水揚げされる魚（主にボンペイダヅク）を乾季に
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加工した干し魚が市場に出回っており，入手した魚の保管可能期間も長

く，魚の利用可能性を高めていると考えられる．乾季における干し魚の

加工は各世帯でもなされており，乾季の日中，軒下に魚を干す光景が多

くみられた．

2）料理レベルからみた世帯での食物利用可能性

　幼児が世帯で食べていた料理は両季とも同じ傾向がみられた．めし，

ダルのカレー，牛乳が多く食べられていた．それぞれ1人1日あたりの

摂取頻度をカッコ内（乾季回数，雨季回数）に示す．頻度が高い料理で，

めし（1．63回，1．48回），ダルのカレー（1．6回，1．4回），牛乳（1．78

回，2．12回）であった．この結果からムンバイ市のあるマハラシュトラ

州ではめしの調理頻度が高い66）ことが裏付けられた．しかし本調査では

先行研究で，この地域でめしと同様に多く調理されるとされているプー

リー，ローティ（バカール）66）は両季あわせて1回と低く，これらの料

理の調理作業が複雑であることと関連しているととらえられた．また，

世帯での牛乳（温牛乳）の摂取頻度が高く，量も少なくなかった．その

理由として，①幼児はクレッシュで毎日午前の間食として砂糖を添加し

た温牛乳を摂取していることにより牛乳を飲む習慣が身についている，

②養育者を対象として毎月C．C．C．で開催される学習会（健康，衛生，栄

養に関するレクチャー）で幼児の身体発育にとって牛乳を飲むことが大

切であることを学ぶ機会が与えられている，③現在も続けられている政

府による食糧支援の食物が温牛乳であった期間が5年間（1985年から

1990年）継続されており，その期間に住民に牛乳を飲む習慣が定着し

たと考えられる，の3点が考えられる．

　また，Cスラムにおける牛乳の入手システムは2つのルートがある．
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ひとつは公営の牛乳店ともう一つは民営の牛乳店からの入手で，双方の

店舗を合せて17店舗が地区内に存在する．入手方法は，容器（コップ）

を店舗先まで持参する少量単位の計り売りとプラスチヅクパック

（500m1）で購入するタイプと2方法がある．世帯の経済状態に合う方法

で入手している．価格は，公営店，民営店ほぼ同一で500mlあたり7

ルピーから8ルピー（2000年7月現在邦貨換算で21円から24円）であ

る．主食の米や小麦粉あるいはダルなどの価格と比較すると安価とは言

えない．また，C．C．C．は食糧支援の一つとして，公営店とC．C．C．が提携

して廉価で牛乳を入手するシステムを定着する支援も実施している．以

上のことが幼児の牛乳摂取頻度および量が低くはないことと関連してい

ると思われる．

　一方，世帯での幼児の食事に出現したすべての料理を，足立による料

理区分67），インドにおける伝統料理の調理法，インド国立栄養研究所が

推奨する食事パタン資料等68）－74）を参考にして区分した．足立による料

理区分にある主な食材料をインドの5つの食品群別75）に並びかえ，調理

法により季別に区分した（表9－a，表9－b）ところ，区分した料理のな

かで，摂取量が少なく，かつ個人差の大きかった野菜を主材料とする調

理に着目してみるとほとんどの料理は汁が少ない煮物（いわゆる野菜カ

レー）であった．野菜の利用可能性を高める，すなわち野菜の摂取量お

よび頻度を高めるためには汁の少ない煮物（野菜カレー）以外の調理法

の料理を世帯での食事利用に取り入れることが望ましいと思われた．た

とえば野菜スープ，野菜入りチャパティなどの料理を食事に取り入れる

ことは野菜の摂取量を増加させ，摂取頻度を高めると考えられる．この

ように多様な調理法を導入して世帯に入手した食物を調理することによ

って食物利用可能性が高まると考えられる．
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3）料理の組合わせレベルからみた世帯の食物利用可能性

　世帯での幼児の食卓に供された食事をC料理，P料理，V料理に分類し，

それらの組合わせで食事を示すと，世帯での幼児の食事はC＋Pの組合せ

が最も多かった．これはめし（C料理）とダルカレー（P料理）の組合

せが多いことの結果である．V料理（ビタミン，ミネラル源となる野菜

などを主材料とした料理）が幼児の食事に出現する頻度が乾季で特に少

なく，延べ64回の食事のうち，6回のみであった．食物の入手・保存，

調理そして幼児の食事の各段階でとくに摂取量，摂取頻度が少なかった

野菜は料理の組合せレベルにおいても，理想的な食事の組合せといえる

CPVの組合せ回数が低い結果を反映している．このことから最終的に1

食単位の料理の組合せレベルで世帯での食物利用可能性を査定する可能

性も示された．

4）料理の組合わせタイプからみた世帯の食物利用可能性

　幼児の世帯での食事をC料理，P料理，　V料理が全てそろう食事すな

わち，これらすべての料理を一度の食事で食べられていた回数が1日の

食事のうち何回あるかにより料理の組合せタイプとした．すなわち2食

タイプ（C＋P＋V料理すべてそろう食事が1日に2回あるタイプ），1食

タイプ（C＋P＋V料理すべてそろう食事が1日に1回）そして0食タイ

プ（C＋P＋V料理すべてそろう食事が1日に0回）の3タイプに分類し

て対象児の食事における料理の組み合わせタイプ別に世帯での食物可能

性を検討した．

　乾季は2食タイプの幼児がおらず，雨季の調査対象の幼児33人をに

ついて2食タイプと0食タイプの比較をした．

　料理レベルで2食タイプと0食タイプを比較すると，0食タイプより
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摂取頻度が多かった料理はめし，チャパティ，パン，ダルカレー，野菜

カレー，くだものであった．これらの料理のうちはチャパティ，ダルカ

レー，野菜カレーはインドの伝統的な料理であり2食タイプの幼児は0

食タイプの幼児より伝統的な料理を食べていることになる．本研究では

以上のように，C，P，V料理の組合わせの食事回数による評価を中心とし

ている．CPV料理の組合せ回数で1日の食事評価をすることは誰にでも

わかりやすいことに特徴がある．

　C料理，P料理，　V料理それぞれ1日に何回食べられているかといった

面からの評価については疾病（PEM等）発症との関連などからの検討が

必要であり，今後検討の余地を残している．

5）食物の入手・保管，調理，食事の各段階の目減り数からみた世帯の

　　食物利用可能性

　Cスラム地区の食物入手可能性は乾季，雨季とも不良ではなくインド

の5つの食品群をカバーしているが，世帯へ入手・保管，調理，幼児の

食事に利用される食物の品目数は乾季，雨季の両季を通して最大17品目

と限られた食物である．食物の世帯への入手と保存，調理，そして幼児

の食事に使用された食物の品目数の差（目減り）をみると，目減り数が

大きい幼児の食事は良好な料理の組合わせであるCPV料理が全てそろう

食事の回数が少なく，目減り数が小さい幼児の食事は良好な料理の組合

わせであるCPV料理が全てそろう食事の回数が多い結果が得られた．乾

季では食物の入手・保管と調理，幼児への供食の3間のうち，もっとも

食物の品目数の差，目減りが見られたのは調理段階から幼児の食事の間

であった．これは養育者が調理した料理が幼児の食事として供されてい

ないことを意味している．食物利用可能性を目減り数から見ると食物の
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入手・保管，調理，食事に至るどの段階のどの食行動により目減りが生

じたかを確認できることがわかった．

　また，日本のような先進国で食物が充分世帯に入手され，かつ幼児と

同居家族（特に大人）が食べる食物の種類や量が異なる状況下では大人

と幼児の食べ物の種類や量が異なると考えられる．一方，本調査地区の

ように世帯の経済状況が悪く，食物入手可能性は低くはないものの，入

手食物の品目数が少なく保管されている食物も限られている状況では，

世帯にあるだけの食物を調理して同居家族（特に大人）と差別すること

なく幼児に食物を与えることが想定された．すなわち，食物入手可能性，

利用可能性の双方が高い地域と低い地域では食物の入手，保管，調理，

食事の各段階で用いる食物の品目数の差（本研究では“目減り”とした）

の持つ意味が異なっていると考えられる．入手する食物が限られている

場合は幼児の食事に至る食物の品目数と入手，保管，調理の間の差が小

さいと考えられる．この食物の品目数の差に幼児へ食物を提供する要因，

例えば幼児へ食物を提供や，食事を食べる場合の優先順位などが反映さ

れると考えられる．
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3．本研究の解析に用いた調査票について

1）地域で入手可能な食物地図（a票，付表3）

　a票は，足立の人間の食生活・地域の食生活・環境との関わりの図54）

を参考にして作成した．予備調査の結果をもとに地域で入手可能な食物

と入手先を地図の中に記入できるように作成してある。食物入手可能な

場所を中心として地域全域の環境を図で表現していることから識字率の

低い地域における食環境調査の情報収集や解析を可能にすることが示さ

れた．

2）世帯での食物入手，保管，調理，食事の流れ図（b票，付表4）

　本票は地域の入手可能性を踏まえ，世帯での食物の入手，保管，調理，

食事の全ての段階の食物の流れを把握し，それらの段階の利用食物品目

数を明らかにすることによって幼児に供された食事内容がどの段階の食

行動が起因しているか明らかにする目的で作成した．本調査票の特徴は

①入手から食事に至る食行動を絵や図で表現しており「視覚的」にとら

えることができる，②入手から食事のいずれの段階からも記入が可能で

ある，③入手から食事のいずれのレベルから記入しても他のレベルとの

関連をとらえることができる，の3点である．

　調査対象地区の現地調査での具体的な使用方法としては，本調査票の

入手から食事の食物の流れ，各段階すべてを調査対象者が記入するので

はなく，記入できる部分，たとえば最終的な食事の部分と保管されてい

た食物の部分のみを記入してもらうとすると，調査者が入手，調理の部

分を容易に推察して補充することができる．従って本票のみで入手から

保管，調理食事に至るまでの食物の流れをすべてとらえることが可能で
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ある．本票もa票同様に，絵や図で表現していることから識字率の低い

地域や栄養専門家が不在の地域などで行われる栄養調査での活用が期待

できるものと思われる．

3）幼児の食事カルテ（c票，付表5）

　本票は幼児に供された食事を栄養素レベル，食材料レベル，料理レベ

ル，料理の組合わせレベルで綿密に解析するために作成した．本票は栄

養専門家以外による記入は困難であると思われるが，全てのレベルでバ

ランススコア，食品群別品目数，料理区分別摂取頻度，料理の組合わせ

タイプスコアなど，指標となる数値を調査で得られた実数値と同一の調

査票に記入することができることから，煩雑になりがちな食事評価の解

析を速やかにすすめることができる可能性が示された．また，現地調査

結果を転記する二次票として栄養専門家による食事評価のデータベース

としての活用が期待できる．

4）幼児の体格評価図（d票，付表6）

　幼児の体格からみた栄養状態は，WHOのGrowth　Chartをもとに作成

した幼児の体格評価図（d票）に対象児の体重と身長を配して診断した．

本研究で，インド保健省が作成したインド人のためのGrowth　Chartを

用いなかった理由は次の2点である．①インドのGrowth　Chartは幼児

の月例毎の変化をとらえることができない，②WHOのGrowth　Chartは特

に開発途上国の子どもの体格診断としてコンセンサスを得ており，診断

の結果を他国と比較することが可能である．Cスラム街の幼児とインド

保健省による幼児の体格のNational　Surveyの結果76需77）で得られた幼児

の体格と本調査の幼児の体重を比較した．本調査対象の幼児は体重，身
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長ともにが低い幼児が多く，栄養状態が悪かった．

　また，幼児の体格評価図（d票）を用いて実測した幼児の身長および

体重の双方から評価の一致率を算出した．体重と身長の双方の評価が同

一だった一致率は乾季68．8％，雨季78．8％と高率であったことから，体

重からの評価と身長からの評価はほぼ符合しているととらえられた．

　また，医師，看護婦などの医療専門家などによる詳細な観察はできな

かったが，幼児の健康観察を実施した．その評価にあたってはRichard

らが開発した項目を用いて段階評価を試みた．健康観察の評価は身体か

らの評価と符号した．

　本研究ではこれら作成した4調査票を用いてC，P，V料理の組合わせの

食事回数による評価を試みた．1日の食事の組合せの基本となる1食単

位で食事を評価することは，誰にでもわかりやすく，この点に特徴があ

る．C料理，　P料理，　V料理それぞれの料理の摂取頻度からの1日の食事

評価については疾病（PEM等）発症との関連などで今後の検討課題とす

る．

　以上，作成した4調査票は，地域の食物入手可能性と世帯での食物利

用可能性を踏まえ，対象者の食事調査の情報収集および解析を可能にす

ると言える．

　特に調査内容，データを図や絵で記入する部分が多く，調査票のどの

部分から記入してもよいという点と記入した内容から他の段階の内容を

推察することが可能であることから識字率の低い地域の栄養調査におけ

る情報収集や解析を可能にすると思われる．

。67一



4．本研究における限界と今後の課題

1）調査対象地および調査対象者について

　本研究の対象地区は都市型スラム街で，この地域に照準をあわせた教

育スポンサーシッププログラムをキリスト教系NGOであるM女子修道会

がたちあげ，地区内に支援施設を設立した．40年間という長い年月をか

けてスラム地区居住者の生活全般の改善に力を注いできた．その点では，

インドムンバイ市にある同規模の他の都市型スラムと比較すると生活環

境は整えられている．その点からみるとインドの都市型スラムを代表す

る地区とは言いがたい．しかし，小規模家庭内の食物配分調査の重要性

が議論されている現在，本研究の目的である地域の食物入手可能性と世

帯にアクセスされた食物を保管，調理，食事の各段階での関連を明らか

にするという点からみると調査者が地区全域を踏査し調査することが可

能な規模であることを踏まえると詳細な調査を実施できることから妥当

な規模のスラム地区であるといえる．また対象者はスラム街の保育所に

通所している幼児および養育者，同居家族としたが，Cスラム街に居住

する幼児全体からみると少数であり，事例研究の範疇を超えない．しか

しこの点は小規模家庭内栄養調査にみられる質的研究から得られる根拠

が重要視されている78）ことをふまえると，本調査対象者の協力を得るこ

とにより実現，実施した本研究は今後さらに発展，継続して行う可能性

が示された．

　本調査で幼児の1日の食事をRDA充足率からみると両季ともエネルギ

ー，たんぱく質が充足率を満たしているにもかかわらず，体格からみた

栄養状態が悪い結果となった．一般的に幼児の発育に影響を及ぼす要因

として，社会的環境，人種的・民族的背景，低栄養と病気，気候が含ま
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れる79）．これらの要因は複雑で，相互に作用しながら幼児の発育に影響

を及ぼしている．発展途上国では社会状態の低さと慢性的低栄養がこれ

らの要因のうち相互に作用しながら幼児の発育に影響を及ぼす例8G）と

してあげられるが，相互作用の性質と範囲を数量化するのは困難である．

　本研究の調査対象の幼児には体重と身長の実測および健康観察を行

った．体格の側面から診断して，不良の幼児の割合が高かった．理由と

して幼児の属性や食事調査および食環境調査から得られた結果から次の

要因が関連していると考えらる．（カッコ内の数値はCスラム街調査対

象幼児の両季の事例件数）．まず，社会経済的要因として，世帯のほぼ全

体が低所得であること，社会的施設（共同取水場，共同便所，共同洗濯

場等）の乏しさすなわちCスラム街全体の社会的施設の整備が不十分で

あることの2点が関連していると考えられる．幼児の身体発育に影響を

及ぼすこの他の要因としては，幼児は世帯で養育者とともにほぼ全ての

時間を過ごしており，父親の喫煙は特に身長の発育に重大な影響を及ぼ

すことが報告されており81），世帯調査の結果，7人の幼児の父親が喫煙

しており，幼児の身体発育に影響を及ぼしている要因のひとつと考えら

れる．また，幼児の身体発育には不利な生活条件や感情的な環境も関連

しており79），ストレスの強い家庭環境，例えば幼児の世帯調査で明らか

になった自殺による母親の死去（2件），両親の離婚（4件），肉体的虐待

（1件）なども幼児の発育に影響を及ぼす要因であると考えられた．ま

た，食事を食べているときに叱責する（4件）などは幼児にとって好ま

しくない心理的・感情的な環境であり，幼児の発育に影響する要因であ

るととらえられる．

　本調査では両季ともエネルギー・たんぱく質のRDA充足率は栄養所要

量を満たしているものの，その他ビタミン，ミネラル類など重要な栄養
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素の摂取量は低値である．保育所通所以前の食暦は調査対象としていな

い．そのため本調査で用いたWHOのGrowth　Chartで幼児の体重から栄

養状態を判定すると両季あわせて約80％が不良であることから，本調査

対象の幼児は通所開始以前から慢性的な低栄養が続いていた可能性は否

定できない．これらの幼児はたんぱく・エネルギー欠乏症をすでに発症

していたととらえられ，幼児の平均通所期間が1年未満という乳幼児の

入れ替わりが激しい保育所の状況のなか両季とも体格を追跡できた幼児

が16人と少ない背景を考えあわせると，保育所に通所を開始して急激に

体格が向上するとは考えずらく，幼児の通所開始までの食事暦が本調査

で得られた幼児の体格に反映しているととらえられた．

　一方，生活環境面は対象地区に生活用水供給システム，ゴミ処理シス

テム，トイレや排水溝などの衛生システムが充分ではなく，居住者の感

染症，寄生虫病の蔓延の大きな原因となっている．特に，弱者である幼

児においてはこれらの不衛生な環境から多くの幼児の腸管に寄生虫が規

制し，下痢と赤痢の原因となり慢性的な低栄養状態を持続させることに

なると考えられる．また気象条件（気温，湿度，降水量）は感染症の発

生と関連する82）．対象地区は高温，多雨の亜熱帯モンスーン気候地帯で

あることから気象条件も幼児の感染症発症に多大なを影響を及ぼしてい

るととらえられた．

　気候が幼児の発育に及ぼす影響は気温，湿度，降雨量，地形などの構

成要素を含み，感染症や寄生虫病の媒介動物に適した条件，食物生産の

条件の有効性なども含んでいる．Cスラム地区では雨季に感染症や寄生

虫病の媒介動物である鼠族，ゴキブリ，カ，ノラネコ，ノライヌが増加

する．両季を通してこれらの媒介動物は多く存在し幼児の発育に直接，

間接的に影響を及ぼしていると考えられる．
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　また，文化的習慣や教育の制限は幼児の栄養状態への影響に重要な役

割を果たし，家庭内での食物配分は地方の文化的パタンに従っている83）．

本調査の乾季調査を例にあげると幼児は昼食，夕食において幼児の75％

が同居家族のうち最後に食物を与えられていた．

　また，例えば牛乳を飲ませると下痢になると考える養育者が雨季で3

人いたり，幼児が発熱，慢性の下痢などの場合にどのような食物を与え

るべきかあるいは与えるべきでないかということに関する知識が十分で

ないと養育者も多く，幼児の食事に関する知識の欠如も幼児の栄養状態

に影響を及ぼしているととらえられた．

　幼児の離乳のタイミングとの関連でみると，幼児で離乳が完了してい

ない幼児は乾季32人中12人（1歳5人，2歳4人，3歳3人）だった．

そのうち2歳と3歳の幼児は，母親7人中6人の母親に母乳の分泌は認

められず，授乳時間は幼児とのスキンシップの時間と考えられた．した

がって幼児が加齢したにもかかわらず体重評価が低い原因のひとつとし

て，離乳時期の遅れも考えられる．乾季について幼児が世帯で食べた食

事のみについて，エネルギー・栄養素摂取量の栄養所領量に対する充足

率（RDA比）を乾季で，体重のCエリアとEエリアの幼児で比較したと

ころ，Cエリアの幼児のRDA比は平均68．6％，　Eエリアは44．2％であっ

た．このことからエネルギー・栄養素摂取量の低さと体重評価の低さが

符号したといえよう．

　インド厚生省による，本調査地マハラシュトラ州における幼児の体格

調査結果84）と本調査対象の幼児を比較する．1992年から93年にかけて

インド各州でNational　Family　Health　Surveyが実施された．都市部と

農村部で実施された幼児の体格調査のうち体重について，マハラシュト

ラ州都市部の1歳から4歳の幼児624人を対象とした体格調査結果を本
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調査で用いたWHOのGrowth　Chartのゾーン別にみた．その比率は（カッ

コ内の数値は乾季と雨季のCスラム街での調査対象幼児），ABCエリア

40．0％（乾季12．5％，雨季30．3％），Dエリア45．5％（乾季43．8％，雨

季36．4％），EFエリア14．5％（乾季43．8％，雨季33．3％）であった．

このことから，体重ゾーン別にみるとマハラシュトラ州都市部の幼児よ

り本調査の幼児は良好群が少なく，重度不良，不良群が多い傾向がみら

れた．

2）調査方法について

　本研究では地域の食物の入手可能性および世帯での利用可能性に関す

る調査において情報の側面は視野に入れず，食物の物流のみの調査にと

どまった．Kuchikuraらが「食物入手」の生産性と適合性を庭園測定，

食糧入手の直接観察，1日の生活活動記録，消費食糧の測定の4点から

実施しており85），多様な食物入手に関する調査の困難さを示している．

本調査においても食物の入手，保管，調理，食事の各レベルに関わる食

行動および健康状況について詳細な調査を実施した．しかし食物の入手

は，購買行動による入手によって世帯に入手した食物のみを調査対象と

した．従って世帯への贈答品および物物交換により世帯に入手された食

物については調査の対象としなかった．本調査対象地区は，都市型スラ

ム地区であり，7ブロックからなる，3k㎡の居住区8万人以上の住民が

居住する密集地帯である．この状況から，食物のみならず様々な物流が

近隣世帯同士の交流が様々な場面で展開されていると考えられる．今後

は食物，料理などの贈答，交換も含めた食物入手可能性を検討していく

ことが課題とされた．

　また，作成したa，b，　c，dの4調査票は現地調査から帰国後，解析
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の事前に作成したものである．調査票の作成にあたり開発途上国におけ

る先行研究で用いられた理論モデルや調査票を基礎に検討した．そのた

め，解析に有効と思われる項目を熟慮して作成することができた．本調

査票をもとに解析をすすめたところ，食物が世帯に入手され，最終的に

提供された1食単位の食事を評価することにより対象者の栄養評価が可

能であることが明らかにした．したがって，調査における情報の入手や

解析に有効である可能性は示されたものの，作成した4調査票を調査現

地で使用しておらず，作成した調査票が有効であると断言できない．実

際に現地で用いていないことから，本研究で作成した調査票による調査

の所要時間の予想が困難であるが，開発した調査票のうち，例えばb票

（世帯での食物入手，保管，調理，食事の流れ図）は，配票留め置きし

た場合に．図や絵で回答できることから，調査対象者が記入できるどの

段階かでも回答が可能であると思われる．本票は調査対象者が，食物の

入手，保管，調理，食事の各段階のうち，入手と食事を記入したとする

と，他の部分すなわち地域の入手可能性の部分及び調理の部分は調査者

が栄養専門家でなくともa票を補助票として，おのずと明らかにするこ

とができる．具体的な使用方法の一例をあげると，各段階別に分断しID

ナンバーを付し，分断した調査票を対象者に段階別に配票することも可

能と思われる．

　本研究では，Cスラム地区の食物入手可能性を踏まえて，世帯での利

用の各段階と摂食者の健康状態を踏まえた食事調査の情報収集を可能に

する調査票を作成したが，今後は更に調査研究を踏まえて異なる対象地

区，異なる対象の食事調査の情報収集および解析に有効な調査票の開発

に臨みたい．
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　　　　　　　　　　　　　　結　　語

　Cスラム街において地域の食物入手可能性は乾季，雨季共に低くはないが，

世帯での利用，特に調理から食事の段階に食物（食材料）数の世帯差があり，

幼児に供される食事内容と体格両面からの栄養水準が低いことに関連してい

た．地域の食物入手可能性，世帯における食物の入手，保管，調理，食事と

の関連で幼児の食事評価および健康状態の情報収集や解析に内容をシステ

ムとしてとらえ，かつ地図や絵で回答する調査票を用いた．本調査票は，識字

率の低い地域の人々も使用できる可能性が示唆された．
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要　　約

　「安全で栄養的にのぞましい食物へのアクセスは人間の権利である」と国際

的なコンセンサスが得られているにもかかわらず，世界各地の栄養状態は良好

ではない．その改善のために居住地域のFood　availability（食物入手可能性）

や世帯でのFood　accessibility（食物利用可能性）と住民の食事・栄養との関

連を直接的に評価する調査方法の開発が急務といわれている．

目的：インド共和国の都市型スラム街であるCスラム街の食物入手可能性と，

世帯内にアクセスされた食物の入手，保管，調理，食事の各段階での食物の

内容および幼児の健康状態を明らかにし，これらとの関連で幼児の食事を評価

すること，およびこれらの情報収集，解析に識字率の低い地域の人々が使用で

きる調査票の可能性を検討することである．

方法：インド共和国ムンバイ市Cスラム街で以下の現地調査を実施した．

［予備調査］「地域で入手可能な食物地図（以下a票）」，「世帯での食物の入

手，保管，調理，食事の流れ図（以下b票）」，「幼児の食事カルテ（以下c票）」，

「幼児の体重評価図（WHOのGrowth　Chartによる，以下d票）」の各枠組みと

調査項目を決定するために，2000年1月26日～2月15日に，地域の食環境

（踏査法と関係者への聞き取り法），ならびにCスラム街居住の幼児12名（1歳

～4歳）の食事内容と世帯の食事づくり状況（戸別訪問による観察，面接法）を

調査した．

［本調査］乾季調査（2000年3月20日～4月20日32名の幼児とその世帯）

並びに雨季調査（7月14日～8月4日，33名の幼児とその世帯．このうちの16

世帯は乾季と同じ対象世帯）を行った。予備調査で作成した調査の枠組みに

基づき，食環境として食料生産・食品流通状況等（踏査法），幼児と世帯に関

しては食物の入手，保管，調理，食事内容および幼児の身体状況（体重，身
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長の実測，観察）について面接聞き取り調査を行った．収集した食環境の情報

をa票に，幼児と世帯の情報はb，c，　d票に転記した．

［解析方法］季別，栄養状態別，食事（料理の組合わせ）タイプ別にa，b，　c，　d

票を各解析に用い，平均値の差の検定はt検定，群間差はκ2検定と一元配

置分散分析（Turkey法）を用いた．

結果：1．栄養素，食物（食材料），料理の各レベルからみた幼児の食事内容

（以下カッコ内は〈乾季，雨季〉を示す）1）栄養素レベル；インド人のための栄養

所要量に対するエネルギー・栄養素充足率でみると，エネルギー〈53．3％，

67．9％〉をはじめ，主要栄養素について著しく低率であった．また，栄養素バラ

ンススコア（適正域スコア）は低く，10点満点で〈2．5点，2．8点〉だった．

2）食物（食材料）レベル；90％以上の幼児が両季とも米，タマネギ，牛乳，植物

油の出現頻度は高いが，いずれも摂取量は少なく，1人1日あたりの平均は米

がく24．5g，26．8g＞，ダル豆が〈17．4g，19．8g＞，野菜が〈31．8g，43．9g＞に留まり，

かつ個人差が著しかった．3）料理レベル；摂食頻度が高い順で，主として糖質

を提供する料理（以下C）では両季とも1人1日あたりめし，〈1．7回，1．5回〉

とビスケット〈0．8回，1．2回〉，主としてたんぱく質を提供する料理（以下P）では

ダルカレー〈1．6回，1．4回〉とミルク〈1．8回，2．0回〉であった．主としてビタミン，

ミネラルを提供する料理（以下V）では，野菜カレー〈0．3回，1．0回〉，野菜スー

プ〈0．1回，0．0回〉であった．4）料理の組合わせレベル；幼児の全食事回数のう

ちCPVが3種そろった食事の摂食児率は〈9．4％，37．9％〉と低かった．

1日単位でみると，CPVがそろう食事回数が2食以上のタイプは低率〈0％，

16．7％〉であった．5）CPV2食タイプ（例えばめし，ダルカレー，野菜カレーの

組合わせの食事を1日2回食べているタイプ）は他のタイプに比べ，栄養素，食

材料，料理の各レベルで良好な食事の比率が有意に高く，このことからCPVが

そろう食事は良好な栄養水準を反映する食事タイプととらえられた．6）体格によ
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る栄養評価：体格良好児は体重で〈12．5％，30．3％〉，身長で〈34．4％，48．5％〉

と少なく，一方重度不良児は体重でく43．8％，33．3％〉，身長でく31．2％，

24．2％〉といずれも多かった．

2．地域における食物入手可能性：Cスラム街で食物入手可能な場所は公正価

格店，市場，小売店，露店，家庭菜園，クレシュ（保育所）のあるChuimu

Community　Center（C．C．C．）の6箇所であった．主に穀類と豆類を扱う公正価

格店，油脂および砂糖類，飲物，菓子類，肉魚卵類を扱う小売店は乾季と雨

季で食物の種類に差はなかった．野菜・果物を扱う市場や露店には両季で扱う

品目に差がみられ，特に雨季は少なかった．地域で入手可能な食物の種類は

〈94種，91種〉，品目は〈101品目，96品目〉に及び，その種類は食品群全体を

カバーしており，住民は多種多様な食物を入手することが可能であることを示し

ていた．

3．世帯にアクセスされた食物の利用：世帯ヘアクセスされた食物の品目数は6．1

±1．4であり，すでに世帯内に保存されていた食物と合わせて調査当日世帯内

で利用可能な食物（食材料）は14．8±1．6品目であった．この内，実際に調理に

使用された食物（食材料）は12．5±1．6品目であり，これから5．6±0．6種の料理

が作られていた．この内，幼児に供食された料理は4．8±1．5種で，料理に使用

された食物（食材料）は11．5±2。2品目にあたる．世帯の料理に使用された食

物の品目数と幼児に供食された食物の品目数の差（目減り）に世帯差が大きく，

最高値9品目，最低値0品目であった．

4．幼児の食事内容と世帯での食物利用可能性の関係：前項で目減り数が小で

あった幼児の食事はCPV2食タイプの食事回数が1．8回で，目減り数が大であ

った幼児の0．6回より有意に多くかつ栄養水準が高い傾向を示した。

考察：地域での食物入手から幼児の食事・栄養にいたる食物の流れを把握し，

解析するために作成した調査票，a票・b票・c票・d票は地図や絵で回答できる
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ことから，識字率の低い地域での上記の情報収集や解析を可能とすることが示

唆された．

結語：Cスラム街において地域の食物入手可能性は乾季，雨季共に低くはない

が，世帯での利用，特に調理から食事の段階に食物（食材料）数の世帯差が

あり，幼児に供される食事内容と身体両面からの栄養水準が低いことに関連し

ていた．地域での食物入手可能性，世帯における食物の入手，保管，調理，

食事との関連で幼児の食事評価および健康状態の情報収集や解析に内容を

システムとしてとらえかつ地図や絵で回答する調査票を用いた．本調査票は，

識字率の低い地域の人々が使用できる可能性が示唆された．
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表1 調査の枠組み
乾華翻査期聞：2000．3．20・v4t　20

爾華瀕査期閏：2000．7．董3．》8．04

両攣蟄査地填；インド共和国M市Cスラム街

大項a 中項穏 小撰§ 屋箸影i式 乾季 M季

食知識 栄養素レペル

食赫料い’轟

料迎レベル

食情報

幼児に必妻な栄養素をより多く含む食物はなにか

幼髭にとって栄養循の姦い食物はなにか

幼児により多く食べさせたほうがよい食物はなにか

酸られた現金（50R8．）があったとして入手する食物はなにか

幼児の食事の藍りつけ量を決める基準はなにか

幼児により多く食べさせたほうがよい料理はなにか

C．C．C．＊で開倦される栄養敏室参㌍状溌，ラジオ・テレビの膚無

2者択一法

2考択一法

2賓択一法

2者択一法

51択一法

2者択一法

自白回箸

O

O
O
O

o

O
O
O
O

食態度

食行動

食物の入手 世帯へ食物を入手する行動（入手先，入手麺度，入手撮当者） 面撞聞き敢り法 O o
世帯への1日の食物の入手量，租頻，伍格 O O
蛍帯への勧物性たん1まく饗灘となる食梅の入手麺度と種嬉 O

食物の保管 世帯での食物の保管（保管場所） o O
世帯に像管してある食物の量，積類，緬格 o O
傑霧蕩に操管してるる食物の盤，種籍，価格 O o

食物の嗜好 養育者の食ぺ物の嗜好 O
生活駕水の確燦 難轄へ篶理，歓驚以磐の生活用水確保の犠溌（敢承力法，担当讐》 ○ ◎

つくる 世叢での調理について（熱量源，掴理する場駈場所） o
世帯での薗環に関わる電化製品の種獅と有無 o
世帯へ讃理用水，欽料水を碗保する手段 o 0
幼児への食事づくり担当者の口性 o

配分する 雛灘雛鷲灘鍵鴇魏鰐黒懇族蜘こ配酌 り法 O o

食べる

保霧斎におげる幼児の食事内響と配分盤および摂敢盤

世帯で幼児に食物や料理を配分する量を決める碁箪はなにか

幼児が像育所および嶺帯で食ぺる状況

幼児の乳および乳製晶の摂取択況（租娼，量）

世帯での幼児および同居家族の食物摂取扶混

案潟，織寮蓬

5者択一一it

行動伽察法

薗棲聞轡職り珪

面榛聞き取り法

O
O
OO

o

O
O
O

◎◎Lを畜める饗因　養青者の学虚

　　　　　　　　　養青者の臓字状況

　　　　　　　　　養育者の牧入状混

　　　　　　　　　経済支援の有無

養育Xht敏育を受ltた年数または最終学麓

養育者の糖学力，澱寧の状況

養育奢の定職，定期紋入の膚無

握欝はC，C．C．から絵鰐される支援食料を受1ナとってひるか

O
O
O
O

O
O
O健康の指標　　　　栄養

糖網恥。縞ra頓。n　儀生

幼児および養育者に栄養素欠乏症はみられるか

饗帯に安全な食ぺ物の建保は寄能か

銀禦法，突測

恋撞懇き数攣法 O
O

O
◎

o員Nu伽
衛生 世帯に安全な飲料水の確傑は可能か O O

にみられる側面 医療 世帯で幼児に必妻な嚥療は受けられるか o o
感染症対簾 世叢で感簗症。非感染症対筆は施しているか o o

対象者の特性 口　　性 性別 o o
年齢 o o
宗教 O o

家族状況 幼児および同居家族構成 O O
居建地について Cスラム轡の居住地区 ○ o

幼児の同居家族のCスラム街在住年敷 o o
社会的活動 幼児の同居家族の就粟の有無と職業，職租 ◎ O

養青者の就労犠溌（職種，就労時聞帯） o O
夫の家事への鳩力 夫は家事労働に脇力的か．非壌力的な場合その理由はなにか O

身体状況 幼児の身体状溌

健康犠態

幼児の身長，体1

幼児の疾痢の有無

幼児の同居家族全員の健療状態

実測

面捜聞き敢り浅 O
O
O

O
O
O

食瑠境

食物入手可能性

漁場の状渓

家庭菜薗の妖溌

公正価絡店，市増，露店，小売店。家厳菓園で入手可能な食物の

種鎖と品目数

アラビア海（漁場）の状溌

家露菜薗で入手可能な食物の種類と品目数

踏査法

踏査法

踏査法

O

O
O

O

O
OIC．C．C．二Cスラム街にあるコミュ；ティセンター（Chuin　Convnunky　Center）の略



表2調査の方法
世帯，幼児，同居家族，食物利用可能性 地域の食物入手可能性

調査方法 面接聞き取り調査
実測調査，観察調査

地域内の踏査
販売者，生産者に対する聞き取
り調査および文献調査

調査時期

調査対象

調査内容

データ整理

解析

乾季：2000年3月20日～4月20日，雨季：2000年7月13日～8月4日

　　Cスラム街在住の幼児と養育者

1　幼児および同居家族の属性

ア同居家族全員の性別，年齢，続柄

イ同居家族の居住場所，居住年数

　ウ養育者の職種，就労年数，場所

2　幼児の身体状況

ア幼児の身長と体重の実測
　イ幼児の同居家族全員の健康状態

（乾季32人，雨季33人）

　　　　　　　1食物の入手可能場所の状況

　　　　　　　2入手可能場所別の全食物の品目

　　　　　　　3Cスラム地区の漁場の状況

3　世帯での食物の入手，保管，調理について
　ア入手頻度，入手先，入手量，入手価格，入手担当者

　イ保管食物の種類，重量

　ウ調理した食物の種類，量

　工調理して残った食物の種類，量
4　幼児および同居家族の世帯での食事内容
　ア世帯で調理した料理の料理区分，料理名，料理
　　種類数，食事での料理の組合せ

　イ世帯での幼児と同居家族全員の食事について，
　　食事区分，料理名，調理に使った食物品目，重
　　量，料理の組合せおよび食事時刻

5　保育所で提供されている食事について

ア保育所で調理した料理の料理区分，料理名，料
　　理種類数，食事での料理の組合せ

　イ保育所での幼児の食事について，食事区分，料
　　理名，調理に使った食物品目，重量，料理の組
　　合せおよび食事時刻

　ウ保育所で用いられている調理用熱源，調理器
　　具，備品の種類
工保育所で調理された全ての食物の重量，料理の

　　出来上がり全体の重量
オ保育所で提供された全料理について，食材料，

　　料理名，料理の組合せ，幼児による摂取量と残

　力保育所での幼児の喫食状況

Cスラム街で入手可能先別に，イ
ンドの食品群別に食物の合計を
算出し，地域で入手可能な食物
の品目数の整理する

上記の調査項目を二次票に転記し，さらに作成した4調査票に転記　る

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　入手可能な食物地図を作成する

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（地域で入手可能な食物地図　a票）

個別食事内容総括票に転記（幼児の食事カルテ　C票）

幼児の体重を体格評価図に転記（幼児の体格評価図　d票）

　　　　　　　　↓

世帯での食物入手，保管，調理，食事の関連図に両調査のデータを転記する
（世帯での食物入手，保管，調理，食事の流れ図　　b票）

　　　　　　　　　　　　　　　　　↓

地域の食物入手可能性と世帯での利用可能性との関連をふまえて幼児の食事を評価す
ス



表3 幼児の性，年齢構成

人数

一辻＿＿＿＿一一＿＿＿＿＿ 女児

年齢（歳） 季
3
2

乾
ド

季
3
3

雨
ド

季
1
3

乾
陪

季
1
2

雨
ド

季
1
9

乾
㌍

季
2
1

雨
ド

7　 （21．9）　　12　（36．4）

15　（46。9＞　　12　（36．4）

9（28．1）　8（24．2）

1　　（　3．1＞　　　1　　（3．0）

32　（100．0）　　33　（100．0）

4（30．8）　6（50．0）

5（38．4）　3（25。0）

4（30．8）　3（25。0）

0　（0．0）　0　（0．0）

13（100．0）　12（100．0）

3（15，8）6（28．6）

10（52．6）9（42．7）

5（26．3）5（23．8）

1　　　（5．3）　　1　　　（4。9）

19　（雪00．0）　21　（100．0）



表4 エネルギー・栄養素摂取量 （除クレッシュ）

数値：平均値±標準偏差

季 栄養素 エネルギー・栄養素摂取量 エネルギー・栄養素充足率 季 エネルギー・栄養素摂取畏 エネルギー・栄養素充足率 季差

乾季 n n＝32 n＝32 雨季．．n n＝33 n＝33

エネルギー　（Kcal）　　　664±218

たんぱく質　（g）

脂質　　　　（9）

糖質　　　　（9）

カルシウム　（mg）

鉄　　　　　（mg）

カロチン　　（μg）

ビタミンBl　（mg）

ビタミンB2　（mg）

ビタミンC　　（mg）

　31±15

　20±8

　99±37

545±294

　　6±4

　96±89

0．46±0．17

0．61±0．35

　13±9

53。3±18。0

で38．4±66．3

79．3±33．0

42．3±16。1

136．1±73．4

52．4±34．3

6．0±5．6

75．9±28．5

87．1±49．6

31．7±22．9

857±313

27±10

22±14

141±48

293±137

　6±3

185±112

0．6±0、3

0．6±0．3

17±23

67。9±26．5

119．7±48．8

86．7±56．5

59．2±21．7

73．2±34．2

46．5±22，0

11．5±7．0

90．8±38．7

67．0±37．8

42．1±56．7

乾くく雨

乾＜＜雨

乾く＜雨

乾く雨

乾く雨

t検定　　く：p＜O．G5

　　　＜＜：p＜0．01



表5　エネルギー・栄養素摂取量 （含クレッシュ）

数値：平均値±標準偏差

季 栄養素 エネルギー・栄養素摂取量　　エネルギー・栄養素充足率 季 エネルギー・栄養素摂取量　　エネルギー・栄養素充足率 季差

乾季 A n＝32 n＝32 雨季　R R＝33

エネルギー

たんぱく質

脂質

糖質

カルシウム

鉄

カロチン

ビタミンBl

ビタミンB2

ビタミンC

（Kcal）　　　　1065±218　　　　　　　　　　　86．3±17．0

（g）　　　　　　　43±15

（g）　　　　30±8

（g）　　　　　　　166±37

（mg）　　　　　　765±294

（顕9）　　　　　　10±4

（μg）　　　　242±89

（mg）　　　　　　　　0．8±0．2

（mg）　　　　　0．9±0．3

（麟9）　　　　　　17±9

193．1±68．2

118．1±34．1

70．8±16．4

189．7±76．1

77．8±35。6

16．7±10．0

135。5±31．3

129．2±52．3

42，0±22．9

1278±291

　40±9

33±10

21◎±48

561±168

　9±3

357±93

1．0±0．2

0．9±0．2

27±23

．Q三aa．．．…＿．

　102±24

　179±44

　131±42

　90±22

　140±42

　71±21

　　22±6

157．5±42．4

127．3±36．5

68．5±57．3

乾くく雨

乾くく雨

乾〉＞雨

乾＜＜雨

乾く雨

乾く雨

t検定　　く：p＜0．05

　　　＜＜：P＜e．餌



表6栄養素バランススコア 含クレッシュ，除クレッシュ

　　　　　　　　　　　　　　　数値：平均値±標準偏差

季 含クレッシュ 除クレッシュ 群間差

乾季

不足域スコア至Ω漁…溝＿

』…aa。． …磁2＿

＿＿＿＿盒≦｛途＿一＿＿．

．＿辺塑壷＿＿．一．一＿且」旦主」一，7－一＿＿＿＿旦、9主zニユ＿＿一一＿＿＿一一一盒≦」塗＿＿＿

適正域スコア 3．8±1．5 2．5±1．7 含》除

雨季

不足域スコア1憩懸…瀟＿

』…aa．． …肝照．．

…倉《瞼＿

＿＿ヱΩ墜三董…鎚喜＿＿一＿一＿＿＿＿＿＿一＿＿－2∴三iを圭コ晶」亀一＿＿＿一＿＿一＿＿＿一」乏二」2主2直豊＿＿＿＿＿一＿＿一一＿一＿＿＿一＿＿＿二奎≧≦燧＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿

適正域スコア 4、8±1．7 2．8±2．2 含》除

t検定　　く：p＜0．05

　　　＜＜：P＜0．01



表7 食材料別摂食量（除クレッシュ）

十

食材料群 乾　　季 雨　　季 季差

　　　　　　　　　　　　　　　　n＝32　　　　　　　　　’　　　n雛33

米24．5±10．326．8±19．3
小麦粉　　　　　　　　　　　27．2±5．2　　　　　　31．8±29．5

．11E麦粗Ωi処芝偲D＿＿一一＿＿＿旦、．2一よユ4、2．＿一＿＿＿．＿＿．」婁旦立毒4隻£＿＿。． 乾くく雨

ダル豆

肉

魚

卵

牛乳

墨7。1±　9．2

　1．4±5．9

　9．0±14．8

0．0±0．0

254．1±196．4

19．8±16．4

　3．3±14．7

　1．5±6．0

1．5±8．7

215．8±127．8

．乳製晶＿＿＿＿＿＿一＿＿一＿＿P－，．3．よゆユ、－8－＿一一一一＿＿一＿＿∫L9よ麟一．Ω、皇印．一＿9

野菜

　緑黄色野菜

　淡色野菜

いも

油

塩

．砂糖＿．＿＿＿＿．＿＿＿＿＿

　　　　　　31．8±30．3

　　　　　　4．6±8．2

　　　　　　23．6±21。0

　　　　　　3．7±7．3

　　　　　　5．1±4．1

　　　　　　1．6±1．1

＿＿＿＿＿＿．＿＿＿．．ユユ．轟且よ．．豆轟P＿＿＿＿．

43．9±38．0

壌8．4d：22．7

21．0±21．5

4。5±6．7

5。3±3．0

1．6±0．9

壌1．8±　8．5

総重量 559．7±198．3

乾くく雨

513．6±183．3

t検定　　く：p＜e．05

　　　＜＜：費くo．el



表8 料理摂食頻度（除クレッシュ）

数値：平均値±標準偏差　回）

季 料理 全体 季 料理 全体 季差

乾季 ．　＿＿＿＿＿＿＿．．【し＿＿．＿。＿．．』…a2＿

めし　　　　　　　　IJ±0．5
／x．ン　　　　　　　　　　　　　　　　0．9±0．8

ビスケット　　　　　　0．8±1．0

チャパティ　　　　　　　0．6±0．9

サンドイッチ　　　　　O．O±0．2

パラタ　　　　　　　　　　0．0±0．2

雨季 n n＝33

C
料
理

P
料
理

V
料
理

めし　　　　　　　　1．5±0．7

ノてン　　　　　　　　　　　　　1，0±0．8

ビスケット　　　　　　1．2±1．1

チャパティ　　　　　　　1．0±0．9

サンドイッチ

パラタ

牛乳　　　　　　　　　　1．8±1．4

ダルカレー　　　　　　　1．6±0．7

魚カレー　　　　　　　0．4±e．7

一因立」己二＿一一＿＿。＿＿＿Ω，ユ圭9．．＿2－．．．．．一＿

　　　　　牛乳　　　　　　　　　　2．0±1．5

　　　　　ダルカレー　　　　　　　1．4±0．7

　　　　　魚カレー　　　　　　　　0．1±0．2

－一一一一．一．．．．一一＿一一＿．因。互k二一一一一一一．一一．．p－一＿一一．．．一．．一．一．－Q，．1．圭豆2－一．一＿

乾＜＜雨

野菜カレー　　　　　　　0．3±0．5

野菜スープ　　　　　　　0．1±0．3

くだもの　　　　　　　0．1±0．2

野菜カレー　　　　　　　1．e±1．0

野菜スープ　　　　　　　O．O±O．2

くだもの　　　　　　　0．1±0．2

乾くく雨

チャイ 0．9±O．9 チャイ 1．1±0．9

総計 9．28±2．41 10．6±4．1

t検定　　く：p＜0．05

　　　＜＜：P＜0．01



表9－a　食材料別　調理法別出現料理と摂食人数（乾季）
数値：
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表9－b　食材料別 調理法別出現料理と摂食人数（雨季）
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表10 料理の組合せタイプ別摂食頻度（除クレッシュ）

組合せタイプ 乾　季 雨　季 季差

n＝64 n＝66

C＋P＋V

C＋P

C＋V

C

欠食

6 （9．4）

46　　（71．9）

2 （3。1）

3　（4．7）

7　（10．9）

25　　（37．9）

25　　（37．9）

4　（6」）

8（12．0）

4　（6．1＞

乾季く雨季

乾季＞〉雨季

X二乗検定の結果有意差が見られたもの

　有意差　く：p〈O．05　　＜＜：p〈0．Ol

＊C：主として糖質源となる穀物を主材料とした料理，めし，チャバティ，ビスケット，等

　P：主としてたんぱく質源となる豆，魚，肉，卵などを主材料とした料理，ダルカレー，魚カレー肉カレー等
　V：主としてビタミン，ミネラル源となる野菜などを主材料とした料理，野菜カレー，野菜スープ，等



表11 幼児の料理の組合せタイプ別人数

数値：人数％

季 2食タイプ 1食タイプ 0食タイプ 十二椰

季
3
2

乾
ド

児男

児女

十二一児女男

（
）
（
∪
（
U

（0，0）

（0．0）

（0．0）

2　（16．7）

4　（20．0）

6　（18．8）

（
）
俊
U
ρ
U

4
ー
｛
ー
り
乙

（83．3）

（80．0）

（81．2）

12（100．0）

20（100．0）

32（100、0）

季
3
3

雨
㌍

児男

児女

十…
員

児女男

り
乙
7
σ
Q
）

（16．7）

（33．3）

（27．3）

4　（33．3）

3　（14．3）

7　（21．2）

6

1
1

17

（50．O）

（52．4）

（51．5）

12（100．0）

21　（100。0）

33（100．0）



表12 料理の組合せタイプ別エネルギー・栄養素等摂取量（除クレッシュ）

±

時期 栄養素 全体 2食タイプ　1食タイプ　0食タイプ 群間差

乾季 礁．．． R：32 n＝7 n＝25

エネルギー

たんぱく質

脂質

糖質

カルシウム

鉄

力mチン

ビタミンB1

ビタミン82

ビタミンC

（Kcal）

（9）

（9）

（9）

（ng）

（㎎）

（μ9）

（㎎）

（㎎〉

（㎎）

664±218

　31±15

　20±8

　99±37

545±294

　6±4

　96±89

0．46±0．17

0．61±0．35

　13±9

567±229　　　　691±211

　26±10　　　　　32±　15

　23±　8　　　　　19±　8

　78±40　　　　　105±34

543±345　　　　545±286

　5±2　　　　7±4

155±164　　　　79±　47

0．45±0．19　　0．47±0．17

0．70±0．39　　0．59±0．34

　20±7　　　　　　11±9 1＞O

雨季　　　　　　煎＿＿＿＿＿＿n鹸旦＿ n＝9 n＝7 n＝17

エネルギー

たんぱく質

脂質

糖質

カルシウム

鉄

力臼チン

ビタミンB1

ビタミン82

ビタミンC

（Kcal）　　857±313

（g）　　　　　27±10

（g）　　　22±14

（g）　　　　141±48

（繍o）　　　293±137

（㎎）　　6±3

（μg）　　185±112

（㎎）　0。6±0．3

（用g）　　0．6±0．3

（㎎）　　　17±23

1087±285　　　880±159　　　　763±283

　33±9　　　　　28±4　　　　　25±10

　27±8　　　　　　23±6　　　　　　21±13

　181±48　　　　　143±29　　　　　120±44

405±124　　　　394±121　　　　328±201

　7±2　　　　　　6±2　　　　　　5±3

　248±60　　　　248±74　　　　17墨±103

0．78±0．20　　0．66±0．21　　0．45±0．20

0．68±0．20　　0．67±0．19　　0．50±0．27

　46±23　　　　　35±19　　　　　　7±5

2＞0

2＞＞0

2＞＞0

1＞o

1＞＞0

一元配慌分散分析及び多重比較の結
果有意菱がみられたもの

　　　　〉〉：P＜0．Ol＞：P〈O．◎5



表13　料理の組合せタイプ別 栄養素バランススコア
　　　　　　　　　　　（除クレッシュ）

　　　　　　　　　　　値：平均値±標準偏差

季 全体　　2食タイプ1食タイプ　0食タイプ 群間差

乾季＿＿＿＿焦＿一一n“＝32 Rニ0　＿＿＿＿＿＿＿凛三6 n＝26

一王．星域、三ユz＿一＿＿一＿＿一＿．＿＿。＿一＿＿＿＿．＿．＿＿＿＿．一．＿＿＿＿＿一一

50％未満 6．0±2．1 3．9±3．0　　3．3±1．9

70％未満 4．3±2．3 4．6±1．7　　4．8±2．2

適正域スコア 2．5±1．7 3。3±1．0　　2。7±1．5

雨季

ヨ三星城スユz＿．．一＿。．。一一＿一一一＿一＿一一一。一＿＿＿一＿．一一一＿＿一一一＿＿．一一＿。＿＿一一一＿一一

50％未満 3．5±2．6　1．6±2．3　2．1±2．1　　4．7±3。0 2《0

70％未満 5．0±2．8　2．8±2．7　3．9±3．9　　6．5±2．8 2《0

適正域ス〕ア　　　2．8±2．24．4±2．23．4±3．4　1．6±1．4　　2》o

平均

不足域，適正域共に10栄養素を各1点とし，得点（10点満点）を算出

一元配量分散分析及び多重比較の結果、

　有意差がみられたもの

　　　　＞＞：p＜0．◎1　　　＞：p＜◎．05



表14料理の組合せタイプ別　食材料別摂食量（除クレッシュ）

±

時期 食材料 全体 2食タイプ　1食タイプ　0食タイプ 群購差

乾季 n R＝32 n＝O n＝7 n＝26

米

小麦粉

小麦粉（チャパティ用）

ダル豆

肉

魚

卵

牛乳

チーズ

野菜

緑黄色野菜

淡色野菜

いも

油

塩

砂糖

24．5±　10．3

　27．2±　5．2

　9．2±14．9

　17．1±　9．2

　壌．4±5．9

　9．0±14。8

　0．0±0．0

254．1±196．4

　0．3±1．8

　31．8±30。3

　4．6±8．2

　23．6±21．0

　3．7±7．3

　6，7±4．1

　1．6±1．1

　11．9±　9、0

26．0±13．4

12．9±23．6

8．6±10．7

14．6±　9．6

0．0±0．0

9．0±12．7

0．0±0．0

24．1±　9．6

31．5±22．9

9．4±16．1

17．8±　9．1

1．8±6．6

9．0±15．6

0．0±0．0

284．3±234．5　245．6±189．0

0．0±0．0

68．7±34．2

17．4：圭：　8．G

36．0±23．1

15．3±　7．7

6．7±4．2

2．3±1．6

8．6±9．0

0．4±2．0

22．9±19．3

1．0±2．9

0．4±2．0

0．4±2．0

4．6±4．0

1．4±0．7

12．8±　8．9

1＞0

1＞〉◎

雨季 n nニ33 n＝9 n；7 n＝17

米

小麦粉

小麦粉（チャパティ用）

ダル豆

肉

魚

卵

牛乳

チーズ

野菜

緑黄色野菜

淡色野菜

いも

油

塩

砂糖

26．8±　 19．3

31．8±29．5

36．0±4｛｝．0

19．8±16．4

　1．5±8．7

　1．5±6．0

　1．5±8．7

23．5±11．2

48．4±37．4

55．3±15。5

20。7±　8．6

0，0±0．0

0．0±0．0

0．0±0．0

17．4±11．7

32．2±18，3

50．7±58．8

17。1±　7．6

0．0±0．0

0．0±0。0

0．0±0．0

32．5±23．4

22。9±26．1

19．8±34．6

20．4±21．8

6．5±20．3

2．8±8．2

2．9±12．1

215．8±127．8　255．6±96．2　258．6±114．7177．1±140．8

0．0±0．0

43．9±38．0

18．4±22．7

21．0±21．5

4．5±6．7

5．3±3．0

1．6±0．9

11．8±　8，5

0．0±0．0

43．2±42．3

2．5±5，8

23．8±19．6

6。7±7．0

7．6±2．3

2．2±O．5

17．8±　4．4

0．0±0．0

53．9±42。2

5．6±8．6

18．5±16。9

5。7±7．9

5．9±3．1

1．7±0．9

10．0±8．2

0．0±0。0

29．6±22．4

7．5±11．7

33．3±27響9

2．9±5．9

3．9±2．6

1．3±0．9

9．4±9．0

1〈0

2＞＞0

1＞＞0

2＜＜0

2＞＞0

2＞＞0

2＞＞0

1＜o

2＞1

一元配琶分散分析及び多重比較の結梨、有意差がみられたもの

　　　　　　　　＞＞　：p＜0．01　　　　　＞　：p＜0．05



表15 料理の組合せタイプ別 料理摂食頻度（除クレッシュ）

　　　　　　　　　　　　　　　　　±　’

時期 料理 全体 2食タイプ　1食タイプ　0食タイプ 群間差

乾季 n＿．＿．　　n＝32 n三q． n弍 nニ26

めし

チャパティ

パラタ

パン

サンドイッチ

ビスケット

牛乳

ダルカレー

魚カレー

肉カレー

野菜カレー

野菜スープ

〈だもの

チャイ

1．7±0．5

0．6±0．9

0．0±0．2

0．9±0．8

0．0±0．2

0。8±1．0

1．8±1．4

1．6±0。7

0，4±0．7

0．1±0．2

0．3±0．5

0．1±0．3

0」±0。2

0．9±0．9

1．6±0．6　　1．7±0．6

0．7±1．0　　0．6±0．6

0．0±0．0　　0．0±0．2

0．4±0．8　　1．0±0．8

0．0±0。0　　0．0±0．2

0。7±1．0　　0．8±1．0

1．7±1．5　　1．8±1．4

1．4±0．8　　1．6±0．6

0．6±0．8　　0．4±0．6

0．0±0．0　0．1±0．3

1．0±0．6　　0．1±0．3　　　1＞〉◎

0．3±0．5　　0．0±0．2

0．0±0．0　　0．1±0．3

0．4±0．8　　1．0±0．9

雨季 n nニ33 n＝9 n＝7 n＝17

めし

チャパティ

パラタ

パン

サンドイッチ

ビスケット

牛乳

ダルカレー

魚カレー

肉カレー

野菜カレー

野菜スープ

くだもの

チャイ

1．5±0．7

1．0±0。9

0．0±0．0

1．0±0．8

0．0±0。0

1．2±1．1

2。0±1．5

1，4±0．7

0．1±0．2

0．1±0．2

1．0±1．0

0．0±O．2

0．1±0．2

1．1±0．9

2．0±0．0　　1．4±0．5

1．8±0。4　　1．1±1．1

0．0±0．0　0。0±0．0

1．6±0．9　　1．0±0．6

0。0±0．0　0．0±0．0

1．4±1」　　1．1±0。9

2．4±1．0　　2．4±1．5

2．0±0．0　　1．4±0．5

0．0±0．0　0．0±0．0

0．0±0。O　O．0±0．0

2．0±0．0　　1．3±1．0

0．0±0。0　0．0±0．0

0．0±0．0　　0．3±0．5

1．8±0．4　　0．9±0．9

1．2±0．8

0。5±0．6

0．0±0．0

0．7±O．8

0．0±0。0

1．1±1。2

1．6±1．7

1．1±0．8

0．1±0．3

0」±0．3

0．3±0．6

0．1±0．2

0．0±0．0

0．8±0．9

2＞＞0

2＞＞0

2＞0

2＞＞0

2＞＞0

2＞＞0

2＞1

2＞1

1＞0

2＞1

一元配置分散分析及び多重比鮫の結乗、有意差がみられたもの

　　　　　　　　　〉〉：p＜O．Ol　　＞：p〈0．05



表16 料理の組合せタイプ別栄養素，食材料，料理の構成

乾季（nニ33） 雨季（n＝32

栄養レベル

　　料理の組み合わせタイプ

2食タイプ1食タイプ0食タイプ
　n＝O　　　　　　　　nニ6　　　　　　nニ26

　　　料理の組み合わせタイプ

2食タイプ1食タイプ　0食タイプ
　R＝9　　　　　　　　R＝7　　　　　　　　n＝17

栄養素等摂取量

　　　エネルギー

　　　たんぱく質

　　　脂質

　　　糖質

　　　カルシウム

　　　鉄

　　　力ロチン

　　　ビタミンBl

　　　ビタミン82

　　　ビタミンC

（Kca1）

（9）

（9）

（9）

（㎎）

（ng）

（μ9）

（㎎）

（㎎）

（㎎） 1＞0

2＞0

2＞＞0

2＞＞0

1＞0

1＞＞0

バランススコア

　不足域スコア

　　5e％未満

　　70％未溝

適正域スコア

2＜＜0

2＜＜0

2＞＞0

食材料　　摂食量

　　　　　米
　　　　　小麦粉
　　　　　小麦粉（チャバティ用）

　　　　　ダル豆
　　　　　肉
　　　　　魚
　　　　　卵
　　　　　牛乳
　　　　　乳製品

　　　　　野菜

　　　　　緑黄色野菜
　　　　　淡色野菜
　　　　　いも

　　　　　油
　　　　　塩
　　　　　砂糖

1＞＞0

1＞＞0

2＞＞0

2＜＜0

　2＞＞0

　2＞＞0
2＞＞0，2＞1

O
n
V

＞
〉
く
4
i
膠
－

料理 摂食頻度

めし

チャパティ
パラタ

パン

サンドイッチ
ビスケット

牛乳
ダルカレー

魚カレー
肉カレー

野菜カレー
野菜スープ
くだもの

チャイ

1＞＞0

2＞＞O，2＞1

　2＞＞0

2＞0

2＞＞O，2＞　1

2＞＞0

2＞＞0，2＞1

1＞0

2食タイプ：良好な料理の組み合わせの食事が2回

1食タイプ：良好な料理の組み舎わせの食事が1回

0食タイブ：良好な料理の組み舎わせの食事が0回

一元配擢分散分析及び多鳳比較の結県、有意差

がみられたもの　　＞＞：p〈o．◎1〉：p〈◎．偽



表17－a 幼児の体重レベル別人数

数値：人数％

男　児 女児 男女児計

　　　季　　乾季
体重レベル　　　nニ13

季
1
2

雨
F

季
1
9

乾
ド

季
2
1

雨
F

乾季
n　＝32

季
3
3

雨
『

良
好

A

B

C

1］（7・7）　i］（25・・）i］－iレ
4　　（12．5）　　10　（30．3）

歪D　7（53，8）5（41，7）7（36．8）7（33．3）14（43．8）12（36．4）

1：1］（3ぺ］（33．3）1］（4τ4）1］（3－4（438）”（33．3）

A，B，C，D，E，F：WHO　Gr◎wth　Chartの体重レベル



表17－b 幼児の身長レベル別人数

数値：人数％

男　児 女　児 男女児計

　　　季　　乾季
身長レベル　　　n＝13

季
1
2

雨
ド

季
1
9

↑
乙
二

古
手
n

季
2
1

雨
ド

乾季

n＝32

季
3
3

雨
解

良
好

A

B

C

11　（34．4＞　　16　　（48．5）

歪D　5（38．5）4（33．3）6（31．6）5（23．8）11（34．4）9（27．3）

1：1］（23．・）1］（16．7）；］（36．8）1］（28．6）10（31．2）8（24．2）

A、B，C，D，E，F：WHO　Growth　Chartの身長レベル



表18栄養素レベル，食材料レベル，料理レベルと発育との関係

＿」販一＿＿．5良＿．．】臓ヨ…良．一．＿．一良1受．．．＿＿添惣＿．．．烈杢良．．

栄養レペ轟 A，B，C　　　B　　　E，　F A，8，C　　　　B　　　　E，　F

含クレッシュ

栄養素等

摂取量

エネルギー

たんぱく質

脂質

糖賃

カルシウム

鉄

力llチン

ビタミンB1

ビタミンB2

ビタミンC

バランススコア
　　不足域スコア

　　　　　　70X未満

　　　　　　50X未満

　　適正域スコア 不良く重度不良

栄養素等

摂取畳

エネルギー

たんぱく質

脂質

糖質

カルシウム

鉄

力【コチン

ビタミンBl

ビタミンB2

ビタミンC

除クレッシュ

食材料

摂食畳

米

小麦粉
小麦粉（升’、°ティ用）

ダル豆

肉

魚

卵

牛乳

乳製品

野菜

緑黄色野菜

淡色野菜

いも

油

塩

槻

喪好＜＜不良

料理
摂食頻度

めし

チャパティ

パラタ

パン

サンドイッチ
ビスケット

牛乳

ダルカレー

魚カレー

肉カレー

野菜カレー

野菜スープ
〈だもの

チャイ

料理の

組み含わせ
タイプ

C÷P｝V

C＋P

C＋V

C

　一髭配置分散分祈及び多重比較の結渠、有
意差がみられたもの
くく；Pく書．斜　く：P＜昏，紡



表19 Cスラム街における入手可能な食物の種類と入手先

C懸辮②市場③小動店④露店⑤寂薩菜園　針

1穀類 穀類 米

小麦粉（全敦）

小麦粉

パン

トウモ0コシ

ラギ

バジラ

ジュワル

バー毒一

↓
・
・
†
↓
・

・
†
幽
†

十
十
÷
十
十
寺
十
十
÷

2
2
2
1
1
2
2
1
葉

↓
■
巳
†
↓
・

雛
†
↓
■

十
十
÷
十
十
十
十
十
÷

2
2
2
1
1
2
2
1
霊

5 0 9 0 0 14 5 0 9 0 0 14

ll豆類 豆類 ダル

ダイズ

乙
蕃
↓
－
・
†

整
マ
↓
，
9
†

弓
乙
2
り
己

霊
？
る
ー

盤
？
↓
・

り
乙
2

3 o 3 ◎ o 6 3　　　◎　　　3 ◎　　　◎　　　6

Hl乳・乳製晶

　および肉類

乳・乳製島 牛乳

スキムミルク

ヨーグルト

↓
・
・
†
・
†
↓
．

1
4
0
5
唾
唇
冒
4
■
量

↓
。
・
？
鑑
？

－
ー
－

0 0 4 0 0 4 0 0 4 0 0 4

肉類 牛肉

鶏肉

やぎ擁

羊肉

豚肉
レ1S－・

・
†
↓
－
乙
璽
↓
巳
・
†
↓
，
・
†

十 匪
2
葉
1
1
曝
－

7

・
†
↓
・
・
？
畠
？
ム
【
巳
？

0 0

1
1
壌
1
1
董

1 0 8 0 0 7 0 0 7

魚類 クツダ
イ
）
）
〉

べ
大
中
小

ン
（
（
（
ビ

ボ
魚
魚
魚
工

・
†
↓
，
↓
・
↓
肇
↓
・

肇
1
1
肇
－

今

1
▼
乙
猛

1

－
竃

o 5 9 o o 5

o　　、 0 5 11 1

十

0 17

IV果物・

　野菜類

果物 バナナ

パパイヤ

サポタ

ジャックフルーツ

ライム

マンゴ

スイカ

モモ

リンゴ

ブFウ
グアバ

オレンジ

パイナッブル

プラム

カシxx一フルーツ

　5、

↓
－
↓
・
書
†
十

十

十

・
†
陰
†

十 十

2
1
1
1
0
0
1
6
0
1
0
1
1
0
2
登

0　　　4　　　11
　　　　十

寺
↓
・
塞
？
↓
謬

季
o
？

を

↓
耳
‘
？

0　　　0　　　15
十

十

十

2
0
1
1
室
1
0
肇
2
0
2
0
1
1
0

0 9 0 1 1 11

縁黄色野菜　アマ5ンス

　　　　　ベンガルグラム￥　・一フ

　　　　　ブロードビーンリーフ

　　　　　トマト
　　　　　キヤペツ（葉）

　　　　　ドラムスティックリー一フ

　　　　　マスタードリーフ

　　　　　　　　s　、　　　　　’、

十
↓
霧
■
†
↓
・
鐸
↑

・
†
・
†

↓
1
↓
・
・
†
・
？
・
†

÷

2
2
2
2
2
0
2
望

↓
・
乙
摩
乙
屡
・
？
る
・
盒
▼
9
？

↓
・
乙
馨
↓
・
↓
・
‘
？
十
↓
・

0

2
⑫
る
2
2
り
ら
2
2

椴粟 一一Fノンノ

タマネギ

ダイrmン

ジヤガイモ

　ll

↓
琴
・
†
↓
ー
↓
蚕
・
†

↓
・
↓
・

↓
，
・
†

り
る
2
噌
■
2
砲
4

善
？
癌
轟
冒
↓
・

↓
警
■
？

十

2
り
る
1
0
60 5 0 4 0 9 0　　　4　　　0 3　　　0　　　7

その他の聾簗力1，1フラウー

　　　　　　ドラムスティック

　　　　　オクラ
　　　　　ナス
　　　　　キュウリ
　　　　　ニンニク

÷

十
↓
蕃
十
・
†
・
†

÷

↓
．
↓
羅
↓
ー
・
†
・
†

2

り
る
2
2
の
乙
9
ム0 6 0 6 0 12

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　o
　　　　　　癌　　　　　　　　÷　　　　　　　　2

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　0
　　　　　　垂　　　　　　　　季　　　　　　　　2

　　　　　　　｝　　　　　　　　十　　　　　　　　2

　　　　　　　十　　　　　　　　十　　　　　　　　2

　　0　　　5　　　0　　　5　　　0　　　10
0 27 0 17 1 45 o 28 0 17 1 46

V油脂および
　砂糖類

油雛 バター

ギー

　　砂糖

乙
覆
↓
層
↓
蚕

4
猛
蓼
－
肇

乙
響
↓
」 1

1
槻
はちみつ

↓
ー
↓
・
隻
†

1
1
1

■
†
↓
覆
婁
↑

－
畢
－

欽麟 海涼飲料類

果汁飲料類
ココナツジュース

サトウキヒ6シ．ユース

チャイ

コー　　一

÷

十

↓
ー
↓
浮
重
↑
↓
・

遷
｛
5
1
｛
墾
1
2

書
†
↓
・

艦
†
↓
1

」
馨
4
－
O
轟
V
1
1

◎

その他　　ビスケット

　　　　蝋
　　　　焼業子
　　　　ミルク菓子
　　　　　　　　1　＿

↓
「
・
†
↓
・
↓
膠
・
† 十

－
書
曝
噌
唇
り
る

塵
†
↓
隔
↓
・
・
†
↓
・

1
1
嘩
」
■
●
－

o 9 5 1 o 6 ◎ ◎ 5 ◎ G 5

’　び 0 0 13 5 0 19 0 o 13 2 0 15

　　　イン鎧のf5っの食ξ灘まに茜つく
慶φ4・；戴売している晶8，0慮；■配隠している品◎臓



表20幼児の食事カルテ　（c票） 〈事例E乾季〉
IB

20F10
Sex

ΦM
Mei；）e

Name Age　2y3m

T．f．

Zone Wei　ht

　D
Hei　ht

　D
H．S．

2，3

ID－D

ID－R

奮 綬6込8

エツ

1．栄　　レベル

　ア
G　ルギー

　イ

ｽんぱく

ウ 工 　オ
Jルシウム

カ 　キ

JO　ン

ク
V
B
1

ケ
V
B
2

コ
V
C

項目

摂取量 658 245 23．6 84．婁 520 3．6 3 0．25 0．57 6 董

RDA比 53．1 111．1 94．5 36．3 130 30．2 1．8 41．7 80．8 14．3 2

バランススコア

4．料理の組み合わせレベル

1 3

2 零

3 1

4 5

5 0

A§ 10



表21 食品群別　入手・保管・調理・食事の食物品目数 両季対象児

　　　　　　±

食品群 入手・保管 調　理 食　事 群間差

乾季

全食材料

穀類

豆類

乳肉魚卵類

野菜果物類

脂質・糖質類

その他

14．3±2．5

3．4±1．3

1．0±O．0

2．1±0．9

3．2±1．3

2．1±0．3

2．9±0．2

11．3±2．1

3．1±0．7

0．9±0．3

1．6±0．9

1．4±0．7

1．9±0．4

2．6±0．6

10。6±2，4

2．7±0．7

0．8±0．4

1．6±0．9

1．4±0。6

1．8±0．5

2．4±0．7

入〉〉鯛　　入〉〉食

入＞＞講　　入＞＞食

雨季

全食材料　　　　　　14．8±壌．6

秦斐業頁　　　　　　　　　　3．8±0．5

豆類　　　　　　　　　1．0±0．0

乳肉魚卵類　　　　　　1．5±0．6

野菜果物類　　　　　3．9±1．0

脂質・糖質類　　　　2．0±0．0

その他　　　　　　　3．0±0．0

12．5±1．6

3．6±0．7

0，8±0．4

1．2±0．4

2．3±0．9

2．0±0．0

3．0±0，0

11．5±2、2

3．3±1．0

0．8±0．4

1．2±0．4

2．1±1．1

1．7±0．6

2．4±1．0

入＞＞講　　入＞＞食

入〉〉調　　入〉＞食

一元配置分敷分析及び多1比較の結果，
有意差がみられたもの

〉＞：p＜001　　＞：p＜005



表22 入手，保管，調理，食事別 料理の組合せタイプ別食物・野菜の品目数（雨季）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　健：　均健±標準偏差

　　　　レベル

2　タイプ　1食タイプ　◎　タイプ　欝闇差

．．．．．一一．．一一．一．一一一一一Ill－

2　タイプ　1　タイプ　0　タイプ　群N差
n　：9　　　　　n＝7 nニ17 nニ9　　　　　　　　　　n＝7　　　　　　　　　n＝17

品自数
入手

入手＋保管

調理

食事（幼児〉

6。0±0．7

15．0±0．7

13．8±0．8

13．2±1．3

6．5±1。3

14．8±2」

12．0±2。0

11．5±1．9

5．9±2．0

14．7±2．1

11．9±1．2

10．3±2．1

2．8±0．4

4．0±0．7

3．2±0．4

3．2±0．4

2．8±0．5

4．5±1．0

2．3±1．0

2。3±1．0

2．7±1．4

3．4±1．1

1の6±0の5　　　2＞＞0

1．3±0．8　　　2＞＞0

目減り数

（入手＋保管）一調理

調理一食事（幼児）

〈入手＋保管）一食事（幼児）

1．2±0．4

0．6±0．9

1．8±1．3

2．8±1．9

0．5±1．0

3．3±2．5

2．9±1．5　　　2＜0

1．6±1．3

4．4±1．7　　　2＜0

0．8±0．8　　 2．3±1．0

0．0±0．0　　0．0±0．0

0．8±0．8　　　2．3±1．0

1．9±0。9

0．3±0．5

2．1±1．1　　　2＜0

一元配置分散分析及び多霊比較
の結県，有意差がみられたもの

　　　　　　〉〉：P＜0．01

　　　　　　〈：P＜o．05



表23 食物の目減り別CPV料理がそろう食事回数（雨季）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　値： 均値±標準偏差

＿」幽L＿　＿」ヨ越魎＿＿
（目減り数　0～1）　　（目減り数　2～5）

有意差

全食物
（入手＋保管）一調理

（入手＋保管）一食事（幼児）

1．5　（0．8）

　（n・　6）

1．8　（0．5）

　（n＝4ノ

0．5　（0．5）

　（n　＝1の

0．6　（0．8）

　でη譜12ノ

小〉大

小〉〉大

（入手＋保管）一調理

（入手＋保管）一食事（幼児）

1．5（0．8）

　（nニ6／

1．5　（0．8）

　（n＝6ノ

0．5　（0．7）

　rη謬1の

0．5　（0．7）

　（n　＝1の

小〉大

小〉大

一元E置分敬分析及び多重比較
の結果，有意差がみられたもの

　　　　　＞〉：P＜O．01

　　　　　＞：P＜0．05



付表1 乾季調査票

Da之02000／　　　　　／ W6athor Temp．　　　　℃ ID－D ID－R

Name Weight
@　　　　　　　　　　　K

Height

@　　　　　　　　　　　　　　C餓

District　of　Home：

Sex Date　of　birth

覆

ReIigion Number　of　family：

1．General　and　Physiology　survey

No． Nar鴇e Sex Rala乏lo義 Daセe　of　8irセh Age Occ． Tlr轟i轟9 Place H．S

1

M・F

2
M・F

3
M・F

4
M・F

5
M・F

6
M・F

7
M。F

8
M・F

9
M・F

10
M・F

［Occupatio轟］

@　　　　　　1Farmer　　　　　　　2Fisherman　　　　　　　　3　Driver　　　　　　　4Marchant

@　　　　　　5House　wif6　　　　　6しaborer　of　Gomestic　　7Government－of日cer

@　　　　　　8St繕de轟t　　　　　　　　　g　Nor㍉e　　　　　　　　　　　　lG　OtheK　　　　　　　　　　　）

mHealth　status】

@　　　　　　1Fatigue　　　　　　　2Fever　　　　　　　　　　3Cough　　　　　　　4Spuntum
@　　　　　　5Ski轟er“otlo轟　　　　　6Skl面ltchlr獲　　　　　　　　　7　Diarrhea　　　　　　　　8　Na“sea

@　　　　　　9Vomitin9　　　　　　10　headache　　　　　　　ll　Nocturnal　fヒoquenoy　of　rination

@　　　　　12しoss　of　aoeセlt③　　曝30aloitatio轟　　　　　　14　Weak轟ess　of　r憤ernory

@　　　　　15Sleeolessnes　　　　16　NauralgiR　　　　　　　　17　Low　back　pain

@　　　　　18Presbvoosia　　　　　l　g　breathlessness　　　　　20　Cardiac　pain

@　　　　　21Arthralgia　　　　　22　Weak◎ess　of　r轟e銅鳥orv　23　Palpitation

@　　　　　24Dizzines　　　　　　　250ther〈　　　　　　）　　　26　Activ③＆Healthy



2

3

）壌

）2

）3

）4

）
）
『
0
の
0

）1

）2

）3

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［lx　＝wtm

How　b轟g　have　you　bee義IM纏g　in　this　area？

①しeSS　than　1　year

②1－5years
③Over　10　years

How　many　times　do　you　purcase　or　get　f60ds　fヒom　sh◎p◎r　market？

①Alm・st　everyday
②4－5times　per　one　week

③2－3tl蹟es　per　ene・week

④Alm・st　once　per　week

⑤Other　（　　　　　　　　　　　）

VVhlch　kind　of　shoP（place）do　yo纏P“rchase　or　get　f60ds　normaly？

①govemment　sh。P

②markets
③gr・ceries
④open－air｛fe・d　sh・ps

⑤kicken　gar（　　　　　　　）
⑥creshe
⑦Other　（　　　　　　　　　　　）

Do　you　receive　some　food－services？

①No
②Yes

　　　　　　　　　　　　　tt
lf，　　Yes　，　what　kind　of　fbod　services　do　you　receive？

How　do　you　get　water　fbr　cooking　and　drhkhg？

①Drawing　water　from　a　well　by　jog　every　night．

②Getti轟g　direc廿y　thr・ugh　a　water　pipe　t・h・raetank．

③Getting　water　fr・m　a　water　wag・n．

④Purchasing　a　b◎ttle・water．

⑤Other　（　　　　　　　　　　　）

Who　is　preparing　dishes　for　child　everyday？

①Mother
②M・ther　in　law・r　anty

③Gr。und・mether

④Other　（　　　　　　　　　　　）

Is　the　electric　service　available？

①Yes．
②N・、

Electric　apPlianeces　of　your　home

①Reffigerat・r

②Radi。
③Televisi。n

④Fan
⑤Mlxcer
⑥Other　　　　　　（　　　　　　　）



　4）　Rhd　of　heat　source

　　　　①Pr・pane　gas③
　　　　②St・ve　　　　　④

　5）　Do　you　have　a　dl轟轟er　table？

　　　　①Yes．

　　　　②N・．

4VVhich　do　you　like　better　for　eating？

　　　　①Rice　vs．　Bread
　　　　②Potato　vs．　Fish
　　　　③Milk　vs．　Tea
　　　　④Dhal　vs．　Eg9
　　　　⑤Meat　vs．　P。tato

Wood
Other

51s　your　husband　helpfUl　for　you（house　management，Child　care）？

　　　　①Yes．

　　　　②N・．　If”Ne．　”，　What　is　the　reas。n　why？

6Whlch　do　you　purchase　when　y◎“have　Rs．50　fbr　fbods　of　y◎ur　family？

　　　　①Rice　vs．　Bread
　　　　②P。tat・　vs．　Fish

　　　　③Milk　vs．　Tea
　　　　④Dhal　vs．　Eg9
　　　　⑤Meat　vs．　P。tat。

7Can　you　receive　c“re　a轟d　care　fヒom　medical　ce就er　er　clinic　for　yeur　child　easy？

　　　　①Easy

　　　　②N。t　easy肝”Not”，　What　is　the　reason　why？

81n　case　shareing　dishes　or　giving　fbod　to　your　child，

　What　is　the　most　important　reason　fbr　your　c撮ld？

　　　　①Depend・n　the　physical　status　of　your　child。

　　　　②The・nutritive・values・f　f。・ds　are　suitable　fbr　y。ur　child．

　　　　③The　prlce・f　the　f。。d・is・suitable・f・r　y。w　chlld．

　　　　④Depend。n’boy’or’girゼ．
　　　　⑤Depend・n　age・f　y。ur　child．

　　　　⑥Other

9Which　is　more　important　fbod　fbr　your　child？

　　　　①Rice　vs．　Bread
　　　　②Potato　vs．　Fish
　　　　③Mlk　vs．　Tea
　　　　④Dhal　vs．　Eg9
　　　　⑤Meat　vs，　Poセt。



Famil　name Child　name Sex：M　F　　　　m
ID： T◎tal　f6mil　r轟er轟bers

Date：2000／　　／　　　　　　Weather：　　　Temp： Number　of　children

Time 呂eha． N疏meofDi

eoodstuffs

Amount A．P． Scetch　of　Foods　and　dishes

Pnculudin　our　f自m腿　members．

Check



Food　Records　2 Ch調d　atHome

Fami謄name Child　name Sex：M　F　　　　m
1D： Total　famil　members

Date：2000／　　／　　　　　　Weather：　　　Temp： Nu鵜ber　of　children

Tlme Beha． Name　of　Di

eoodstuffs

Amount A．P． Scetch　of　Foods　and　dishes

Pnculudin　our　famil　members．

Check

欄



Food　Records　3 Cresh

Date：2000／　　／　　　　　　Weather：　　　Tem： Total　R　of　Childrer讐

Menu Number　of　absent

Number　of　stuff

Time 8eha． Nar論e　ofDi

eoodstuf偽

Amount AP． Scetch　of　Foods　and　dishes

@Inculudi「墓　childre轟a轟d　stu蒔S．

Check



Food　Records　2 Child　at　Home

Famil　nam¢ Child　name Sex：M　F　　　　m
ID： Total　fam弱　members
Date：2000／　　／　　　　　　Weather： Temp： Number　of　children

Time Beha． Name　of　Di

eo◎ds加ffs

Amount AP． Scetch　of　Foods　and　dishes

P轟Cd疑di轟　　　0弩「糖「轟遜　「轟e「轟bers．

Check



Getting　and　Stock　of　Food

Name Date Weather T．F．　　　　：D

Gettin

Food FG P Amount　of Price（Rs．） Cooked Remnant S＊＊＊

1

2 ．

3

4

5

6

7

8

9

10

T

Stock
Food＊＊＊＊ FG P＊ Amount　of Price（Rs．） Cooked Remnant S＊艸

1 Rice

2 Wheat刊our

3 Dhal

4 Vegetable◎il

5 Salt

6 Sugar

7

8

9

10

T

＊　　　Food　Groups

＊＊　Accessing　Place　of　food：Shop，　Marke・しKichen　garden，αven　and　o廿ler

＊＊＊Stock
＊＊＊＊Based　on　the　results　of　pre－research　in　C　sl疑r轟aroa　o轟Ja轟．2000

Total　Stock　of　Foods

Stock　　　　　　　Getti轟g　　　　　　CooklRg　　　　　　Rem総a総t Total



Available　Foods（Chuim　s繍rvey　2000）

tType　of　place（sh。P）

1．Govemment　sho 2。Market　3．　Street　sta奮14．Sho 5．Kichen　arden　6．other（ ）

2．Available　foods

F．G．：Food　Groups



Field　Map（Chuim　survey　2000）

1．Places　for　accessing　foods　and　water

　　GS：govemme碗t　shop，　S：sh◎p，　M：market，　SM：street　stall，　G：kichen　garden

　　W：we麗　，　T：to鱈et，Wa：washhg　zo費e

2．Institutions，　buildings

　　P：posセ℃伍ce，　Po：Pdice　station，　HP：hospital，　C魅．：clhic，　D：drugstore，

　　KG：kindergarden，　Sc：school，　Cu：church，　Hi：Hindu　temple，　Mu：Musc



付表2 雨季調査票

Date　2000／　　　　／ Weather Temp．　　　　℃ ID－D 1D－R

Name Weight
@　　　　　　　　　　　K

Height

@　　　　　　　　　　　　　　cm

Disthct　of　Home：

Sox Da毛o　of　blrセh

m
Re籔gio貧 Nも薩搬ber　of　fa鵬縫y：

1．General　and　Physiology　survey

No． Name Sex Ralation Date　of　Birth Ago Occ． Timing Place H．S

1

M・F

2
M・F

3
M・F

4
M・F

5
M・F

6
M・F

7
M・F

8
M・F

9
M・F

10
M。F

［Occupation］

@　　　　　　1Farr犠er　　　　　　　2Rsれer蒲aR　　　3Drlver　　　　　4Marcわa欲

@　　　　　　5House　wifo　　　　　6Laborer　of　comestic　　　　　　7　Government－of石cer

@　　　　　　8Student　　　　　　　　　9　None　　　　　　　　　　　　　　　　100ther〈　　　　　　　　　　）

mHealth　status］

@　　　　　　璽Faゼ鯛e　　　　　　　　2　Fever　　　　　　　　　　　3　Co“gh　　　　　　　　4Sp穫轟t縫m

@　　　　　　5Skin　eruPtion　　　　　6　Skin　itchin⊆　　　　　　　　7Diarrhea　　　　　　　8Nausea
@　　　　　　gVor轟ltlr覆　　　　　　　　　　10　headache　　　　　　　　　　　　l　1　Noct繕rr墾al｛セeq纏o轟cy　oぞrl轟atio轟

@　　　　　12Loss　of　aPetite　　13　DalDitation　　　　　　14　Weakness　of　memory
@　　　　　15Sleeolessnes　　　　16　Nauralgin　　　　　　　　17　Low　back　pain

@　　　　　18Presbvoosla　　　　　lg　breathless轟ess　　　　　　　　20　Cardla◎ρal鋒

@　　　　　21Arthralgia　　　　　22　Weakness　of　memorv　　　　23　Palpitation

@　　　　　24DizziRes　　　　　　　250ther〈　　　　　　）　　　　　　　26　Active＆Healthy



2

）1

）2

）3

）4

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一

H◎wlo轟g　have　yo嬢bee織鑓ving　inthis　area？

①Less　than　l　year

②1－5years
③Over　10　years

How　often　do　you　get　fbods丘om　shop　or　market？

①Alm。st　everyday
②4－5times　per　one　week

③2－3　times　per　ene・week

④Almost・nce　per　m・nth

⑤Other　（　　　　　　　　　　　）

VVhich　kind　of　sh◎p（place）do　you　purchase　or　get　f6◎ds　normaly？

①govemment　sh・P

②markets
③groceries
④・pen－air　fo・d　sh・ps

⑤kicken　garl（　　　　　　　）
⑥creshe
⑦Other　（　　　　　　　　　　　）

Choose　food　items　which　redure　their　intake　of　rainy　season　compare　to　dry　season．

①
②
③
④
⑤
⑥
⑦
⑧
⑨
⑩
⑪

Rice

Wheat
Dhal
Fish

Coconut
Sugars
O銘

Fruits

Vegetables

Others　（　　　　　　　　　　　　）
There　is　no　difference　between　dry　season．

5）　H◎wdo　you　get　water　f◎r　cooki胸g　a轟d　driRking　l轟rairきy　seasor嚢？

　　　⑦DrawiBg　water　frem　a　we難by　Carrying　usingjog　every　night．

　　　②Gettlng　directnゾthrough　a　water　pipe　to　home－tank．

　　　③Getting　water　fr。m　a　water　wag。n．

　　　④Purchasing　a　b。ttle　water．

　　　⑤Other　（　　　　　　　　　　　）

6）　Rind　of　heat　sourse

　　　①Pr。pane　gas

　　　②Stove

　　　③W・・d

　　　④Other　（ ）



［iZ＝＝［di　EM
3Which　do　yo“purchase　fbr　your　ch補d　whe轟y◎u　have　50Rs　for　fb◎ds？

①
②
③
④
⑤

Rice

Potato
Milk

Dhal

Meat

コ
　
　

　
　
　

サ
　
　

ロ
　
　

ロ

S
S
S
S
S

V
V
V
V
V

Bread
Fish

Tea
Egg
Potato

4Can　you　receive　cure　and　care　by　medical　center　or　clinic　for　your　child　easy？

①Easy
②Not　easy　lf　”N・t”， What　is　the　reason　why　you　can　not　receive　them？

5When　you　share　dishes　to　your　child，　what　is　the　most　important　reasn

　why　yo“share　to　your　ch認d？　Please　answer　only◎ne．

①
②
③
④
⑤
⑥

Depend　on　the　physical　status　of　your　child．

The　nutritive　values　of　foods　are　suitable　for　your　child．

The　price　of　the　f◎od　is　suitable　for　your　chlld．
　　　　　　　　　　　　N　　　　　　　　　　　　　　　　　N
Depending　on　boy’or　　girl’．

Depending　on　age　of　your　child．

Other

6How　often　do　you　cook　fish　fbr　curry　in　rainy　season？

①
②
③
④

Inever　cook　fish．

Once　a　week

Twice　a　week

Ove「　three　ti搬es　a　week

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、7What　kind　of　situatiean　when　you　co◎k

　Please　answer什ee．

Fish　curry’？

8Which　co　you　wa轟t　to　give　to　your　child　much　more．

　Compare　two　fbods，　please　answer　one．

①
②
③
④
⑤

Rice

Potato
MiIk

Dhal

Meat

コ
　
　
　
の
　
　
　
ロ
　
　
　
　
　
　
　
　

S
S
S
S
S

V
V
V
V
V

Bread
Fish

Tea
Egg
Potato



Far轟il　har鴇e Child轟ame Sex：M　F　　　　m
ID： Total　famU　members
Date：2000／　　／　　　　　　Weather：　　　Temp： Number　of　children

Time Beha． Name　of　Di

eoodstuffS

Amount A．P， Scetch　of　Foods　and　dishes

撃獅モ浮撃浮р奄氏@our　f自mil　members．

Check



Food　Records　2 Child　at　Home

Fam闘　name Child　name Sex：M　F　　　　m
ID： Total　famil　members

Date：2000／　　／　　　　　　Weather：　　　Temp： Number　of　children

Tir轟e 8e擬a． Na鵬e　ofDl

eoodstuffS

A蒲ou就 A．P． Scetch　of　Foods　ahd　dishes

unculudin　our　famil　members．

C熱ock



Food　Records　3 Cresh

Date：2000／　　　／　　　　　　Weather：　　　Tem： Total　n　of　Children

Menu Number　of　absent

N“mber　of　stuff

Tlme 8eha． Nar轟e　of　Di

eoodstuffs

Ar熟◎unt A．P． Scetch　of　Foods　a織d　dlshes

@Incu』din　　children　and　stuffs．

Cb8ck



Food　Records　2 Ch闘d　atHome

Famil　name Child　name Sex：M　F　　　　m
ID： Total　far顧1　櫓embers

Date：2000／　　／　　　　　　Weather：　　　Temp： Number　of　ch闘dren

Time Beha． Name　of　Di

eoodstu仔s

Amount A．P． Scetch　of　Foods　and　dishes

ﾄ轟c疑畢疑dl轟　　　o疑r｛rarr擁l　rr雛er轟bers．

Chock



Getting　and　Stock　of　Food

Name Date Weather T．F． ID

Gettin

Food FG P Amount　of Price（Rs．） Cooked Remnant S＊＊＊

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

T

Stock
Food＊＊拳＊ FG＊ P Ar轟o纏就of Prlce（Rs．） C◎oked Rer踊a轟t S＊＊＊

1 Rice

2 Wheat刊our

3 Dhal

4 Vegetable　o藷

5 Salt

6 Sugar

7

8

9

10

T

＊　　Food　Groups
＊＊　Accessing　Place　of　food：Shop，　MarkeちKichen　garden，　Given　and　other

＊＊＊Stock
＊＊＊＊Based　on　the　results　of　pre－research　in　C　slum　area　on　Jan．2000

Total　Stock　of　Foods

Stock　　　　　　　Getting　　　　　　　Cooking　　　　　　Remnant Total



付表3 地域で入手可能な食物地図（a票）

カトリック教会

C．C．C．　道院
チュイムコミュニティセンター

C．C．C．内託児所（クレッシュ

ヒンドウ

寺院

①公正
価格店

こども

ξ

②市場

⑤家庭蘂園

④露店

第1次産莱

③小売店

足立（1997）の　’人間の食生活・地域の食生活・環境との
関わりの図”に加筆



付表4 世帯での食物入手，保存，調理，供食の流れ図（b票）

Cart　of　Av　ilabilit　　＆　Accesεibilrity Season　D　R　ID Sex　MFAe m　　Natne Zone： Total　fam。 Check　1 Check
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付表5幼児の食事力ルテ（c票）
ID－D

ID－R

奮

エツ

1．栄養素レベル
（1）エネルギー・栄　　　　　量（ 〉

　ア
Gネルギー

　イ

ｽんぱく

ウ 工 　オ
Jルシウ

カ 　キ

JO　ン

ク
V
8
1

ケ
V
醜

コ
V
C

項目

1 摂取量 1

2 RDA比 2

2 バランススコア 2　パのン　コア
1 も正， 1

2 89－70 2
3 69－50 3

4 50　・ 4
、P　　　　　， 5

△轟 粉

口

4．料理の組み合わせレベル

ブ

CPV
CP
CV
C

P

食事区分　ア．起床時　　イ．朝食　　　ウ．間食　　エ．墨食　　オ．闇食　　力．タ食　キ．就寝前 V

喫食時刻　　　　　・　　　　　：　　　　　：　　　　　　　　　　　：　　　　・
CPV　°：

立
1 C

2 P

3 V
4 の

5 CPV



付表6 幼児の体格評価図 （d票）

Fig．2．　Service　chart（for　boy） A．Face　of　chart
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付表7インド人の栄養所要量

エネルギー

　kcal

たんぱく質 脂質 糖質 カルシウム

m m

鉄 力ロチン　　ビタミンB1ビタミンB2　ビタミンC

m m m
0－6ケ月 560 12 30 60 500 7 1400 0．3 0．3 25

7－12ケ月 890 14 35 130 500 7 1400 0．5 0．5 25

1－3歳 1240 22 25 232 400 12 1600 0．6 0．6 40

4－6歳 1690 30 25 336 400 18 1600 0．9 0．9 40

出典）Nutritive・value・of・lndian・foods，　National・lnstitute。f・Nutrition，　lndian・C。uncil。f・Medical　Research（1999）

　　ただし，糖質の所要量については，ヱネルギー所要量から，たんぱく質，脂質から得られるエネルギーを差し引い　たものを，糖質から得るものとして算出した

　　鉄の所要量については，Requirements　of　Vitamin　A，　kon，　Folate・and・Vitamin・B　l　2，　RepOrt。f　World　Health　Organization（1985）を参照した．



付表8 インドにおける5つの食品群

食品群 食 品 主な栄養素

穀類および穀類製品

　　　　Rice，　Wheat，　Ragi，　Bajira，　Maize，

　　　　Jowar，　Barley，　Riceflakes，　Wheat　fiour

エネルギー，たんぱく質，

脂質，ビタミンB1，ビタミン

B2，葉酸，鉄，食物繊維

豆 　類

Bengalgram，　Bbckgram，　Greengram，

Redgram，　Lentil（whole　as　we醸as

dhals），　Cowpea，　Peas，　Rajmah，

Soyabeans，　Beans　etc．

エネルギー，たんぱく質，

脂質，ビタミンBl，ビタミン

B2，葉酸，鉄，食物繊維

乳・乳製品および肉類

Milk：

Milk，　Curd，　Skimmed　milk，　Cheese たんぱく質，脂質，ビタミン

B2，カルシウム
Meat：

たんぱく質，脂質，ビタミンB2
Chicken，　Liver，　Fish，　Egg，　Meat

果物・野菜類

　　　　Fru　its：

　　　　Mango，　Guava，　Tomato，ripe，　Papaya，

　　　　Orange，　Sweet　rime，　Water　melon，

　　　　Vegetables（Green　leafy）：

　　　　Amaranth，　Spinach，　Gogu，　Drumstick

　　　　leaves，　Coriander　leaves，　Mustard

　　　　Ieaves，　Fenugreek　leaves

　　　　Other　vegetavles：

　　　　Carrots，　Brinjal，　Ladies　fingers，

　　　　Capsicum，　Beans，　Onion，　Drumstick，

　　　　Culiflower

カロチン，ビタミンC，食物繊

維

脂質，カロチン，ビタミンB2，

葉酸，カルシウム，鉄

食物繊維

カロチン，葉酸カルシウム，

食物繊維

油脂および糖質類

　　　　Fats：

　　　　Butter，　Ghee，　Hydrogented　oils，

　　　　Cooking　oils　like　Ground　nut，　Mustard，

　　　　n．Annm　1を

　　　　Sugars：：

　　　　Sugar，　Jaggary

エネルギー，脂質，脂肪酸

エネルギー

出典）Nutritive　value　of　lndian　foods，　National　lnst伽te　of　Nut湘on，　Indian　Council　of　Medical　Research（1999）

　　　　・ただし，食品名についてはインド独自のものが多いため，現地公絹語である英詔のまま表記した



付表9 クレッシュで供されている食事のエネルギー・栄養素

乾　季

昼食のパターンエネルギーたんぱく質脂肪糖質カルシウム 鉄 カロチン VBI VB2 VC

Aめし，卵カレー　　　388　　10．2　　10．9　　62．8
8めし，ダルカレー　　408　　11．1　　　9．3　　70．8

Cめし，魚カレー　　　400　　15．1　　10．0　　　63．1

Dめし，野菜カレー　　400　　11．0　　　9．4　　　68．7

Bめし，ダルカレー　　408　　11．1　　　9．3　　70．8

Cめし，魚カレー　　　400　　15．1　　10．0　　　63．1

175　　　　2．4　　　　　　128　　　　　0．3　　　　　0．3　　　　　　3

176　　　2．7　　　　 101　　　　0．4　　　　0，3　　　　5

308　　　　4．1　　　　　　　86　　　　　0．3　　　　　0．3　　　　　　3

179　　　　2．8　　　　　　378　　　　　0．4　　　　　0．3　　　　　　5

176　　　2．7　　　　 101　　　　0．4　　　　0．3　　　　5

308　　　4．1　　　　　　86　　　　0．3　　　　0．3　　　　　3
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クレッシュのは月～土曜日まで，昼食のカレーのみ異なるサイクルメニューであり，調査日に対象児が摂取したエネルギー・栄養素価は上表を参考にした．



付表1000さんの家庭内での食物の動き（ウイハ）

プロセス

食物

生

保　存
食情報収集・ラン

材料の調達

調

理

食

事

用具の準備

洗　浄
下調理
加熱調理

調　味

分　　配
食事時の調味

食べる

コ
コ
ナ
ツ

バ
ナ
ナ

キ
ャ
ッ
サ
バ

ヤ
ム

鶏 魚 魚
・
貝

レ
モ
ン

コ
コ
ナ
ツ

マ
ン
ゴ
ー

卵 揚
げ
パ
ン

食
塩

砂
糖

豚
油

バカロロイ

オタ

オタ

朝食
間食

≡（コロ
　　揚げ卵

タ食

出典）山本妙子，足立己幸：トンガ人式健康法の変化に学ぶ，p55，全国食糧接興会（1986）



付表11 幼児の健康観察

髪
の
つ
や
等

顔
　
色

元
気
そ
う
か

目
の
輝
き

年
齢

性
別

体
ー
エ
リ
γ

健康観察乾季

年
齢

性
別

体
夏
エ
リ
γ

目元顔髪
の気　　の

嚢鴨
　か　　等

健康観察雨季

C　M　1　△△×△　目の輝きはあり，元気そうにしているものの髪が細く，少ない CF　1　△△x△　顔色が青白い．髪が細く，少ない．
　　　　　　　　　　　顔色が悪く（血の気がない）皮膚が薄片状になっている．髪の毛
D　F　2　△×××　　　　　　　　　　　につやが無く，細い．
　　　　　　　　　　　うつむき加減で目がどんよりしている，髪の毛につやがない
　　F　2　　x△×△

　　　　　　　　　　　母親から離れず，動きが鈍い．保育時聞は座ってぼんやりしてい
　　F　2　　xx×x　ることが多い．

　　M2　△△△△腕や足の皮膚が乾燥している・いつも汗をかいている

E　M1 X×△X

F　1　　△×x△

《
乙
り
6
《
乙

F
M
M
M　2

△×××

△△O×

O△Ox
△△△×

F　3　　0△△x

F　3　　△xO×

M　3　　△△△x

F　3　　△×△△

F　4　　××x×

F　2　　△△×　×

F　2　　△△△△

F　2　△O△×

よりも遊びに対する積極性がでてきた，

元気がなく，顔色が悪い．目の輝きは若干わるく，髪のつやはな
い．頭髪にシラミがいる．

声が大きく，いつも明るい表情をしている．髪が細く，つやがない．

置立することができず，起立したときふらついたため，母親に抱

えてもらって体二を測定した．

発熱（38°C以上）あり，顔色が悪い．熱っぽいためか，目は輝き

を放っているものの，なみだ目で，鼻水がでている．

発熱しており，遊びの時間ぐったりしている．髪は細く，つやがな

顔色はよく，つやがある．髪は細くつやがない．

頭髪にシラミがいる．目の輝きがあり楽しそうに過ごしている．

養育者によると「夜泣きをする」．髪が細く。つやがない．

DM　1　△x××

F　2　　△×△x

M　　1　　△△×　x

F
F
M

2
3
ウ
傷

F　2

×　×△X

△OO×
△OOx
△x△△

保育時闇部屋の隅に座ったままぼんやりしていることが多い．髪に
つやがない．

体重計を怖がったため，体重測定は母親に介助してもらった．

祀τ箱…欝賑…t澱糎瓢で激じζ縦獅灘は舶ili’1””
　　　　　　　　　　　　　養育者が迎えにくると，しがみついて離れない．保育時闘はひとり

　　M　2　△×△x　遊びが多く，積み木を独り占めにし，仲間はずれになる．

なみだ目で発熱している．

保育時間は活発でいつも楽しそうにしている．

昼食時よくおかわりをし，よく食べている．頭髪はつやがなく，細い．

いつもうつむき加減で，母親から離れない．発熱はないが，なみだ
目である．

大きな声で保育者や養育者に答える．元気そうに見られるが，顔
色，唇の色が悪い．

顔色はよく，肌にはりがあるが，髪が細くがさついており，つやが

ない．っ養育者によると「夜泣き」をするため，夜間の睡眠が少な

いとのことだった．

母親のそばを離れず，1人で体重計に乗ることができなかった．
（体重計に対して恐怖心を抱いたらしい）髪が極端に赤毛で，
つやがない．

遊びの時間，食事時間も積極的に輪の中に入ろうとせず，1人あ
そび，1人食べをしている．

どんな時もうつむき加滅で淋しそうにしている．なみだ目で，顔色
も青白く，髪も細く少なくまたつやがない．両親の離婚により全く

収入がなく，母親がサーバント，物乞いによる収入で生活してい

F　3　　△×△x

F　4　　△x△x

M　3　　×　X　X　×

発熱があり，元気がない．保育時間は保母の側を離れずじっと座っ

ている．

体重計に恐怖心を抱き，自分で乗らなかった．髪が赤く，細い．

なみだ目で，元気がない．昼食時間に輪の中にはいらず，食べるt
が少ない．7月21日調査で保母が手で食べさせる回数が4回だった

（平均ひとり10回以上食べる）



付表12気候や産業活動からみた乾季と雨季の特徴
項目 乾季（10月～5月） 雨季（6月～9月）

気候

交通
通信

最高気温37°C，最低気温28°C

降雨はほとんどない

一般道路は舗装されおらず，路面が灼熱のため乾燥し多量の
砂埃が発生する．

鉄道の線路が灼熱のためゆがみが生じ，補修を行う

最高気温32℃，最低気温28°C

降雨量2000mmで年間降雨量の98％が雨季に降る
降雨により道路が冠水し交通遮断が起こる

降雨により鉄道ダイアが乱れ，遮断される

自動車，リキシャ，馬車など輸送量が激滅する

路側帯が崩れ，歩行困難になる
郵便物配達が遅延する
強風を伴う大量の降雨により，電話回線が遮断される回数
が増える

情報　公共新聞スタンドに設置されている新聞は3部（ヒンディ梧1，マ
　　　　ラーティ語2）

　　　　地区内有線放送で夜間9時までインド映画の音楽を流す

　　　　C．C．C．の連絡板を確認に来る住民が少ない

公共新聞スタンドに新聞が配達されない日が増える．

公共新聞スタンドが強風を伴った降雨により一部倒壊する

ため，新聞が配達されない

有線放送を停止する日が増える．また現地膳のニュースを
流し，雨季の気象状況に関するニュースを放送する
C．C．C．の連絡板を確認に来る住民が急増する

衣生活 共同洗濯場の井戸が干上がるため洗濯できなくなる

洗濯物は屋外に干す

戸内での衣服は男性はドーティ（腰巻）1枚，女性は綿サリー，

子どもは着衣なしが多い

乾季の履物はほぼ皮製のサンダル（チャッパル）である．

クレッシュの保育着は両季とも木綿ブロードの丸首シャツとブル

マーで乳児のみ木綿晒しのオシメを着用する．糧相をした乳幼
児はその都度替える．

共同洗濯場の井戸に雨水，汚水が流れ込み不衛生になる
洗濯物を屋外に干す世帯も，屋内に干すN帯もどちらも乾
燥しない

戸内での衣服は乾季と変わらないが，戸外で多量の降雨
時でも傘を使用しない．（傘を持っていない）

戸内に保管（というより放置）してある衣服にカビが発生す

戸内に保管（というより放置）してある履物（皮製サンダル，

現地価格で40ルピー，邦貨で100円程度）にカビが発生す
雨季t子どもははだしが多い．大人は完全防水のビニール
またはゴム製のサンダルを履く者が増える．長靴は特殊な
作業員以外は持っていない．

乾季と同じ

住生活 雨季に備えて藁吹き，トタン楓ビニールシート，泥壁で作られ

ている家屋の保守および補修工事を行う世帯が多い

窓，通気ロがない住宅の室内の最高気温は日中40℃以上にな
る

室内が暑いため夜間の睡眠を戸外（住居の前で）でとる住民が
増える

排水溝が干上がりひび割れが生じる
排水溝を住処としている鼠嵐ノラネコ，ノライヌが見かけ上減

少する

強風を伴った大量の降雨により，家屋の倒壊，一部倒壊が
多発する
土壁，コンクリート壁，藁吹きの家屋は外壁にカビが発生

室内の湿度が高まり，不快指数が高くなる

降雨により道路が冠水し，汚水が住居に流れ込み，床上

浸水する世帯が多発する
強風を伴う多量の降雨により住居の停電が多発する

排水溝が冠水し汚水が住居に逆流する
鼠族，ノラネコ，ノライヌが増え，ゴキブリ，が大量に発生す

る．降雨の合間に気温が上昇すると蚊が大量に発生する

食生活　調理，飲用水供給パイプラインによる供給時間帯が短縮される

調理，飲用水の井戸が干上がり，供給量が減る
鯛理，および飲食を戸外で行う世帯が増える．戸外で認理する
N帯は，狭い室内を調理加熱用コンロの排気により汚染される
ことが少なくなる

生ゴミ収集場所のゴミが悪臭を放つ

生ゴミを拾いに住民が殺到する
生ゴミ収集場所にカラス，ノラ牛，ノライヌ，ノラネコが集まり残

飯をあさる

アラビア海はボンベイダックの豊漁期で漁師は雨季の出荷に備
えて干し魚を作る

稠理，飲用水の井戸に雨水，汚水が流れこみ不衛生にな
調理．および飲食は全て屋内でなされるため狭い室内は
調理加熱用のガソリンストーブの排気ガスで空気が汚れる

生ゴミが強風と多量の降雨で飛ばされたり，流されて，付

近一帯が汚れる
生ゴミの収集の回数が減る
生ゴミ収集場所にカラスが集まり残飯をあさる

アラビア海は強風を伴った降雨により海水が汚濁し，高波

により，漁船が停泊し漁獲高が激減する

衛生　バスルーム（水浴び用の土間）が無い世帯が多くtその世帯に　　大人も子どもも降爾の只中に，路地に飛び出し雨水で体を
　　　　住む住人は，共同洗濯場に手桶を持ち込み，着衣のまま器用　　洗う．
　　　　に水浴びをする．

バスルーム（水浴び用土間）がある世帯での水浴びに用いる水
の量は大人も子ども10リットルのバケツ1杯程度．

世帯にトイレがないため公共トイレが朝の時間帯非常に込み，

婦人は朝の用便に30分かかる．

世帯にトイレがないため男性は引き潮で岩肌が露呈する海岸
で朝の用便を済ませる．

10歳までの幼児，学童は路地うらで朝の用便をすませる．

地区の小学生は校舎裏（戸外）で毎朝用便をするが，灼熱のた
めすぐに乾燥する．ノライヌも同じ場所で用便する．

他の地域のスラム街からの流入者が増加する
路上生活者が増加する
物乞いをする者が増加する

公共トイレの汚物槽が冠水する．婦人の朝の用便に40分

以上かかる
乾季とおなじ

乾季とおなじ

校舎裏での小学生の用便後，汚物が降雨とともに流され
周辺に悪臭が充満する．ノライヌの便も降雨で流される．

路上生活者が減少する
物乞いをする者が減少する


